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長期優良住宅の認定制度

長期優良住宅とは

認定基準

住宅の長寿命化のために必要な要件
劣化対策、耐震性、維持管理、可変性

社会的資産として求められる要件
省エネ性能、バリアフリー性能

その他必要とされる要件
居住環境、住戸面積

特例措置

認定実績

＜１．税制＞
所得税／固定資産税／不動産取得税／登録免許税の低減

＜２．融資＞
住宅金融支援機構の支援制度による優遇措置

＜３．補助制度＞
中小工務店等に対する補助制度

累計実績（H21～H27.12） … 約671,000戸
（一戸建て：約654,000戸、共同住宅等：約17,000戸）

H26年度の実績 …  99,905戸
（一戸建て：97,526戸、共同住宅等：2,379戸）

長く使っていくために必要な要件
維持保全計画の提出

住宅着工全体の11.3%（平成26年度）
（一戸建て住宅：23.8%）

長期にわたり良好な状態で使用するための措置が講じられ、所管行政庁によって
認定された計画に基づき建築及び維持保全が行われている住宅
※長期優良住宅認定制度は平成21年度に新築、平成28年度に増改築に係る認定制度が開始された。

新築住宅の認定について

1-7

長期優良住宅の認定制度

新築認定基準を基本として、以下の点を踏まえて設定。

①既存住宅としての優良性を評価する。
②既存住宅の特性やリフォーム実施の難易度等を踏まえ、その水準を定める。
③リフォームでの対応が困難又は合理的でない場合については、代替措置を設定する。

※増改築認定基準は長期優良住宅化リフォーム推進事業におけるＳ基準相当

手続方法

認定基準の考え方

●平成28年度より既存住宅の増築・改築に係る認定制度を開始

• 住宅の所有者または分譲事業者が、所管行政庁※に対し、既存住宅を長期優
良住宅とするための増改築計画について、認定を申請する。

• 上記の認定申請は、補助事業（長期優良住宅化リフォーム推進事業）とは別に
手続きが必要。

※「所管行政庁」とは、原則として、建築主事を置く市町村又は特別区の区域については当該市町村又は
特別区の長をいい、その他の市町村又は特別区の区域については都道府県知事をいう。

※詳しくは、http://www.hyoukakyoukai.or.jp/chouki/gyosei.phpで検索が可能。
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• 耐震改修
• 省エネルギー改修

等

維持保全計画の策定や住宅履
歴情報の整備を促進

・インスペクターの育成
・瑕疵保険等との連携

【改善策における具体的取組】

新築

既存住宅（リフォーム前） 既存住宅（リフォーム後）

安心して適切なリフォーム（長期優良化リフォーム等）を実施
・質の向上を建物価値として評価

既存住宅（売買）

安心して
既存住宅を売買

住宅履
歴情報

住宅履歴
情報

インスペクションの普及 長期優良住宅化に対する支援

Ⅰ 中古住宅流通各段階における改善策

インスペクションの普及・促進、売主による情報提供や住宅履歴情報の充実、瑕疵保険の充実・合理化を行うほか、耐震
性や省エネ性等に関するラベリング制度を充実させる。また、リフォーム促進に資する先進的な取組を推進する。

既存住宅の検査、評価・表示等による現況把握 住宅ストックの質の向上 売買時等の安心の付与 建物の適切な資産評価

既存住宅の売買や
リフォームに対する保
証・保険の提供
［保険商品の充実］

既存住宅の性能、品質
やリフォームを反映した
価格査定

性能向上リフォームの支援インスペクション（検査）
の普及
［検査人の育成等］

既存住宅の性能評価・
表示の充実

［省エネ性能に関する項目の追
加等］

長期優良住宅化

［平成28年度より認定制度化］

長期優良住宅化

［平成28年度より認定制度化］

住宅履歴情報の蓄積・活用住宅履歴情報の蓄積・活用

価格

60年超

土
地

建
物

リフォームによる質の向上を
建物価値として評価

築年

【適切な建物評価手法の実現】
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中古住宅流通・リフォーム促進等の住宅市場活性化
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長期優良住宅化リフォーム推進事業の概要

質の高い住宅ストックの形成及び子育てしやすい環境の整備を図るため、既存住宅の長寿命化や三世

代同居など複数世帯の同居の実現に資するリフォームを推進する。

① リフォーム工事前にインスペクションを行うとともに、工事後に維持保全計画を作成すること。

② 下記性能項目のいずれかの性能向上に資するリフォーム工事又は三世代同居改修工事を行うこと。

ａ．劣化対策 ｂ．耐震性 ｃ．省エネルギー対策 ｄ．維持管理・更新の容易性
ｅ．高齢者等対策（共同住宅のみ） ｆ．可変性（共同住宅のみ） g. 三世代同居改修工事

③リフォーム工事後に少なくとも劣化対策と耐震性（新耐震基準適合等）の基準を満たすこと。

■ 支援対象となるリフォーム工事

○インスペクションの実施

○性能の向上

・ 耐震性

・省エネルギー性

・劣化対策

・維持管理・更新の容易性

等

○維持保全計画の作成

三世代同居改修工事
キッチン・浴室・トイレ・玄関の増設

玄関（外階段）の増設キッチンの増設

省エネルギー性

例）外壁の断熱

トイレ・浴室の増設

耐震性

例）軸組等の補強

劣化対策

例）床下防湿・防蟻措置

維持管理・更新の容易性

例）維持管理更新容易性の向上
○三世代同居改修

１．⽬的

２．要件
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長期優良住宅化リフォーム推進事業の概要

・リフォーム工事の建築主

（建築主の依頼を受けた施工業者を含む。）

・施工業者の場合、グループによる提案も可

・インスペクションで劣化事象等不具合が指摘された場合、

以下のいずれかの措置をとること。

ａ．リフォーム工事の内容に含める

ｂ．当面の補修を必要としない場合に限り維持保全計画
に補修時期又は点検時期を明記

５．補助対象

長期優良住宅化リフォーム工事に要する費用 （ただし、補助対象工事費のうち①が、①と③の補助対象工事費の合計額の過半であること。）

インスペクション費用、
リフォーム履歴作成費用
維持保全計画作成費用

① 特定性能向上工事
以下の性能項目の基準を
満たすための性能向上工事
a.劣化対策
b.耐震性
c.維持管理・更新の容易性
d.省エネルギー対策
e.高齢者等対策（共同住宅のみ）

ｆ．可変性（共同住宅のみ）

③ その他性能向上工事
①以外の性能向上工事
・インスペクションで指摘を

受けた箇所の改修工事
・外壁、屋根の改修工事
・バリアフリー工事
・環境負荷の低い設備への改修
・一定水準に達しないｃ～ｆの

性能向上に係る工事 等

※ただし、①の工事費を限度

④その他の工事
・単なる設備交換
・内装工事
・間取り変更工事
・意匠上の改修工事

補助対象外

② 三世代同居改修工事
キッチン・浴室・トイレ・玄関の増設に係る工事

※ただし、工事完了後、いずれか２つ以上が複数か所あること

３．事業主体 ４．インスペクション結果の反映
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長期優良住宅化リフォーム推進事業の概要

７．リフォーム後の性能評価

Ｓ基準

Ａ基準

劣化対策 耐震性 省エネ性 維持管理

既存
住宅

特
定
性
能
向
上
工
事

必須項目

特定性能向上工事は各性能項目についてＳ基準又はＡ基準を満たすための性能向上工事とする。

劣化対策、耐震性については、リフォーム後にＡ基準に達していることを要件とする。※

選択項目

戸建住宅の場合

６．補助率・補助限度額

①補助額：「５．補助対象」に掲げる額の合計額の１／３以内の額

②補助限度額：１００ 万円/戸 （ 認定長期優良住宅※とする場合：２００ 万円/戸 ）

三世代同居改修工事を実施する場合：１５０ 万円/戸 （ 同 ２５０ 万円/戸 ）

※既に基準に達している場合は工事の有無は問わないの
で、三世代同居改修工事や省エネ性に係る特定性能向
上工事等のみ実施することも可能

※経過措置として、評価基準型（２）（オールS基準を満たし、認定を受けないもの）も平成28年9月末までに交付申請されたものに限り対象

ただし、三世代同居改修工事費については ５０ 万円/戸 を上限とする。
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インスペクション
リフォーム前の住宅の劣化状況の調査

長期優良住宅化リフォーム工事

リフォーム
履歴の作成

維持保全計画
の作成

①基礎
②外壁・軒裏（構造・雨水）
③屋根（雨水）
④バルコニー（構造・雨水）
⑤天井・小屋組・梁（構造・雨水）
⑥内壁・柱（構造・雨水）
⑦床（構造）
⑧土台・床組（構造）
⑨基礎・内部（構造）
⑩設備配管（給水・給湯管・排水管・換気ダクト）
■オプション検査

（戸建住宅の場合）

①特定性能向上工事
②その他性能向上工事

①リフォーム履歴

住宅の平面図とリフォーム箇所・工事内容等が把握で
きるもの

②維持保全計画

構造、外壁、設備等について、インスペクション結果、
点検項目、更新・取替時期等を記載
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事業の流れ

①劣化対策、②耐震性、③省エネルギー対策、④維持管理・更新の容易性、⑤可変性、
⑥バリアフリー性（⑤、⑥は共同住宅のみ）について、以下の二つの基準のいずれかを
達成するためのリフォーム工事。ただし、①②については、Ａ基準達成を必須とする。
・Ｓ基準：長期優良住宅（増改築）認定基準と同等
・Ａ基準：Ｓ基準には満たないが一定の性能向上が見込まれる水準

Ｓ基準

Ａ基準

○○性能 ○○性能

既存
住宅

性
能
向
上
工
事

○○性能

長期優良住宅（増改
築）認定基準と同等

一定の性能向上が見
込まれる水準

性
能
向
上
工
事

性
能
向
上
工
事

1-13

特定性能向上工事について
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Ｓ基準

Ａ基準

劣化対策 耐震性 省エネ性 維持管理

既存
住宅

性
能
向
上
工
事

必須項目
（リフォーム後に必ずＡ基準に達していること）

※リフォーム前に既に基準に適合している場合は
工事の有無は問わない。

特定性能向上工事は、各性能項目について、Ｓ基準又はＡ基準を満たすための性能向
上工事とする。

劣化対策、耐震性については、リフォーム後に後述のＡ基準に達していることを要件とす
る。

選択項目については、必ずしもＡ基準に達することは要しないが、採択に当たっては、Ｓ
基準又はＡ基準への対応度を考慮する。

選択項目

(注)戸建住宅の場合

1-14

補助の考え方①

劣化対策 耐震性 省エネ性 維持管理

既存
住宅

性
能
向
上
工
事

必須項目

必須項目については、リフォーム前にすでにＡ基準に適合している場合は、必ずしも工事
を行う必要はない。

選択項目

(注)戸建住宅の場合

Ｓ基準

Ａ基準

1-15

補助の考え方②
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劣化対策 耐震性 省エネ性 維持管理

既存
住宅

性
能
向
上
工
事

必須項目
（リフォーム後に必ずＡ基準に達していること）

※リフォーム前にすでに基準に適合している場合は
工事の有無は問わない。

性能向上工事であっても、Ａ基準に達しない工事は、その他性能向上工事とする。

その他性能向上工事に要する費用として補助対象にできるのは、特定性能向上工事
に対する補助を限度とする。

その他性能向上工事

外壁改修
屋根改修 等

(注)戸建住宅の場合

Ｓ基準

Ａ基準

1-16

補助の考え方③

全ての評価項目において長期優良住宅認定基準を満たす長期優良住宅化リフォーム
に対しては、補助率1/3、補助上限額200万円／戸として補助する。

◆所管行政庁による認定が必要。

◆経過措置として評価基準型（２）（全ての評価項目においてＳ基準を満たし、評価機関
による技術的審査を受けたもの）も9月末までに交付申請されたものに限り補助対象と
する。

長期優良住宅
（増改築）
認定基準

（Ｓ基準と同等）

Ａ基準

劣化対策 耐震性 省エネ性 維持管理

既存
住宅

性
能
向
上
工
事

(注)戸建住宅の場合

1-17

認定長期優良住宅型について
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三世代同居改修工事について

用語の定義

室 用語の定義

調理室 ・給排水設備と接続された台所流しを有すること
・ガスコンロ若しくはIHクッキングヒーターまたはコンロ台を有すること

浴室 ・給排水設備及び給湯設備に接続された浴槽またはシャワーを有すること

便所 ・給排水設備と接続された大便器を有すること（小便器のみ不可）

玄関 ・玄関扉を有すること
・土間（土足を着脱するスペース）を有すること
・外側から鍵がかけられる出入り口であること

• 調理室等（調理室・浴室・便所・玄関）の増設に係る工事費用が補助対象。

• リフォーム後に、調理室・浴室・便所・玄関のうちいずれか2つ以上が複数箇所設置
されていること。

補助の要件

1-19

三世代同居改修工事について

対象工事

工事種類ごとの補助限度額

調理室等の増設に係る工事は、各々種類によって補助限度額が設定されている。

例）

①本体設置工事及びそれに付随する工事

台所流し、浴槽、大便器、玄関扉・土間の増設工事

②その他の工事

調理室等の増設に係る工事のうち、給排水・電気・ガス・換気工事、内装・下地工事、給湯器
設置工事、解体工事、その他工事（諸経費、足場、養生等）

※リフォームローン型減税（所得税）で対象となる工事と同様

工事内容
一箇所あたりの補助対象

工事費の上限額
備考

便所の増設
工事

― 532,100円 ―

玄関の増設
工事

地上階に玄関を増設するもの 655,300円 上限額には郵
便受け設置工
事を含まない。地上階以外の階に玄関を増設す

るもの
1,244,500円

－12－



• 「現況検査チェックシート※」により、インスペクションを行うこと。

• インスペクションにより劣化事象が指摘された個所については、以下のいずれ
かの措置をとること。

①リフォーム工事の内容に含めること

（特定性能向上工事又はその他性能向上工事として補助対象）

②維持保全計画において、今後の補修時期又は点検時期を明記すること。
※一般社団法人住宅瑕疵担保責任保険協会による現況検査チェックシート

★原則としてインスペクションの実施者は「一定の講習を受け、修了考査に合格した建築
士または建築施工管理技士」であること。

※認定長期優良住宅型については建築士に限る。

※建築施工管理技士は、１級建築施工管理技士、２級建築施工管理技士(建築)、又は２級建築施工管理技士（躯体・仕上げ両方）の
いずれかとする。

＜現況検査チェックシート＞

□ 著しい劣化が確認されない
□ 著しい劣化が確認される

□ シーリング材の破断が確認されない
□ シーリング材の破断が確認される

（２）○○○○の劣化

（３）シーリング材の破断
維持保全計画

・概ね○年後に補修が必要

・概ね○年後に点検が必要

補修工事

1-20

インスペクションについて

い
ず
れ
か

著しい劣化等

現時点で補修を要し
ない軽微な劣化等

②リフォーム工事の写真

③リフォーム工事に関する図書
（見積書、詳細図面等）

①リフォーム工事箇所を示す図面

• 工事完了後、リフォーム工事における履歴情報を作成すること。

• 保存する主な履歴情報は下記の通り。

①現況検査チェックシート ②リフォーム工事箇所を示す図面

③リフォーム工事の写真 ④リフォーム工事に関する図書（見積書、詳細図面等）

断熱工事
グラスウール100mm

断熱工事
グラスウール100mm

断熱工事
グラスウール100mm

断熱工事
グラスウール100mm

浴室のユニットバス化
○○社●●モデル

床下点検口設置
高気密型点検口
60×60mm

＜リフォーム工事履歴のイメージ＞

1-21

リフォーム工事履歴について
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• 工事完了後、維持保全計画を作成すること。

• インスペクションで認められた劣化をリフォーム工事で補修しない場合は、
維持保全計画に補修時期等を明記。

部位
劣化事象の

有無
劣化事象
の内容

リフォームによる補修
（行わない場合は理由）

劣化の
改善時期

点検の時期 ・・・・

基礎（構造） 無
5、10、15、20、25、
30年

外壁・軒裏（構
造） 無

3、6、12、15（全面
補修）、18、21、24、
27、30年

外壁・軒裏（雨
水） 有 シーリング

材の欠損
×

軽微な欠損
３年以内に
補修を検討

1、3、6、12、15（全
面補修）、18、21、
24、27、30年

屋根（雨水） 有 雨漏りの
跡 ○

2、5、10、20(葺き
替え検討)、25、30
年

設備配管
（換気ダクト） 無

＜維持保全計画書のイメージ＞

劣化が認められた場合は
今回のリフォームで補修
するかどうかを明記

リフォームで補修しない
場合は補修時期を明記

1-22

維持保全計画について

1-23

提案～採択～工事の流れ

補
助
事
業
完
了

①事業提案

審査・採択

提
案
者

事
務
局

②交付申請

交付決定通知

③リフォーム
工事等

④実績報告
金額の確定

・インスペクション
・リフォーム

・維持保全計画の
作成

完了検査・
補助金支払い

・事業者情報
・対象物件概要
・工事概要
・工事時期
・評価基準

達成度
・補助金申請額

等

・申請額
・申請額の 算出

方法
・提案内容との

適合確認書類
等

・完了実績報告書
・補助金請求書
・現況検査

チェックシート
・リフォーム履歴

情報
・維持管理計画

等

公募・審査 補助金交付 工事 補助金支払

・登録住宅性能評価機関の
設計図書等による技術的審査

評価機関による審査
評
価
機
関

長期優良住宅（増改築）認定を取得する
（補助上限額２００万円/戸）場合

・評価機関発行の適合証等に基づく認定
・認定通知書の発行

所管行政庁による審査 ※評価機関による審査
の前にインスペクショ
ンの実施、維持保全
計画の作成が必要
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第２章 評価基準の概要第２章 評価基準の概要

長期優良住宅化リフォーム推進事業評価室

平成28年4月版

Ａ基準の概要 一戸建て住宅（木造）の基準 ・・・・・・・・・・・・・・
Ｓ基準の概要 一戸建て住宅（木造）の基準 ・・・・・・・・・・・・・・

2‐2
2‐9

第２章 目次
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評価基準「Ａ基準」の概要

■ 外壁の軸組等（地面から高さ１ｍの部分）

■小屋裏の点検

■ 小屋裏

■ 土台
外壁が通気構造外壁が通気構造

一定の防腐防蟻処理一定の防腐防蟻処理

耐久性の高い樹種又は
一定以上の部材の径
耐久性の高い樹種又は
一定以上の部材の径

or

一定の防腐防蟻処理一定の防腐防蟻処理

耐久性の高い樹種耐久性の高い樹種

or

可能な範囲※での
防腐防蟻処理

可能な範囲※での
防腐防蟻処理

or

維持保全
強化

維持保全
強化

■ 浴室及び脱衣室

浴室ユニット浴室ユニット

一定の防水仕上げ一定の防水仕上げ

or

etc.

次ページにつづく

一定面積以上の換気口設置一定面積以上の換気口設置

小屋裏点検口設置小屋裏点検口設置

可能な範囲※での
防腐防蟻処理

可能な範囲※での
防腐防蟻処理

or

維持保全
強化

維持保全
強化

etc.

or

２以上の換気口設置２以上の換気口設置

小屋裏木部が
湿潤状態にない
小屋裏木部が
湿潤状態にない

維持保全
強化

維持保全
強化

etc.

一戸建て住宅
（木造）のＡ基準

１．劣化対策（必須）
1-1.木造

※床下空間に露出、または増築・改築工事時に露出する範囲

次に掲げる基準に
適合すること。

or

2-2

新築に同じ新築に同じ 既存独自既存独自

凡例

2-3

一戸建て住宅
（木造）のＡ基準

■ 床下

■床下の点検

防湿コンクリート
（厚さ６０ｍｍ以上）
防湿コンクリート

（厚さ６０ｍｍ以上）
防湿

フィルム
防湿

フィルム

床下換気措置（ ４ｍ毎に３００ｃｍ２）床下換気措置（ ４ｍ毎に３００ｃｍ２）

床下換気措置
（ ５ｍ毎に３００ｃｍ２）

床下換気措置
（ ５ｍ毎に３００ｃｍ２）

維持保全
強化

維持保全
強化

or

床下点検口設置床下点検口設置

各室に床下点検口設置各室に床下点検口設置

or

床ふところ
３３ｃｍ以上
床ふところ
３３ｃｍ以上

前ページのつづき

１．劣化対策（必須）
1-1.木造

次に掲げる基準に
適合すること。

床下換気措置（ １ｍあたり７５ｃｍ２）床下換気措置（ １ｍあたり７５ｃｍ２）

or

or

床下木部が
湿潤状態にない
床下木部が

湿潤状態にない
維持保全

強化
維持保全

強化

or■ 地盤■ 基礎

基礎高さ４０ｃｍ以上基礎高さ４０ｃｍ以上

or

基礎高さ３０ｃｍ以上基礎高さ３０ｃｍ以上

雨はね
防止措置
雨はね
防止措置

維持保全
強化

維持保全
強化

べた基礎べた基礎

or

有効な土壌処理有効な土壌処理

or

布基礎布基礎
防蟻コンクリート

（布基礎と鉄筋により一体化）
防蟻コンクリート

（布基礎と鉄筋により一体化）

or

布基礎布基礎 上記以外の
コンクリート
上記以外の
コンクリート

ひび割れ等
のないこと
ひび割れ等
のないこと

維持保全
強化

維持保全
強化

新築に同じ新築に同じ 既存独自既存独自

凡例

■構造部材等 建築基準法施行令第37条、第41条、第49条、第80条の2に適合
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２．耐震性（必須）
2-1.木造

2-4

一戸建て住宅
（木造）のＡ基準

(2)  着工時期が昭和56年6月以降

着工が
昭和５６年６月以降

着工が
昭和５６年６月以降

次の(1)～(4)の
いずれかに
適合すること。

(1)  新築認定基準に適合

免震建築物免震建築物

安全限界時の層間変形１／４０以下安全限界時の層間変形１／４０以下

or

※ 耐震性に影響のある増改築が行われて
いない場合に限る

新築に同じ新築に同じ 既存独自既存独自

凡例

(3) 耐震等級（倒壊等防止）等級１以上

具体的には a又はbかつc

a 新耐震基準に適合

壁量計算等を行い、
新耐震基準に適合
壁量計算等を行い、
新耐震基準に適合 or

構造計算等を行い、
新耐震基準に適合
構造計算等を行い、
新耐震基準に適合

b 耐震診断基準に適合

耐震改修促進法に基づく
耐震診断により

Ｉｗ≧１．０

耐震改修促進法に基づく
耐震診断により

Ｉｗ≧１．０
or

耐震改修促進法に基づく
耐震診断に代わる
診断方法※により
左記同等の耐震性

耐震改修促進法に基づく
耐震診断に代わる
診断方法※により
左記同等の耐震性

※耐震改修促進法に基づく耐震診断に代わる診断方法の例
・日本建築防災協会「木造住宅の耐震診断と補強方法」
・プレハブ建築協会「木質系工業化住宅の耐震診断法」

※建築基準法施行令第３章第１節から第３節及び第７節の２
（ただし、木造の住宅に係るものに限る）に適合すること。

c 構造耐力に関連する劣化事象が認められないこと

or

＆

2-5

一戸建て住宅
（木造）のＡ基準

(1)  断熱等性能等級で評価する場合

断熱等性能等級の

等級３に適合

断熱等性能等級の

等級３に適合

３．省エネルギー対策
次の(1)～(4)のいずれかに適合すること。

又は、次ページの改修タイプに適合すること。

(4)  省エネルギー対策等級で評価する場合

省エネルギー対策
等級の

等級３に適合

省エネルギー対策
等級の

等級３に適合

(2)  一次エネルギー消費量等級で評価する場合①

一次エネルギー
消費量等級の

等級４に適合

一次エネルギー
消費量等級の

等級４に適合

(3) 一次エネルギー消費量等級で評価する場合②

開口部の
一定の

断熱措置

開口部の
一定の

断熱措置

一次エネルギー
消費量等級の

等級４に適合※

一次エネルギー
消費量等級の

等級４に適合※

省エネルギー対策

等級２
省エネルギー対策

等級２

省エネルギー対策

等級３
省エネルギー対策

等級３

省エネルギー対策

等級２
省エネルギー対策

等級２

断熱等性能

等級２
断熱等性能

等級２

or

※太陽光発電設備は評価対象外

開口部の
一定の

断熱措置

開口部の
一定の

断熱措置

開口部の
一定の

断熱措置

開口部の
一定の

断熱措置

壁
・床

屋
根
・天
井

新築に同じ新築に同じ 既存独自既存独自

凡例
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改修タイプによる場合

全居室全開口部
複層ガラス等

全居室全開口部
複層ガラス等

床、外壁、屋根（天井）の
いずれか１種類
一定の断熱仕様

床、外壁、屋根（天井）の
いずれか１種類
一定の断熱仕様

タ
イ
プ
Ａ

主たる居室全開口部以上
複層ガラス等

主たる居室全開口部以上
複層ガラス等

暖房、給湯、換気、その他の
いずれか１種類

一定の高効率設備

暖房、給湯、換気、その他の
いずれか１種類

一定の高効率設備

タ
イ
プ
Ｂ

その他居室１室全開口部以上
複層ガラス等

その他居室１室全開口部以上
複層ガラス等

暖房、給湯、換気、その他の
いずれか２種類

一定の高効率設備

暖房、給湯、換気、その他の
いずれか２種類

一定の高効率設備

タ
イ
プ
Ｃ

３．省エネルギー対策

次のタイプＡ～Ｃのいずれかに適合

2-6

一戸建て住宅
（木造）のＡ基準

専用配管の構造

４．維持管理・更新の容易性
4-1.一戸建ての住宅

次に掲げる基準に適合すること。
給水管、排水管、給湯管が

コンクリート内に
埋め込まれていないこと

（貫通部を除く）

給水管、排水管、給湯管が
コンクリート内に

埋め込まれていないこと
（貫通部を除く）

排水管の内面が平滑で、
清掃に支障ないように排水管が適切に設置されていること

排水管の内面が平滑で、
清掃に支障ないように排水管が適切に設置されていること

or

将来的に左記に適合
するよう更新すること

（その旨を維持保全計画に
記載すること）

将来的に左記に適合
するよう更新すること

（その旨を維持保全計画に
記載すること）

（改修を行う部分及び厨房に限る）

地中埋設管の上にコンクリートが打
設されていないこと

（床下から屋外へ接続する部分で、基
礎下に配管されている部分を除く）

地中埋設管の上にコンクリートが打
設されていないこと

（床下から屋外へ接続する部分で、基
礎下に配管されている部分を除く）

or

将来的に左記に適合
するよう更新すること

（その旨を維持保全計画に
記載すること）

将来的に左記に適合
するよう更新すること

（その旨を維持保全計画に
記載すること）

2-7

一戸建て住宅
（木造）のＡ基準

新築に同じ新築に同じ 既存独自既存独自

凡例
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７．住戸面積の確保（必須）

※「５．高齢者等対策」「６．可変性」は共同住宅等の基準のため記載していない。

１の階の床面積が
４０㎡以上

（階段部分を除く）

１の階の床面積が
４０㎡以上

（階段部分を除く）

８．居住環境（必須）

次に掲げる基準に適合すること。

床面積の合計が
５５㎡以上

床面積の合計が
５５㎡以上

地区計画、景観計画等の区域内にある場合、
新築時にこれらの内容と調和が図られたものであること。

（既存建物への遡及については当該地区計画等の規定に準じる）

地区計画、景観計画等の区域内にある場合、
新築時にこれらの内容と調和が図られたものであること。

（既存建物への遡及については当該地区計画等の規定に準じる）

９．維持保全計画の
策定（必須）

維持保全の期間（30年以上）
について、次に掲げる事項を定
めること。

以下の点検の時期・内容
イ）構造耐力上主要な部分
ロ）雨水浸入を防止する部分
ハ）給水・排水の設備

以下の点検の時期・内容
イ）構造耐力上主要な部分
ロ）雨水浸入を防止する部分
ハ）給水・排水の設備

左記点検を少なくとも
１０年ごとに実施すること
左記点検を少なくとも

１０年ごとに実施すること

etc.

インスペクションにより判明した劣
化事象についてリフォーム時に補
修を行わない場合は、当該部分の
点検・補修等の時期・内容を記載
すること

インスペクションにより判明した劣
化事象についてリフォーム時に補
修を行わない場合は、当該部分の
点検・補修等の時期・内容を記載
すること

点検の強化等が評価
基準適合の条件とな
る場合は、その内容を
記載すること。

点検の強化等が評価
基準適合の条件とな
る場合は、その内容を
記載すること。

2-8

一戸建て住宅
（木造）のＡ基準

新築に同じ新築に同じ 既存独自既存独自

凡例

次に掲げる基準に適合すること。

評価基準「Ｓ基準」の概要

■ 外壁の軸組等（地面から高さ１ｍの部分）

■小屋裏の点検

■ 小屋裏

■ 土台
外壁が通気構造外壁が通気構造

一定の防腐防蟻処理一定の防腐防蟻処理

耐久性の高い樹種又は
一定以上の部材の径
耐久性の高い樹種又は
一定以上の部材の径

or

一定の防腐防蟻処理一定の防腐防蟻処理

耐久性の高い樹種耐久性の高い樹種

or

可能な範囲※での
防腐防蟻処理

可能な範囲※での
防腐防蟻処理

or

維持保全
強化

維持保全
強化

■ 浴室及び脱衣室

浴室ユニット浴室ユニット

一定の防水仕上げ一定の防水仕上げ

or

etc.

次ページにつづく

一定面積以上の換気口設置一定面積以上の換気口設置

小屋裏点検口設置小屋裏点検口設置

可能な範囲※での
防腐防蟻処理

可能な範囲※での
防腐防蟻処理

or

維持保全
強化

維持保全
強化

外壁が通気構造外壁が通気構造

etc.

or

２以上の換気口設置２以上の換気口設置

小屋裏木部が
湿潤状態にない
小屋裏木部が
湿潤状態にない

維持保全
強化

維持保全
強化

etc.

新築に同じ新築に同じ 既存独自既存独自

凡例

一戸建て住宅
（木造）のＳ基準

１．劣化対策
1-1.木造

※床下空間に露出、または増築･改築工事時に露出する範囲

次に掲げる基準に
適合すること。

2-9

－19－



2-10

一戸建て住宅
（木造）のＳ基準

■ 床下

■床下の点検

防湿コンクリート
（厚さ６０ｍｍ以上）
防湿コンクリート

（厚さ６０ｍｍ以上）
防湿

フィルム
防湿

フィルム

床下換気措置（ ４ｍ毎に３００ｃｍ２）床下換気措置（ ４ｍ毎に３００ｃｍ２）

床下換気措置
（ ５ｍ毎に３００ｃｍ２）

床下換気措置
（ ５ｍ毎に３００ｃｍ２）

維持保全
強化

維持保全
強化

or

床下点検口設置床下点検口設置

床下空間各部を点検可能な点検口設置床下空間各部を点検可能な点検口設置

or

床ふところ
３３ｃｍ以上
床ふところ
３３ｃｍ以上

前ページのつづき

新築に同じ新築に同じ 既存独自既存独自

凡例

１．劣化対策
1-1.木造

次に掲げる基準に
適合すること。

床下換気措置（ １ｍあたり７５ｃｍ２）床下換気措置（ １ｍあたり７５ｃｍ２）

or

or

■ 地盤■ 基礎

基礎高さ４０ｃｍ以上基礎高さ４０ｃｍ以上

or

基礎高さ３０ｃｍ以上基礎高さ３０ｃｍ以上

雨はね
防止措置
雨はね
防止措置

維持保全
強化

維持保全
強化

べた基礎べた基礎

or

有効な土壌処理有効な土壌処理

or

布基礎布基礎
防蟻コンクリート

（布基礎と鉄筋により一体化）
防蟻コンクリート

（布基礎と鉄筋により一体化）

or

布基礎布基礎
上記以外の
コンクリート
上記以外の
コンクリート

ひび割れ等
のないこと
ひび割れ等
のないこと

維持保全
強化

維持保全
強化

床下木部が
湿潤状態にない
床下木部が

湿潤状態にない

維持保全
強化

維持保全
強化

床下にひび割れ等の無いコンクリート床下にひび割れ等の無いコンクリート

or

■ 構造部材等 建築基準法施行令第37条、第41条、第49条、第80条の2に適合

2-11

一戸建て住宅
（木造）のＳ基準

(3) 耐震等級（倒壊等防止）等級１以上

具体的には a又はbかつc

(2)  着工時期が昭和56年6月以降２．耐震性
2-1.木造

次の(1)～(4)のいずれかに適合すること。

(1)  新築認定基準に適合

免震建築物免震建築物

安全限界時の層間変形１／４０以下安全限界時の層間変形１／４０以下

or

新築に同じ新築に同じ 既存独自既存独自凡例

a 新耐震基準に適合

壁量計算等を行い、
新耐震基準に適合
壁量計算等を行い、
新耐震基準に適合 or

構造計算等を行い、
新耐震基準に適合
構造計算等を行い、
新耐震基準に適合

b 耐震診断基準に適合

耐震改修促進法に基づく
耐震診断により

Ｉｗ≧１．０

耐震改修促進法に基づく
耐震診断により

Ｉｗ≧１．０
or

耐震改修促進法に基づく
耐震診断に代わる
診断方法※により
左記同等の耐震性

耐震改修促進法に基づく
耐震診断に代わる
診断方法※により
左記同等の耐震性

※耐震改修促進法に基づく耐震診断に代わる診断方法の例
・日本建築防災協会「木造住宅の耐震診断と補強方法」
・プレハブ建築協会「木質系工業化住宅の耐震診断法」

※建築基準法施行令第３章第１節から第３節及び第７節の２
（ただし、木造の住宅に係るものに限る）に適合すること。

着工が
昭和５６年６月以降

着工が
昭和５６年６月以降

※ 次のいずれか
・確認済証、添付図書及び検査済証があり、

耐震性に影響のある増改築が行われていない
・確認済証・添付図書があり、現地調査により
図書と現況に相違がない

c 構造耐力に関連する劣化事象が認められないこと

or

＆
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一戸建て住宅
（木造）のＳ基準

次の(1)～(2)のいずれかに適合すること。

(1)  断熱等性能等級で評価する場合

断熱等性能等級の

等級４に適合

断熱等性能等級の

等級４に適合

(2)  一次エネルギー消費量等級で評価する場合

一次エネルギー消費量等級の

等級４に適合

一次エネルギー消費量等級の

等級４に適合

断熱等性能

等級３に適合

断熱等性能

等級３に適合

新築に同じ新築に同じ 既存独自既存独自凡例

３．省エネルギー対策

専用配管の構造

４．維持管理・更新の容易性
4-1.一戸建ての住宅

次に掲げる基準に適合すること。

給水管、排水管、給湯管が
コンクリート内に

埋め込まれていないこと
（貫通部を除く）

給水管、排水管、給湯管が
コンクリート内に

埋め込まれていないこと
（貫通部を除く）

排水管の内面が平滑で、
清掃に支障ないように排水管が適切に設置されていること

排水管の内面が平滑で、
清掃に支障ないように排水管が適切に設置されていること

or

将来的に左記に適合
するよう更新すること

（その旨を維持保全計画に
記載すること）

将来的に左記に適合
するよう更新すること

（その旨を維持保全計画に
記載すること）

排水管に掃除口が
設けられていること
排水管に掃除口が
設けられていること

or
清掃可能な措置が
講じられたトラップが
設置されていること

清掃可能な措置が
講じられたトラップが
設置されていること

（便所に隣接する
排水ますに接続
するものを除く）

地中埋設管の上にコンクリートが打
設されていないこと

（床下から屋外へ接続する部分で、基
礎下に配管されている部分を除く）

地中埋設管の上にコンクリートが打
設されていないこと

（床下から屋外へ接続する部分で、基
礎下に配管されている部分を除く）

or

将来的に左記に適合
するよう更新すること

（その旨を維持保全計画に
記載すること）

将来的に左記に適合
するよう更新すること

（その旨を維持保全計画に
記載すること）

新築に同じ新築に同じ 既存独自既存独自

凡例

主要接合部等を点検す
るために必要な開口

主要接合部等を点検す
るために必要な開口

排水管の掃除口による
清掃に必要な開口

排水管の掃除口による
清掃に必要な開口

（主要接合部等又
は掃除口が隠蔽さ
れている場合）

2-13

一戸建て住宅
（木造）のＳ基準
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７．住戸面積の確保

次に掲げる基準に適合すること。

１の階の床面積が
４０㎡以上

（階段部分を除く）

１の階の床面積が
４０㎡以上

（階段部分を除く）

８．居住環境

次に掲げる基準に適合すること。

床面積の合計が
５５㎡以上

床面積の合計が
５５㎡以上

地区計画、景観計画等の区域内にある場合、
新築時にこれらの内容と調和が図られたものであること。

（既存建物への遡及については当該地区計画等の規定に準じる）

地区計画、景観計画等の区域内にある場合、
新築時にこれらの内容と調和が図られたものであること。

（既存建物への遡及については当該地区計画等の規定に準じる）

９．維持保全計画の
策定

維持保全の期間（30年以上）
について、次に掲げる事項を定
めること。

以下の点検の時期・内容
イ）構造耐力上主要な部分
ロ）雨水浸入を防止する部分
ハ）給水・排水の設備

以下の点検の時期・内容
イ）構造耐力上主要な部分
ロ）雨水浸入を防止する部分
ハ）給水・排水の設備

左記点検を少なくとも
１０年ごとに実施すること
左記点検を少なくとも

１０年ごとに実施すること

etc.

インスペクションにより判明した劣
化事象についてリフォーム時に補
修を行わない場合は、当該部分の
点検・補修等の時期・内容を記載
すること

インスペクションにより判明した劣
化事象についてリフォーム時に補
修を行わない場合は、当該部分の
点検・補修等の時期・内容を記載
すること

点検の強化等が評価
基準適合の条件とな
る場合は、その内容を
記載すること。

点検の強化等が評価
基準適合の条件とな
る場合は、その内容を
記載すること。

2-14

一戸建て住宅
（木造）のＳ基準※「５．高齢者等対策」「６．可変性」は共同住宅等の基準のため記載していない。
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第３章 事例集第３章 事例集
長期優良住宅化リフォーム推進事業評価室

平成28年4月版

3-1

戸建住宅 事例①・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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戸建住宅 事例⑤・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
戸建住宅 主なその他性能向上工事の内容・・・・・・・・・・・・・・

共同住宅共用部分 申請事例①・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
共同住宅共用部分 申請事例②・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
共同住宅共用部分 主な工事内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
共同住宅専用部分 主な工事内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第３章 目次

3‐2
3‐6
3‐10
3‐14
3‐18
3‐22
3‐23
3‐24
3‐25
3‐26

※第３章では、実際に長期優良住宅化リフォーム推進事業を活用いただいた事例を紹介していますが、
平成２８年４月時点の補助額、補助要件等にあわせ、一部改変している部分があります。
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所在地：滋賀県 構 造：木造 建 設 年：昭和５８年

種 別：戸建住宅 階 数：２階 延床面積：１４７．７㎡

■建物諸元

・家の間取りを子供の成長に合わせることや、老朽化対策・防寒対策の
ためリフォームを実施。

・劣化対策の性能向上リフォームをメインとし、合わせて耐震補強や省エネ
リフォームも実施。

■リフォーム工事概要

■対象住宅の写真

戸建住宅 事例① 概要

3-2

戸建住宅 事例① 特定性能向上工事

3-3
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戸建住宅 事例① その他性能向上工事

3-4

項目
評価
基準

実施
有無 工事内容 工事部位

特定性能
向上工事

劣化対策 Ｓ ○

通気構造化 外壁

防湿コンクリートの設置 地盤

点検口の設置 床下・小屋裏

耐震性 Ａ ○ 構造用合板・金物の設置 外壁

省エネ Ａ未満

維持管理 Ａ未満

その他性能向上工事 ― ○
断熱材の設置
サッシの取替え
※省エネ基準Ａ未満のためその他性能向上工事に該当

外壁、床
開口部

■工事内容等

■事業費・補助額

約200万円 約130万円 約4万円 100万円

・家全体のリフォームではないが、１階全体及び２階の一部において劣化対策や耐
震補強工事といった特定性能向上工事を効果的に実施。

・予算の制約上、省エネがＡ基準に届かなかったが、その他性能向上工事費として
省エネリフォームを補助対象とし、補助金を有効活用。

■補助金活用のポイント

戸建住宅 事例① 補助金の内訳

3-5
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・バリアフリーリフォームに注力している会社によるリフォーム。
・経年劣化に伴う塗装工事等は数年前に実施済みであり、今回は防蟻・防腐処理

と浴室廻りのバリアフリーリフォームを実施。

所在地：福岡県 構 造：木造 建 設 年：昭和５７年

種 別：戸建住宅 階 数：２階 延床面積：１５０．１㎡

■建物諸元

■リフォーム工事概要

■対象住宅の写真

戸建住宅 事例② 概要

3-6

浴槽周りにも
手すりを設置

戸建住宅 事例② 特定性能向上工事

3-7
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戸建住宅 事例② その他性能向上工事

3-8

項目 評価
基準

実施
有無

工事内容 工事部位

特定性能
向上工事

劣化対策 Ａ ○
防腐・防蟻処理 床下木部

ユニットバス化 浴室

耐震性 Ａ

省エネ ―

維持管理 ―

その他性能向上工事 ― ○

段差の解消 浴室･脱衣室

手すりの設置 浴室･脱衣室

引戸から折戸への変更 浴室･脱衣室

高断熱浴槽設置 浴室

■工事内容等

■事業費・補助額

約90万円 約80万円 約3万円 約58万円

・特定性能向上工事は防腐・防蟻処理と浴室ユニットバス化のみを実施。
・その他性能向上工事費を活用して浴室廻りのバリアフリー化工事を実施。
・目的としていたバリアフリー化を特定性能向上工事と合わせて実現した

本事業による補助金を有効に活用した事例。

戸建住宅 事例② 補助金の内訳

3-9
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・大規模な戸建住宅の買取再販物件。
・インフィルのみフルリフォームし、外壁は塗装のみ実施。
・海沿いで冬の寒さが厳しいことから断熱化工事を実施。
・販売の際、長期優良住宅化リフォームであることをセールスポイントとした。

所在地：福岡県 構 造：木造 建 設 年：平成４年

種 別：戸建住宅 階 数：２階 延床面積：１４６．４㎡

■建物諸元

■リフォーム工事概要

■対象住宅の写真

戸建住宅 事例③ 概要

3-10

④

⑤

⑥

⑦

①

②

③

③

戸建住宅 事例③ 特定性能向上工事

3-11
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バルコニーから漏水があったため補修

戸建住宅 事例③ その他性能向上工事

3-12

項目
評価
基準

実施
有無 工事内容 工事部位

特定性能
向上工事

劣化対策 Ｓ ○

防腐・防蟻処理 軸組、土台

ユニットバス化 浴室

点検口の設置 床下・小屋裏

耐震性 Ｓ ○ 金物・筋かいの設置 柱・梁

省エネ Ｓ ○
断熱材の設置 壁・床・天井

LOW-Eガラスへの交換 開口部

維持管理 Ｓ ○ 配管点検口の設置 床下

その他性能向上工事 ― ○

再塗装 外壁

既存瓦の上カバー工法 屋根

バルコニーの防水 バルコニー

■工事内容等

■事業費・補助額

約710万円 約210万円 0万円 約200万円

・数多くの特定性能向上工事を実施。
・その他性能向上工事としては住宅リフォームで多く行われる塗装工事、

屋根改修等を実施。

■補助金活用のポイント

戸建住宅 事例③ 補助金の内訳
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・自社で新築を手がけた鉄骨造住宅のリフォーム。
・省エネリフォームと合わせて外壁塗装等を実施。

所在地：東京都 構 造：鉄骨造 建 設 年：昭和６２年

種 別：戸建住宅 階 数：２階 延床面積：８６．４㎡

■建物諸元

■リフォーム工事概要

■対象住宅の写真

戸建住宅 事例④ 概要
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戸建住宅 事例④ 特定性能向上工事
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１階と2

階の間
の目地
を打ち
替え

窓周りの目地
も打ち替え

戸建住宅 事例④ その他性能向上工事

3-16

項目
評価
基準

実施
有無 工事内容 工事部位

特定性能
向上工事

劣化対策 Ａ リフォーム工事なし

耐震性 Ａ リフォーム工事なし

省エネ Ａ ○
内窓（複層ガラス）の設置 開口部

給湯器の設置

維持管理 Ａ リフォーム工事なし

その他性能向上工事 ― ○
目地コーキングの打ち替え 外壁

外壁の塗装 外壁

■工事内容等

■事業費・補助額

約90万円 約130万円 約5万円 約62万円

・内窓設置、高効率給湯器設置といった大がかりではないリフォーム工事を実施。
・その他性能向上工事費を外壁塗装、目地コーキングの打ち替えに活用。
・プレハブ住宅において本事業を有効に活用した事例。

■補助金活用のポイント

戸建住宅 事例④ 補助金の内訳
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・フルスケルトンリフォームを実施した買取再販物件。
・寒冷地仕様の高気密・高断熱化工事を実施。

所在地：北海道 構 造：木造 建 設 年：昭和５２年

種 別：戸建住宅 階 数：２階 延床面積：１０５．３㎡

■建物諸元

■リフォーム工事概要

■対象住宅の写真

戸建住宅 事例⑤ 概要

3-18

②

①

※①、②以外は住宅全体的に実施

戸建住宅 事例⑤ 特定性能向上工事
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戸建住宅 事例⑤ その他性能向上工事

3-20

項目 評価
基準

実施
有無

工事内容 工事部位

特定性能
向上工事

劣化対策 Ｓ ○

防腐・防蟻処理 床下

ユニットバス化 浴室

軒天換気部材の設置 小屋裏

耐震性 Ｓ ○ 筋かい・構造用合板・金物の設置 外壁

省エネ Ｓ ○
断熱材の設置 壁・床・天井

サッシの取替え 開口部

維持管理 Ａ ○ 排水管の改修 床下

その他性能向上工事 ― ○
屋根材の葺き替え 屋根

節水型トイレの設置 便所

■工事内容等

■事業費・補助額

約500万円 約100万円 0万円 約100万円

・フルスケルトンリフォームのため、多くの特定性能向上工事を実施可能。
・その他性能向上工事としては屋根材の葺き替え等を実施。

■補助金活用のポイント

戸建住宅 事例⑤ 補助金の内訳
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■戸建住宅でよく見られた工事内容

・その他性能向上工事費の活用により、屋根改修、外壁改修等の住宅リフォームで
よく行われる工事が補助対象となる。

工事内容 工事例 性能の向上となる理由

屋根改修
鋼板張替え、防水シート張替え、
高圧洗浄・再塗装

防水性向上、耐久性の向上等

外壁改修
サイディング張替え、高圧洗浄・再塗装、
シーリング工事、コーキングの打ち替え

防水性向上、耐久性の向上等

雨樋の交換 ― 雨水排出性の向上

基礎の補修 クラック補修
インスペクションで判明した劣化事
象の補修、基礎の耐久性の向上

バルコニー防水工事 FRP防水 防水性向上

バリアフリー工事
手摺り取り付け、段差解消、
開き戸から引き戸への変更

バリアフリー性の向上

床暖房設置工事 温水床暖房設置 温熱環境の向上

防犯工事 防犯雨戸設置 防犯性の向上

戸建住宅 主なその他性能向上工事の内容

3-22

■工事内容等

■物件概要

戸数：20戸 階数：5 構造： ＲＣ

■事業費・補助額

約1,700万円 約1,400万円 約100万円 約1,100万円

・外壁の外断熱工事、開口部のペアガラス化工事と合わせてその他性能向上工事で
給水設備を更新。

・20戸の規模の共同住宅で1,000万円以上の補助額。

項目 評価基準 実施有無 工事内容 工事部位

特定性能
向上工事

劣化対策 Ａ

耐震性 Ｓ

省エネ Ａ ○
外皮外断熱化工事 外壁

ペアガラス化工事 開口部

維持管理・更新 ―

高齢者 ―

可変性 ―

その他性能向上工事 ― ○ 給水設備の更新工事 共用給水管

共同住宅共用部分 申請事例①
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■工事内容等

■物件概要

戸数：80戸 階数：7 構造： ＲＣ

■事業費・補助額

約3,600万円 約1,400万円 0万円 約1,700万円

・特定性能向上工事で排水管工事を実施し、その他性能向上工事で
給水管工事を実施。

・80戸の規模の共同住宅で1,000万円以上の補助額。

項目 評価基準 実施有無 工事内容 工事部位

特定性能
向上工事

劣化対策 Ａ

耐震性 Ｓ

省エネ ―

維持管理・更新 Ａ ○ 排水管の更新工事 共用排水管

高齢者 ―

可変性 ―

その他性能向上工事 ― ○ 給水管の更新工事 共用給水管

共同住宅共用部分 申請事例②

3-24

リフォーム
工事箇所

リフォーム工事内容
リフォーム工事が性能の

向上となる理由

特定性能向上工事

排水管 排水管の交換 維持管理・更新の容易性向上

外壁 断熱工事 省エネルギー対策

屋上・屋根 断熱工事 省エネルギー対策

開口部 ペアガラス化 省エネルギー対策

その他性能向上工事

外壁 塗装工事 耐久性の向上

外壁 クラック補修
インスペクションで判明した
劣化事象の補修、耐久性の
向上

屋上 防水層工事 防水性の向上

屋根 塗装工事 耐久性の向上

給水管 給水管の交換
給水管の維持管理・更新の容
易性向上

■共同住宅等共用部分の交付申請でよく見られた工事内容

・特定性能向上工事で排水管の交換や断熱化・窓改修を行い、その他性能向上工事
費を塗装工事や給水管工事に活用するパターンが見られた。

共同住宅共用部分 主な工事内容
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リフォーム
工事箇所

リフォーム工事内容
リフォーム工事が性能の

向上となる理由

特定性能向上工事

排水管 専用排水管の交換 維持管理・更新の容易性向上

開口部 内窓の設置 省エネルギー対策

バルコニー、
ＰＳ等

高効率給湯器の設置 省エネルギー対策

その他性能向上工事

浴室 高断熱浴槽の設置 省エネルギー性の向上

給水管 専用給水管の交換
給水管の維持管理・更新の容
易性の向上

便所 節水型便器への交換 節水性の向上

床 床暖房設置工事 省エネルギー性の向上

■共同住宅等専用部分の交付申請でよく見られた工事内容

・特定性能向上工事で排水管の交換や内窓設置を行い、その他性能向上工事費を
高断熱浴槽導入や給水管工事に活用するパターンが見られた。

共同住宅専用部分 主な工事内容

3-26
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第４章 交付申請書における
よくある間違い

第４章 交付申請書における
よくある間違い

長期優良住宅化リフォーム推進事業実施支援室

平成28年4月版

4-1

交付申請書類の提出に関すること・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
評価基準に関すること・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
工事期間中の注意事項 （実績報告書類の準備）・・・・・・・・・・

第４章 目次
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4-2

（１）交付申請に必要な書類が揃っていない

交付申請等マニュアルに記載のある交付申請時の提出書類一覧をご確
認の上、必要書類を全て揃えて提出してください。

○添付忘れが多い提出書類

・共同事業実施規約の写し
（発注者提案を除く）

・採択通知書の写し

・適合確認を行った建築士の
免許の写し

・工事施工業者の登記簿等、
事業実態のわかる書類

 
長期優良住宅化リフォーム推進事業費補助金における（○○○住宅（提案名）） 

共同事業実施規約 
甲：発注者 
乙：工事施工業者 
 
（補助金交付への協力） 
第１条 甲と乙は、工事請負契約によりリフォーム工事を行う建物（以下「本建物」という。）が、国土交通省

の採択通知を受けて長期優良住宅化リフォーム推進事業費補助金（以下「本補助金」という。）の交付

要件を満たすことを前提に設計された建物であり、本補助金の交付を受けるための所要の手続を、両者

協力して共同で行うことを確認する。 
（交付申請） 
第２条 甲と乙は、本契約締結後すみやかに、本建物に関する本補助金の交付申請（以下「本申請」という。）

を共同して行う。 
２．本補助金の申請から受領に要する諸手続については、甲及び乙を代表して乙が行うものとする。 

（工事代金支払猶予） 
第３条 本申請は長期優良住宅化リフォーム推進事業実施支援室（以下「支援室」という。）により承認され、

本補助金が交付されることが見込まれるため、乙は甲に対し本契約に定める建築工事請負代金のうち、

当該補助金相当額（附帯事務費を除く額）の支払を補助金受領の期日まで猶予する。 
（工事代金への充当） 
第４条 本補助金の受領についても、甲及び乙を代表して乙が行うものとし、乙は受領した補助金の内、附帯

事務費を除く金額を、本契約に定める甲の建築工事請負代金債務の支払に直ちに充当する。 
２．乙は前項の充当後、すみやかにその旨を甲に通知する。 

（不承認の場合） 
第５条 本申請にもかかわらず本補助金の不交付又は減額が確定した場合には、第３条により補助金交付時期

まで支払を猶予している建築工事請負代金の支払いについては、甲及び乙によって誠実に協議するもの

とする。 
（附帯事務費） 
第６条 第２条の補助金申請が支援室に承認された場合には、附帯事務費として所定の金額を含めた補助金が

申請者に支払われるが、この附帯の補助金については、本補助金に関する業務を行う乙が全額取得する

ことを甲は承認する。 

平成  年   月   日  

甲：住  所  

氏  名                      印 

乙：住  所  

会 社 名 

代表者名                      印 

 

※共同事業実施規約(例)

交付申請書類の提出に関すること

（２）交付申請書の様式が採択された型式のものと異なっている

交付申請書の様式は、それぞれの事業年度および型によって様式が決まっ
ています。
採択された内容を確認の上、該当年度および型（平成28年度においては評
価基準型、認定長期優良住宅型、提案型等）の専用ホームページより様式
をダウンロードしてください。

○様式間違いの多い提出書類
・評価基準型(2)の採択案件に、評価基準型(1)の建築士による適合確
認書別紙７を添付

・H28年度の採択案件に、H27年度の様式を提出

評価基準型(2)では、評価機関に提出したチェックシートの添付が必
要です

対象住宅の記号、確定未確定の有無等、内容が異なっている
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（３）交付申請書類に特に多くみられる記入間違い等

・対象住宅記号が採択通知と異なっている

提案番号は、採択通知に記載のある提案番号を記載してください。

対象住宅は採択通知に記載のある対象住宅を記載してください。

・提案番号の記入漏れ、記入間違い

戸確（１）‐１、共専未（１）‐１、等

- 別紙６(1)

※「交付申請建築物一覧表（別紙３）」と一致する番号を記載してください。

採択の概要

対象住宅 戸確 1 申請番号 001

■■■株式会社　代表取締役社長　○○　□□
補 助 事 業 者

（ 代 表 者 ）

●●●●●

提案番号 26 △ X X

事 業 名

X X

交付申請建物別概要書（１）

対象住宅提案番号

4-4

※押印が必要な書類
交付申請書（様式‐１、２）
建築士による提案内容への適合確認書（別紙７（１））

※自筆署名が必要な書類
長期優良住宅化リフォーム推進事業に関する確認書（別紙９）

・押印、署名等の漏れ

自署、押印が必要

上記事項を確認いたしました。

＜対象住宅の発注者の署名欄＞

印

以下、補助事業者記入欄

-

※「交付申請建築物一覧表（別紙３）」と一致する番号を記載してください。

事業名

代表者名

補助事業者名

説明者所属

説明者 （署名）

提案番号 25 △

日

（署名）

　上記内容について、長期優良住宅化リフォーム推進事業を実施する住宅の発注者に説明
のうえ、確認しました。

平成 26 年 7 月

●●●●●

■■■株式会社

株式会社□□工務店

営業部

X 対象住宅X X X 戸確 1 申請番号 001

XX 日

平成 26 年 3 月 XX

○○ △△△

▲▲ ××
自署が必要
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補助対象外 補助対象

（４）交付決定通知書受理前に着工されてしまう （事前着工）

交付決定を受けてからの工事着手が原則です。

やむを得ず交付決定前に工事を着手する必要がある場合は、交付申請
書受領書受理後であれば着手することが可能です。

工事
着手

【補助事業の流れと補助対象工事の範囲】
採択通知書 交付申請書 交付申請書 交付決定通知書 ・・・
の受領 の提出 受理書受領 受領

工事
完了

4-6

※交付申請書受領書とは
交付申請書を提出後、支援室で不足書類のチェックが完了すると交付申請書受領書

を発行します（内容については未審査）。申請者は受領書の受領日を持って補助対象
工事に着工することが可能となります。（但し、審査の結果、交付決定されない場合、
補助金は交付されませんのでご注意ください。）

受領書の発行日以前に着工した工事は、補助対象外となります。

評価基準に関すること

（１）評価基準のうち、構造躯体等の劣化対策および耐震性がA基準を満たして

いない。

当補助事業では、補助対象住宅の評価基準の適合確認において、リフォーム
工事の有無に関わらず、構造躯体等の劣化対策および耐震性の２つの基準
が必ずA基準以上を満たす必要があります。

○構造躯体等の劣化対策

・評価基準の全項目が評価対象

・リフォーム工事を行わない評価
項目についても適合確認が必要

○耐震性

・建物の着工年月日と、耐震性に
影響のある増改築の有無により、
適合確認に使える基準が異なる

・着工年月日及び耐震性の適合
確認に要した資料は、実績報告
の際に提出が必要

必須項目
（リフォーム後に必ずＡ基準に達していること）

※リフォーム前にすでに基準に適合している場合は
工事の有無は問わない。

4-7
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（２）採択された評価区分を満たしていない

適合確認の内容（A基準・S基準の項目数など）は、採択された評価区分を満

たす必要があります。

住宅
種別

応募
の型

評価
区分

内容

戸建
住宅

認定長期優良住宅型
－

長期優良住宅（増改築）認定基準

評価基準型(2) － すべてＳ基準

評価基準型(1)

①
Ｓ基準が３個以上かつ
それ以外の評価項目がＡ基準

②
Ｓ基準が２個以上または
Ｓ基準とＡ基準の合計が３個以上

③
劣化対策、耐震性の２項目のうち、Ｓ基準とＡ基準が１個ずつ、また
はＡ基準が２個

共同
住宅等※

認定長期優良住宅型
－

長期優良住宅（増改築）認定基準

評価基準型(2) － すべてＳ基準

評価基準型(1)

① Ｓ基準が４個以上かつそれ以外の評価項目がＡ基準

②
Ｓ基準が２個以上 または
Ｓ基準とＡ基準の合計が３個以上

③
劣化対策、耐震性の２項目のうち、Ｓ基準とＡ基準１個ずつ、または
Ａ基準が２個

住宅性能の評価区分
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（３）補助対象外工事が申請されている

補助対象外の工事が補助対象として申請された場合、その工事全体につい
て交付決定額を決定することができません。申請する前に交付申請等マニュ
アルの補助対象工事費についての内容をご確認ください。

種別 補助対象外工事
専ら個人の嗜好に基づ
くリフォーム工事費

・外壁・屋根の装飾及び、個人の趣味・嗜好による外壁の塗り替え
・天井、内壁等の壁紙等の内装工事
・床材の設置・交換工事
・家具（組み込み式を含む）の設置工事
・間取りの変更工事
・トイレの設置工事※・交換工事（節水型トイレを設置する場合を除く）
・浴室の設置工事※・交換工事（劣化対策としてユニットバスを設置する場合及び、高断熱浴槽を設置する

場合を除く）
・洗面台の設置・交換工事
・玄関の設置工事※・交換工事
・システムキッチンの設置工事※・交換工事
・その他、個人の趣味・嗜好に基づくリフォーム工事 等
※調理室等を増設する場合は、三世代同居改修工事として補助対象となります。

住宅に組み込まれない
設備・機器等の導入・交
換

・冷暖房器具のうち、壁掛け式エアコン、蓄熱電気暖房機、FF式暖房機等、壁掛け式熱交換型換気設備

・浴室・衛生関連設備のうち、シャワーヘッドの交換、食器洗浄機等
・調理器具（ガスコンロ、ＩＨクッキングヒーター等）
・住戸内（戸建住宅及び共同住宅等）に設置する照明器具、共同住宅等の共用部における照明器具のうち

電球の交換など工事を伴わない器具の交換
・上記に類する発注者が分離して購入可能な後付の家電に類するもの
・原則として、高効率変圧器や非常用発電機など、「エネルギーの使用の合理化に関する法律施行令」の

第１４条に定める建築設備以外のもの（ただし、建築設備の省エネ改修工事に附帯する工事を除く）
・蓄電池
・家具の固定のための器具及び工事 等

その他 ・外構・庭・塀・地盤に関する工事
・太陽光発電設備
・本補助事業の主旨に合わないと判断されるもの 等

補助対象外の工事

4-9
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（４）その他性能向上リフォーム工事が特定性能向上リフォーム工事として申請

されている

その他性能向上リフォーム工事が特定性能向上リフォーム工事として申請さ
れてしまうと、書類全般の訂正、補助額の減額、更には特定性能向上リフォー
ム工事の該当工事が無い場合には交付決定がされない場合があります。

4-10

① 特定性能向上工事
以下の性能項目の基準を
満たすための性能向上工事
a.劣化対策
b.耐震性
c.維持管理・更新の容易性
d.省エネルギー対策
e.高齢者等対策（共同住宅のみ）

ｆ．可変性（共同住宅のみ）

③ その他性能向上工事
①以外の性能向上工事
・インスペクションで指摘を
受けた箇所の改修工事

・外壁、屋根の改修工事
・バリアフリー工事
・環境負荷の低い設備への改修
・一定水準に達しないｃ～ｆの
性能向上に係る工事 等

※ただし、①の工事費を限度

（５）補助対象工事の工事箇所および仕様が図面等で確認できない

補助対象工事の工事箇所および仕様等の工事内容は図面や資料で確認でき
る必要があります。

③断熱工事
グラスウール
100mm③断熱工事

グラスウール100mm

③断熱工事
グラスウール100mm

③断熱工事
グラスウール
100mm

①浴室のユニットバス化
○○社●●モデル

②床下点検口設置
高気密型点検口
60×60mm

【リフォーム工事箇所を示す図面】
⑤トイレ入口
床段差解消

④外壁
クラック補修

【特定性能向上リフォーム工事】
①浴室のユニットバス化
②床下点検口設置
③断熱材工事

【その他性能向上リフォーム工事】
④外壁クラック補修工事
⑤トイレ入口床段差解消工事

【補助対象工事の詳細図面】

【補助対象工事の仕様書】
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工事期間中の注意事項 （実績報告書類の準備）

（１）交付決定後に行う、実績報告書に、補助対象工事の写真がない

写真に日付が入っていない

補助対象工事の工事写真は､施工前､(施工中)､施工後のものが必要となります。

工事写真には看板等により工事箇所（補助対象工事箇所）、撮影日を写しこむ必
要があります。

（２）実績報告時に工事実績等を証明する書類の提出がない

補助対象工事に関する設備機器・建具等の出荷証明書、納品書等の写しの
提出が必要となります。また、附帯事務費を計上している場合は、これに係る
領収書等も提出が必要となります。

施工後の写真例 施工箇所および施工状況
がわかる写真

工事名、撮影日が確認で
きる情報を看板等に記載
し写真に写しこむこと

4-12
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全
の

強
化

※
１
 

・
床

下
空

間
に

露
出

し
て

い
る

部
分

 

・
増

築
又

は
改

築
の

工
事

に
露

出
す

る
部

分
 

③
 

軸
組

等
が

製
材

又
は

集
成

材
等

で
そ

の
小

径
が

1
3
.5

cm
以

上
 

④
 

軸
組

等
が

耐
久

性
区

分
D

1
の

樹
種

に
区

分
さ

れ
る

製
材

又
は

こ
れ

に
よ

り
構

成
さ

れ
る

集
成

材
等

で
そ

の
小

径
が

1
2
.0

cm
以

上
 

⑤
 

①
～

④
と

同
等

の
劣

化
の

軽
減

に
有

効
な

措
置

 

(2
) 

構
造

用
製

材
規

格
等

に
規

定
す

る
保

存
処

理
の

性
能

区
分

K
3

相
当

以
上

の
防

腐
・
防

蟻
処

理
 

外
壁

の
軸

組
等

の
う

ち
地

面
か

ら
の

高
さ

１
ｍ

以
内

の
部

分
が

次
の

(1
)～

(6
)の

い
ず

れ
か

 

（
北

海
道

、
青

森
県

で
は

防
蟻

処
理

を
要

し
な

い
）
 

(1
) 

外
壁

が
通

気
構

造
等

 

(2
) 

軸
組

等
（
下

地
材

を
除

く
。

）
が

製
材

又
は

集
成

材
等

、
外

壁
下

地
材

が
製

材
、

集
成

材
等

又
は

構
造

用
合

板
等

、
軸

組
等

（
下

地
材

含
む

。
以

下
同

じ
）
に

防

腐
・
防

蟻
処

理
 

(3
) 

(2
)に

お
い

て
軸

組
等

の
防

腐
・
防

蟻
処

理
が

確
認

で
き

な
い

場
合

、
以

下
の

範

囲
で

防
腐

・
防

蟻
処

理
実

施
＋

維
持

保
全

の
強

化
※

１
 

・
床

下
空

間
に

露
出

し
て

い
る

部
分

 

・
増

築
又

は
改

築
の

工
事

に
露

出
す

る
部

分
 

(4
) 

軸
組

等
が

製
材

又
は

集
成

材
等

で
そ

の
小

径
が

1
2
.0

cm
以

上
 

(5
) 

軸
組

等
が

耐
久

性
区

分
D

1
の

樹
種

に
区

分
さ

れ
る

製
材

又
は

こ
れ

に
よ

り
構

成

さ
れ

る
集

成
材

等
 

(6
) 

(1
)～

(5
) 

と
同

等
の

劣
化

の
軽

減
に

有
効

な
措

置
 

 

 

b
.
土
台
 

土
台

が
次

の
(1

)～
(4

)の
い

ず
れ

か
、

か
つ

土
台

に
接

す
る

外
壁

の
下

端
に

水
切

り
設

置
 

(1
) 

K
3

相
当

以
上

の
防

腐
・
防

蟻
処

理
（
北

海
道

、
青

森
県

で
は

K
2

以
上

の
防

腐
処

理
）
 

(2
) 

耐
久

性
区

分
D

1
の

樹
種

の
う

ち
、

ヒ
ノ

キ
、

ヒ
バ

、
ベ

イ
ヒ

、
ベ

イ
ス

ギ
、

ケ
ヤ

キ
、

ク
リ
、

ベ
イ

ヒ
バ

、
タ

イ
ワ

ン
ヒ

ノ
キ

、
ウ

ェ
ス

タ
ン

レ
ッ

ド
シ

ー
ダ

ー
そ

の
他

こ
れ

ら
と

同
等

の
耐

久
性

を
有

す
る

も
の

に
区

分
さ

れ
る

製
材

又
は

こ
れ

ら
に

よ
り

構
成

さ
れ

る
集

成
材

等
 

(3
) 

外
壁

が
通

気
構

造
等

＋
以

下
の

範
囲

で
防

腐
・
防

蟻
処

理
実

施
（
北

海
道

、
青

森
県

で
は

防
蟻

処
理

を
要

し
な

い
）
＋

維
持

保
全

の
強

化
※

１
 

・
床

下
空

間
に

露
出

し
て

い
る

部
分

 

・
増

築
又

は
改

築
の

工
事

に
露

出
す

る
部

分
 

(4
) 

(1
)～

(3
)と

同
等

の
劣

化
の

軽
減

に
有

効
な

措
置

 

Ｓ
基

準
に

同
じ

 

又
は

 

以
下

の
範

囲
で

防
腐

・
防

蟻
処

理
（
北

海
道

、
青

森
県

で
は

防
蟻

処
理

を
要

し
な

い
）

＋
維

持
保

全
の

強
化

※
１
 

・
床

下
空

間
に

露
出

し
て

い
る

部
分

 

・
増

築
又

は
改

築
の

工
事

に
露

出
す

る
部

分
 

  

－46－



 

2  

 
Ｓ

基
準
 

Ａ
基

準
 

  

c
.
浴
室

及

び
脱

衣
室
 

浴
室

及
び

脱
衣

室
の

壁
の

軸
組

等
、

及
び

床
組

（
浴

室
廻

り
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト
ブ

ロ
ッ

ク
の

腰
壁

又
は

コ
ン

ク
リ

ー
ト
造

の
腰

高
布

基
礎

の
部

分
を

除
き

、
浴

室
又

は
脱

衣
室

が
地

上
２

階
以

上
の

階
に

あ
る

場
合

は
下

地
材

を
含

む
）
並

び
に

浴
室

の
天

井
が

、
次

の
(1

)～
(3

)の
い

ず
れ

か
又

は
「
a.

外
壁

の
軸

組
等

」
に

お
け

る
(1

)（
②

を
除

く
）
、

(2
)の

い
ず

れ
か

 

(1
) 

防
水

上
有

効
な

仕
上

げ
 

(2
) 

浴
室

に
あ

っ
て

は
、

JI
S

規
格

A
4
4
1
6

に
規

定
す

る
浴

室
ユ

ニ
ッ

ト
 

(3
) 

(1
)～

(2
)と

同
等

の
防

水
上

有
効

な
措

置
 

Ｓ
基

準
に

同
じ

 

た
だ

し
、

「
Ｓ

基
準

「
a.

外
壁

の
軸

組
等

」
に

お
け

る
(1

)、
(2

)の
い

ず
れ

か
」
と

あ
る

の
は

、

「
Ａ

基
準

「
a.

外
壁

の
軸

組
等

」
に

お
け

る
(1

)～
(6

)の
い

ず
れ

か
」
と

す
る

。
 

 

d
.
地
盤
 

 

基
礎

の
内

周
部

及
び

つ
か

石
の

周
囲

の
地

盤
が

次
の

(1
)～

(4
)の

い
ず

れ
か

（
基

礎
断

熱
工

法
の

場
合

は

(1
)）

の
防

蟻
措

置
 

た
だ

し
、

北
海

道
、

青
森

県
、

岩
手

県
、

秋
田

県
、

宮
城

県
、

山
形

県
、

福
島

県
、

新
潟

県
、

富
山

県
、

石
川

県
、

又
は

福
井

県
の

区
域

に
存

す
る

住
宅

に
あ

っ
て

は
、

こ
の

限
り

で
は

な
い

。
 

(1
) 

地
盤

を
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
造

の
べ

た
基

礎
で

又
は

布
基

礎
と

鉄
筋

に
よ

り
一

体
と

な
っ

て
基

礎
の

内
周

部
の

地
盤

上
に

一
様

に
打

設
さ

れ
た

コ
ン

ク
リ
ー

ト
で

覆
っ

た
も

の
 

(2
) 

地
盤

を
基

礎
と

そ
の

内
周

部
の

地
盤

上
に

一
様

に
打

設
さ

れ
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト
で

覆
っ

た
も

の
で

、
当

該

コ
ン

ク
リ
ー

ト
に

ひ
び

割
れ

等
に

よ
る

隙
間

が
生

じ
て

い
な

い
こ

と
＋

維
持

保
全

の
強

化
※

１
 

(3
) 

有
効

な
土

壌
処

理
 

(4
) 

(1
)～

(3
)と

同
等

の
防

蟻
性

能
 

Ｓ
基

準
に

同
じ

 

 

e
.
基
礎
 

 

次
の

(1
)、

(2
)の

い
ず

れ
か

 

(1
) 

地
面

か
ら

基
礎

上
端

ま
で

又
は

地
面

か
ら

土
台

下
端

ま
で

の
高

さ
が

4
0
0
m

m
以

上
 

(2
) 

地
面

か
ら

基
礎

上
端

ま
で

又
は

地
面

か
ら

土
台

下
端

ま
で

の
高

さ
が

3
0
0
m

m
以

上
 

か
つ

基
礎

廻
り

の
雨

は
ね

防
止

措
置

※
２
＋

維
持

保
全

の
強

化
※

１
 

Ｓ
基

準
に

同
じ

 

 

 

f
.
床
下
 

床
下

が
次

の
(1

)、
(2

)に
適

合
 

(1
) 

厚
さ

6
0
m

m
以

上
の

コ
ン

ク
リ
ー

ト
、

厚
さ

0
.1

m
m

以
上

の
防

湿
フ

ィ
ル

ム
又

は
そ

の
他

同
等

の
防

湿
性

能
が

あ
る

と
確

か
め

ら
れ

た
材

料
で

覆
わ

れ
て

い
る

こ
と

。
た

だ
し

、
床

下
が

ひ
び

割
れ

等
に

よ
る

隙
間

が
生

じ
て

い
な

い
コ

ン
ク

リ
ー

ト
で

覆
わ

れ
て

お
り

、
床

下
木

部
が

湿
潤

状
態

※
３
に

な
く

、
維

持
保

全
の

強
化

※
１
を

図
る

場
合

は
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

 

(2
) 

次
の

①
～

③
の

い
ず

れ
か

に
適

合
。

た
だ

し
、

基
礎

断
熱

工
法

を
用

い
た

場
合

で
、

床
下

が
厚

さ

1
0
0
m

m
以

上
の

コ
ン

ク
リ
ー

ト
、

厚
さ

0
.1

m
m

以
上

の
防

湿
フ

ィ
ル

ム
そ

の
他

同
等

の
防

湿
性

能
が

あ
る

と
確

か
め

ら
れ

た
材

料
で

覆
わ

れ
、

か
つ

、
基

礎
の

断
熱

材
の

熱
抵

抗
が

次
表

の
数

値
以

上
で

あ
る

と

き
は

こ
の

限
り

で
は

な
い

。
 

地
域

区
分

（
※

）
 

断
熱

材
の

熱
抵

抗
の

基
準

値
（
㎡

・
Ｋ

／
Ｗ

）

1
,2

(Ⅰ
)地

域
 

1
.2

 

3
～

7
（
Ⅱ

～
Ⅴ

）
地

域
 

0
.6

 

8
(Ⅵ

)地
域

 
 

Ｓ
基

準
に

同
じ

 

 た
だ

し
、

Ｓ
基

準
(1

)の
基

準
に

つ
い

て
、

床
下

木
部

が
湿

潤
状

態
に

な
く

、
維

持
保

全

の
強

化
※

１
を

図
る

場
合

は
こ

の
限

り
で

は
な

い
。
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3  

 
Ｓ

基
準
 

Ａ
基

準
 

 
※

( 
 
)内

は
H

1
1

省
エ

ネ
基

準
に

お
け

る
地

域
区

分
 

①
 

外
壁

の
床

下
部

分
に

壁
の

長
さ

4
m

以
下

ご
と

に
有

効
面

積
3
0
0
cm

2
以

上
の

換
気

口
 

②
 

外
壁

の
床

下
部

分
に

壁
の

長
さ

5
m

以
下

ご
と

に
有

効
面

積
3
0
0
cm

2
以

上
の

換
気

口
 

＋
維

持
保

全
の

強
化

※
１
 

③
 

壁
の

全
周

に
わ

た
っ

て
壁

の
長

さ
1
m

当
た

り
有

効
面

積
7
5
cm

2
以

上
の

換
気

口
 

 

g
.
小
屋

裏
 

小
屋

裏
を

有
す

る
場

合
は

次
の

(1
)～

(5
)の

い
ず

れ
か

の
換

気
方

式
で

あ
る

こ
と

。
（屋

根
断

熱
の

場
合

を
除

く
） 

(1
) 

小
屋

裏
の

壁
の

う
ち

屋
外

に
面

す
る

も
の

に
換

気
上

有
効

な
位

置
に

２
以

上
の

換
気

口
が

設
け

ら
れ

、

換
気

口
の

有
効

面
積

が
天

井
面

積
の

1
/
3
0
0

以
上

 

(2
) 

軒
裏

に
換

気
上

有
効

な
位

置
に

２
以

上
の

換
気

口
が

設
け

ら
れ

、
換

気
口

の
有

効
面

積
が

天
井

面
積

の
1
/
2
5
0

以
上

 

(3
) 

軒
裏

又
は

小
屋

裏
の

壁
の

う
ち

屋
外

に
面

す
る

も
の

に
給

気
口

が
設

け
ら

れ
、

小
屋

裏
の

壁
の

う
ち

屋

外
に

面
す

る
も

の
に

換
気

上
有

効
な

位
置

に
排

気
口

が
給

気
口

と
垂

直
距

離
で

9
0
cm

以
上

離
し

て

設
け

ら
れ

、
か

つ
、

給
気

口
及

び
排

気
口

の
有

効
面

積
が

そ
れ

ぞ
れ

天
井

面
積

の
1
/
9
0
0

以
上

 

(4
) 

軒
裏

又
は

小
屋

裏
の

壁
の

う
ち

屋
外

に
面

す
る

も
の

に
給

気
口

が
設

け
ら

れ
、

小
屋

裏
の

頂
部

に
排

気

口
が

設
け

ら
れ

、
給

気
口

及
び

排
気

口
の

有
効

面
積

が
そ

れ
ぞ

れ
天

井
面

積
の

1
/
9
0
0

以
上

及
び

1
/
1
6
0
0

以
上

 
 

(5
) 

軒
裏

又
は

小
屋

裏
の

壁
の

う
ち

屋
外

に
面

す
る

も
の

に
換

気
上

有
効

な
位

置
に

２
以

上
の

換
気

口
が

設
け

ら
れ

て
い

る
こ

と
＋

維
持

保
全

の
強

化
※

１
 

た
だ

し
、

野
地

板
等

の
小

屋
裏

木
部

が
湿

潤
状

態
※

３
に

な
い

こ
と

。
 

Ｓ
基

準
に

同
じ

 

 

 

h
.
床
下

・
 

小
屋

裏
の

点
検
 

次
の

(1
)か

つ
(2

)又
は

(3
)の

い
ず

れ
か

 

(1
) 

区
分

さ
れ

た
床

下
空

間
・
小

屋
裏

空
間

（
人

通
孔

等
に

よ
り

接
続

さ
れ

て
い

る
場

合
は

、
接

続
さ

れ
て

い

る
床

下
空

間
・
小

屋
裏

空
間

を
１

の
部

分
と

み
な

す
）
ご

と
に

点
検

口
設

置
 

(2
) 

床
下

空
間

の
有

効
高

さ
3
3
0
m

m
以

上
 

た
だ

し
、

浴
室

の
床

下
等

当
該

床
下

空
間

の
有

効
高

さ
を

3
3
0
m

m
未

満
と

す
る

こ
と

が
や

む
を

得
な

い
と

認
め

ら
れ

る
部

分
で

、
当

該
部

分
の

点
検

を
行

う
こ

と
が

で
き

、
当

該
部

分
以

外
の

床
下

空
間

の

点
検

に
支

障
を

き
た

さ
な

い
場

合
を

除
く

。
 

(3
) 

各
点

検
口

か
ら

の
目

視
等

に
よ

り
床

下
空

間
の

各
部

を
点

検
で

き
る

よ
う

、
点

検
口

を
設

置
 

 

Ｓ
基

準
に

同
じ

 

ｉ
.
構
造

部

材
等
 

建
築

基
準

法
施

行
令

第
3
7

条
、

第
4
1

条
、

第
4
9

条
、

第
8
0

条
の

2
に

適
合

し
て

い
る

こ
と

 

 

Ｓ
基

準
に

同
じ

 

 

備
考

 

※
１

 
維

持
保

全
の

強
化

：
 

「
維

持
保

全
の

強
化

」
に

よ
り

基
準

に
適

合
す

る
場

合
は

、
１

年
ご

と
の

点
検

を
維

持
保

全
計

画
に

位
置

づ

け
る

こ
と

。
な

お
、

２
年

目
の

点
検

に
お

い
て

健
全

で
あ

れ
ば

点
検

間
隔

を
徐

々
に

伸
ば

し
て

も
よ

い
。

 

※
２

 
雨

は
ね

防
止

措
置

：
 

Ｓ
基

準
に

同
じ
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4  

 
Ｓ

基
準
 

Ａ
基

準
 

軒
・
庇

の
出

を
9
0
0
m

m
以

上
、

又
は

基
礎

外
周

に
人

工
芝

、
芝

、
砂

利
を

敷
設

す
る

等
、

土
台

、
外

壁
下

端
へ

の
軒

先
か

ら
流

下
す

る
水

の
は

ね
返

り
を

防
止

す
る

措
置

を
い

う
。

た
だ

し
、

適
切

な
維

持
保

全
計

画

が
定

め
ら

れ
た

雨
樋

が
設

置
さ

れ
て

い
る

な
ど

、
軒

先
流

下
水

が
発

生
し

な
い

部
分

に
は

、
こ

の
措

置
を

要
し

な
い

。
 

※
３

 
木

部
が

湿
潤

状
態

に
な

い
こ

と
：
 

床
下

･小
屋

裏
の

木
部

が
湿

潤
状

態
に

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
に

あ
た

っ
て

は
、

触
診

に
よ

る
こ

と
と

し
、

含

水
率

計
等

を
用

い
る

こ
と

を
必

ず
し

も
要

し
な

い
。
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5  

 
 

1
-2

. 
鉄

骨
造

 
 

 

 
Ｓ

基
準
 

Ａ
基

準
 

概
要
 

新
築

認
定

基
準

（
＝

劣
化

対
策

等
級

３
に

加
え

、
一

定
の

基
準

）
に

適
合

す
る

こ
と

。
 

た
だ

し
、

一
部

の
基

準
に

つ
い

て
は

同
等

と
認

め
ら

れ
る

代
替

基
準

に
よ

る
適

合
を

可
と

す
る

。
 

劣
化

対
策

等
級

２
に

加
え

、
一

定
の

基
準

に
適

合
す

る
こ

と
。

 

た
だ

し
、

一
部

の
基

準
に

つ
い

て
は

同
等

と
認

め
ら

れ
る

代
替

基
準

に
よ

る
適

合
を

可
と

す
る

。
 

基
準
 

次
の

a～
d

に
適

合
す

る
こ

と
。

 
次

の
a～

d
に

適
合

す
る

こ
と

。
 

 

a
.
構
造
 

躯
体
 

次
の

(1
)、

(2
)の

い
ず

れ
か

に
適

合
し

て
い

る
こ

と
又

は
同

等
の

劣
化

対
策

を
講

じ
て

い
る

こ
と

を
新

築
時

の
設

計
図

書
等

に
よ

り
確

認
で

き
る

こ
と

。
 

(1
) 

柱
（
ベ

ー
ス

プ
レ

ー
ト
を

含
む

。
以

下
、

「
1
-
2

鉄
骨

造
」
に

お
い

て
同

じ
）
、

は
り

又
は

筋
か

い

に
使

用
さ

れ
て

い
る

鋼
材

に
あ

っ
て

は
、

次
の

別
表

１
の

(い
)項

に
掲

げ
る

鋼
材

の
厚

さ
の

区

分
に

応
じ

、
そ

れ
ぞ

れ
同

表
の

(ろ
)項

に
掲

げ
る

ⅰ
又

は
ⅱ

（
鋼

材
の

厚
さ

が
６

m
m

以
上

の

区
分

に
お

け
る

最
下

階
（
地

階
を

除
く

。
）
の

柱
脚

部
に

あ
っ

て
は

、
ⅰ

か
ら

ⅲ
ま

で
）
の

い
ず

れ
か

の
防

錆
措

置
が

講
じ

ら
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(2
) 

次
の

①
、

②
に

適
合

す
る

こ
と

。
 

①
 

柱
、

は
り

又
は

筋
か

い
に

使
用

さ
れ

て
い

る
鋼

材
に

あ
っ

て
は

、
次

の
別

表
４

の
(い

)項

に
掲

げ
る

鋼
材

の
厚

さ
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

同
表

の
(ろ

)項
に

掲
げ

る
ⅰ

又
は

ⅱ
（
鋼

材
の

厚
さ

が
2
.3

m
m

以
上

の
区

分
に

お
け

る
最

下
階

（
地

階
を

除
く

。
）
の

柱
脚

部
に

あ
っ

て
は

、
ⅰ

か
ら

ⅲ
ま

で
）
の

い
ず

れ
か

の
防

錆
措

置
が

講
じ

ら
れ

て
い

る
こ

と
。

 

②
 

 
「
1
-
1

木
造

『
h
.床

下
・
小

屋
裏

の
点

検
』
の

基
準

に
適

合
す

る
こ

と
。

 

次
の

(1
)、

(2
)の

い
ず

れ
か

に
適

合
し

て
い

る
こ

と
又

は
同

等
の

劣
化

対
策

を
講

じ
て

い
る

こ
と

を

新
築

時
の

設
計

図
書

等
に

よ
り

確
認

で
き

る
こ

と
。

 

(1
) 

柱
、

は
り

又
は

筋
か

い
に

使
用

さ
れ

て
い

る
鋼

材
に

あ
っ

て
は

、
次

の
別

表
４

の
(い

)項
に

掲

げ
る

鋼
材

の
厚

さ
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

同
表

の
(ろ

)項
に

掲
げ

る
ⅰ

又
は

ⅱ
（
鋼

材

の
厚

さ
が

2
.3

m
m

以
上

の
区

分
に

お
け

る
最

下
階

（
地

階
を

除
く

。
）
の

柱
脚

部
に

あ
っ

て

は
、

ⅰ
か

ら
ⅲ

ま
で

）
の

い
ず

れ
か

の
防

錆
措

置
が

講
じ

ら
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(2
) 

柱
、

は
り

又
は

筋
か

い
に

使
用

さ
れ

て
い

る
鋼

材
に

あ
っ

て
は

、
建

築
基

準
法

施
行

令
第

3
7

条
に

適
合

す
る

措
置

が
講

じ
ら

れ
て

い
る

こ
と

。
※

1
 

 

b
.
床
下
 

「
1
-
1

木
造

『
f.
床

下
』
」
に

適
合

す
る

こ
と

。
 

 

「
1
-
1

木
造

『
f.
床

下
』
」
の

A
基

準
に

適
合

す
る

こ
と

。
 

た
だ

し
、

「
床

下
木

部
」
と

あ
る

の
は

「
鋼

材
周

辺
の

床
下

部
材

」
と

す
る

。
 

 

 

c
.
小
屋

裏
 

「
1
-
1

木
造

『
g.

小
屋

裏
』
」
に

適
合

す
る

こ
と

。
 

た
だ

し
、

「
小

屋
裏

木
部

」
と

あ
る

の
は

「
鋼

材
周

辺
の

小
屋

裏
部

材
」
と

す
る

。
 

 

Ｓ
基

準
に

同
じ

 

d
.
 
構

造
部

材
等
 

建
築

基
準

法
施

行
令

第
3
7

条
、

第
8
0

条
の

2
に

適
合

し
て

い
る

こ
と

 
Ｓ

基
準

に
同

じ
 

 

備
考
 

 
※

１
 

建
築

基
準

法
施

行
令

第
3
7

条
に

適
合

す
る

措
置

が
講

じ
ら

れ
て

い
る

こ
と

の
確

認
方

法
 

次
の

い
ず

れ
か

の
方

法
で

確
認

す
る

こ
と

。
 

 
・
昭

和
4
6

年
1

月
1

日
以

降
に

建
築

確
認

を
受

け
た

建
築

物
で

、
検

査
済

証
が

あ
る

こ
と

。
 

 
・
有

効
な

防
錆

措
置

が
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

、
新

築
時

の
設

計
図

書
等

に
よ

り
確

認
で

き
る

こ

と
。
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6  

別
表

１
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
い

）
 

（
ろ

）
 

鋼
材

の
厚

さ
 

防
錆

措
置

 

 
一

般
部

 
最

下
階

（
地

階
を

除
く

。
）
の

柱
脚

部
 

1
5
m

m
以

上
 

 
ⅰ

 
別

表
２

に
お

け
る

区
分

３
か

ら
区

分
５

ま
で

の
い

ず
れ

か
の

塗
膜

 

ⅱ
 

別
表

３
に

お
け

る
区

分
３

か
ら

区
分

６
ま

で
の

い
ず

れ
か

の
め

っ
き

処
理

 

1
2
m

m
以

上
 

ⅰ
 

別
表

２
に

お
け

る
区

分
２

か
ら

区
分

５
ま

で
の

い
ず

れ
か

の
塗

膜
 

ⅱ
 

別
表

３
に

お
け

る
区

分
１

か
ら

区
分

６
ま

で
の

い
ず

れ
か

の
め

っ
き

処
理

 

ⅰ
 

別
表

２
に

お
け

る
区

分
４

か
ら

区
分

５
ま

で
の

い
ず

れ
か

の
塗

膜
 

ⅱ
 

別
表

３
に

お
け

る
区

分
４

か
ら

区
分

６
ま

で
の

い
ず

れ
か

の
め

っ
き

処
理

 

9
m

m
以

上
 

ⅰ
 

別
表

２
に

お
け

る
区

分
３

か
ら

区
分

５
ま

で
の

い
ず

れ
か

の
塗

膜
 

ⅱ
 

別
表

３
に

お
け

る
区

分
３

か
ら

区
分

６
ま

で
の

い
ず

れ
か

の
め

っ
き

処
理

 

ⅰ
 

別
表

２
に

お
け

る
区

分
５

の
塗

膜
 

ⅱ
 

別
表

３
に

お
け

る
区

分
５

又
は

区
分

６
の

い
ず

れ
か

の
め

っ
き

処
理

 

6
m

m
以

上
 

ⅰ
 

別
表

２
に

お
け

る
区

分
４

又
は

区
分

５
の

い
ず

れ
か

の
塗

膜
 

ⅱ
 

別
表

３
に

お
け

る
区

分
４

か
ら

区
分

６
ま

で
の

い
ず

れ
か

の
め

っ
き

処
理

 

ⅰ
 

別
表

２
に

お
け

る
区

分
５

の
塗

膜
 

ⅱ
 

別
表

３
に

お
け

る
区

分
５

又
は

区
分

６
の

い
ず

れ
か

の
め

っ
き

処
理

 

ⅲ
 

別
表

３
に

お
け

る
区

分
４

の
め

っ
き

処
理

及
び

別
表

２
に

お
け

る
ｆ、

ｇ
又

は
ｈ

の
い

ず
れ

か
の

塗
膜

 

2
.3

m
m

以
上

 
ⅰ

 
別

表
２

に
お

け
る

区
分

５
の

塗
膜

 

ⅱ
 

別
表

３
に

お
け

る
区

分
５

又
は

区
分

６
の

い
ず

れ
か

の
め

っ
き

処
理

 

ⅰ
 

別
表

３
に

お
け

る
区

分
６

の
め

っ
き

処
理

 

ⅱ
 

別
表

３
に

お
け

る
区

分
５

の
め

っ
き

処
理

及
び

別
表

２
に

お
け

る
ｆ、

ｇ
又

は
ｈ

の
い

ず
れ

か
の

塗
膜

 

１
 

こ
の

表
に

お
い

て
「
柱

脚
部

」
と

は
、

柱
の

脚
部

を
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

埋
め

込
む

場
合

に
あ

っ
て

は
当

該
鋼

材
の

う
ち

コ
ン

ク
リ
ー

ト
上

端
の

下
方

1
0
cm

か
ら

上
方

１
ｍ

ま
で

の
範

囲
の

全
面

を
い

い
、

柱
の

脚
部

を
コ

ン
ク

リ

ー
ト
に

埋
め

込
む

場
合

以
外

の
場

合
に

あ
っ

て
は

当
該

鋼
材

下
端

か
ら

１
ｍ

ま
で

の
範

囲
の

全
面

を
い

う
。

 

２
 

こ
の

表
に

お
い

て
「
一

般
部

」
と

は
、

最
下

階
（
地

階
を

除
く

。
）
の

柱
脚

部
以

外
の

部
分

を
い

う
。

 

 別
表

２
 

 
 

 

下
塗

り
１

 
塗

り
回

数
下

塗
り

２
 

塗
り

回
数

中
塗

り
・
上

塗
り

 
塗

り
回

数
 

区
分

１
 

a 
鉛

・
ク

ロ
ム

フ
リ
ー

さ
び

止
め

ペ
イ

ン
ト
 

 
 

 
鉛

・
ク

ロ
ム

フ
リ
ー

さ
び

止
め

ペ
イ

ン
ト
 

 

b
 

ジ
ン

ク
リ
ッ

チ
プ

ラ
イ

マ
ー

 
１

回
 

―
 

―
 

―
 

１
回

 

c 
２

液
形

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

プ
ラ

イ
マ

ー
 

１
回

 
―

 
―

 
―

 
―

 

区
分

２
 

d
 

厚
膜

形
ジ

ン
ク

リ
ッ

チ
ペ

イ
ン

ト
 

１
回

 
―

 
―

 
―

 
―

 

e 
鉛

・
ク

ロ
ム

フ
リ
ー

さ
び

止
め

ペ
イ

ン
ト
 

２
回

 
―

 
―

 
合

成
樹

脂
調

合
ペ

イ
ン

ト
 

２
回

 

f 
２

液
形

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

プ
ラ

イ
マ

ー
 

１
回

 
―

 
―

 
合

成
樹

脂
調

合
ペ

イ
ン

ト
 

２
回

 

g 
２

液
形

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

プ
ラ

イ
マ

ー
 

１
回

 
―

 
―

 
２

液
形

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

エ
ナ

メ
ル

 
１

回
 

区
分

３
 

h
 

２
液

形
エ

ポ
キ

シ
樹

脂
プ

ラ
イ

マ
ー

 
１

回
 

―
 

―
 

２
液

形
エ

ポ
キ

シ
樹

脂
エ

ナ
メ

ル
 

２
回

 

i 
ジ

ン
ク

リ
ッ

チ
プ

ラ
イ

マ
ー

 
１

回
 

―
 

―
 

２
液

形
厚

膜
エ

ポ
キ

シ
樹

脂
エ

ナ
メ

ル
 

１
回

 

区
分

４
 

j 
ジ

ン
ク

リ
ッ

チ
プ

ラ
イ

マ
ー

 
１

回
 

２
液

形
エ

ポ
キ

シ
樹

脂
プ

ラ
イ

マ
ー

 
１

回
 

２
液

形
エ

ポ
キ

シ
樹

脂
エ

ナ
メ

ル
 

１
回

 

区
分

５
 

k 
ジ

ン
ク

リ
ッ

チ
プ

ラ
イ

マ
ー

 
１

回
 

２
液

形
エ

ポ
キ

シ
樹

脂
プ

ラ
イ

マ
ー

 
１

回
 

２
液

形
エ

ポ
キ

シ
樹

脂
エ

ナ
メ

ル
 

２
回

 

l 
ジ

ン
ク

リ
ッ

チ
プ

ラ
イ

マ
ー

 
１

回
 

２
液

形
厚

膜
エ

ポ
キ

シ
樹

脂
プ

ラ
イ

マ
ー

 
１

回
 

２
液

形
厚

膜
エ

ポ
キ

シ
樹

脂
エ

ナ
メ

ル
 

２
回

 

１
 

こ
の

表
に

お
い

て
a、

ｃ
、

e、
f、

g、
及

び
h
の

塗
膜

は
、

コ
ン

ク
リ
ー

ト
に

埋
め

込
む

部
分

に
は

使
用

し
な

い
も

の
と

す
る

。
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7  

２
 

こ
の

表
に

お
い

て
c、

f、
g及

び
h
以

外
の

塗
膜

は
、

め
っ

き
処

理
を

施
し

た
鋼

材
に

は
使

用
し

な
い

も
の

と
す

る
。

 

３
 

こ
の

表
に

お
い

て
c、

g及
び

h
の

塗
膜

を
め

っ
き

処
理

を
施

し
た

鋼
材

に
使

用
す

る
場

合
は

、
１

に
か

か
わ

ら
ず

コ
ン

ク
リ
ー

ト
に

埋
め

込
む

部
分

に
使

用
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 

４
 

こ
の

表
に

お
い

て
下

塗
り

１
及

び
下

塗
り

２
は

工
場

内
に

て
行

う
も

の
と

す
る

。
 

５
 

こ
の

表
に

お
い

て
「
鉛

・
ク

ロ
ム

フ
リ
ー

さ
び

止
め

ペ
イ

ン
ト
」
と

は
、

日
本

工
業

規
格

K
5
6
7
4
に

規
定

す
る

鉛
・
ク

ロ
ム

フ
リ
ー

さ
び

止
め

ペ
イ

ン
ト
１

種
を

い
う

。
 

６
 
こ

の
表

に
お

い
て

「
ジ

ン
ク

リ
ッ

チ
プ

ラ
イ

マ
ー

」
と

は
、

日
本

工
業

規
格

K
5
5
5
2
に

規
定

す
る

ジ
ン

ク
リ
ッ

チ
プ

ラ
イ

マ
ー

を
い

う
。

 

７
 

こ
の

表
に

お
い

て
「
２

液
形

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

プ
ラ

イ
マ

ー
」
と

は
、

日
本

工
業

規
格

K
5
5
5
1
に

規
定

す
る

構
造

物
さ

び
止

め
ペ

イ
ン

ト
A

種
を

い
う

。
 

８
 

こ
の

表
に

お
い

て
「
厚

膜
形

ジ
ン

ク
リ
ッ

チ
ペ

イ
ン

ト
」
と

は
、

日
本

工
業

規
格

K
5
5
5
3
に

規
定

す
る

厚
膜

形
ジ

ン
ク

リ
ッ

チ
ペ

イ
ン

ト
を

い
う

。
 

９
 

こ
の

表
に

お
い

て
「
２

液
形

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

エ
ナ

メ
ル

」
と

は
、

日
本

工
業

規
格

K
5
6
5
9
に

規
定

す
る

鋼
構

造
物

用
耐

候
性

塗
料

の
中

塗
り

塗
料

の
規

格
に

適
合

す
る

膜
厚

が
約

3
0
μ

ｍ
以

上
の

も
の

を
い

う
。

 

1
0
 

こ
の

表
に

お
い

て
「
合

成
樹

脂
調

合
ペ

イ
ン

ト
」
と

は
、

日
本

工
業

規
格

K
5
5
1
6
に

規
定

す
る

合
成

樹
脂

調
合

ペ
イ

ン
ト
を

い
う

。
 

1
1
 

こ
の

表
に

お
い

て
「
２

液
形

厚
膜

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

プ
ラ

イ
マ

ー
」
と

は
、

日
本

工
業

規
格

K
5
5
5
1
に

規
定

す
る

構
造

物
用

さ
び

止
め

ペ
イ

ン
ト
B

種
を

い
う

。
 

1
2
 

こ
の

表
に

お
い

て
「
２

液
形

厚
膜

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

エ
ナ

メ
ル

」
と

は
、

日
本

工
業

規
格

K
5
6
5
9
に

規
定

す
る

鋼
構

造
物

用
耐

候
性

塗
料

の
中

塗
り

塗
料

の
規

格
に

適
合

す
る

膜
厚

が
約

6
0
μ

ｍ
か

ら
1
2
0
μ

ｍ
ま

で
の

も
の

を
い

う
。

 

 別
表

３
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
め

っ
き

処
理

 

区
分

１
 

片
面

付
着

量
が

3
0
g／

ｍ
２

以
上

6
0
g／

ｍ
２

未
満

の
溶

融
亜

鉛
め

っ
き

 

両
面

付
着

量
が

6
0
g／

ｍ
２

以
上

1
2
0
g／

ｍ
２

未
満

の
溶

融
亜

鉛
め

っ
き

又
は

 

両
面

付
着

量
表

示
記

号
Z
0
6
、

Z
0
8
、

Z
1
0
、

F
0
6
、

F
0
8若

し
く

は
F
1
0
に

該
当

す
る

溶
融

亜
鉛

め
っ

き
鋼

材
 

区
分

２
 

片
面

付
着

量
が

6
0
g／

ｍ
２

以
上

9
0
g／

ｍ
２

未
満

の
溶

融
亜

鉛
め

っ
き

 

両
面

付
着

量
が

1
2
0
g／

ｍ
２

以
上

1
8
0
g／

ｍ
２

未
満

の
溶

融
亜

鉛
め

っ
き

又
は

 

両
面

付
着

量
表

示
記

号
Z
1
2
、

Z
1
4
若

し
く

は
F
１

２
に

該
当

す
る

溶
融

亜
鉛

め
っ

き
鋼

材
 

区
分

３
 

片
面

付
着

量
が

9
0
g／

ｍ
２

以
上

1
2
0
g／

ｍ
２

未
満

の
溶

融
亜

鉛
め

っ
き

 

両
面

付
着

量
が

1
8
0
g／

ｍ
２

以
上

2
4
0
g／

ｍ
２

未
満

の
溶

融
亜

鉛
め

っ
き

又
は

 

両
面

付
着

量
表

示
記

号
Z
1
8
、

Z
2
0
、

Z
2
2
若

し
く

は
F
18

に
該

当
す

る
溶

融
亜

鉛
め

っ
き

鋼
材

 

区
分

４
 

片
面

付
着

量
が

1
2
0
g／

ｍ
２

以
上

1
8
0
g／

ｍ
２

未
満

の
溶

融
亜

鉛
め

っ
き

 

両
面

付
着

量
が

2
4
0
g／

ｍ
２

以
上

3
6
0
g／

ｍ
２

未
満

の
溶

融
亜

鉛
め

っ
き

、
両

面
付

着
量

表
示

記
号

Z
2
5
、

Z
2
7
、

Z
3
5
若

し
く

は
Z
3
7
に

該
当

す
る

溶
融

亜
鉛

め
っ

き
鋼

材
又

は
Y

1
8
に

該
当

す
る

溶
融

亜

鉛
―

５
％

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

合
金

め
っ

き
鋼

材
 

区
分

５
 

片
面

付
着

量
が

1
8
0
g／

ｍ
２

以
上

2
2
5
g／

ｍ
２

未
満

の
溶

融
亜

鉛
め

っ
き

 

両
面

付
着

量
が

3
6
0
g／

ｍ
２

以
上

4
5
0
g／

ｍ
２

未
満

の
溶

融
亜

鉛
め

っ
き

、
両

面
付

着
量

表
示

記
号

Z
4
5
若

し
く

は
Z
6
0
に

該
当

す
る

溶
融

亜
鉛

め
っ

き
鋼

材
、

A
Z
7
0
、

A
Z
9
0
若

し
く

は
A

Z
1
2
0
に

該
当

す

る
溶

融
5
5
％

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

―
亜

鉛
合

金
め

っ
き

鋼
材

又
は

Y
2
0
又

は
Y

2
2
に

該
当

す
る

溶
融

亜
鉛

―
５

％
ア

ル
ミ
ニ

ウ
ム

合
金

め
っ

き
鋼

材
 

区
分

６
 

片
面

付
着

量
が

2
2
5
g／

ｍ
２

以
上

の
溶

融
亜

鉛
め

っ
き

 

両
面

付
着

量
が

4
5
0
g／

ｍ
２

以
上

の
溶

融
亜

鉛
め

っ
き

、
両

面
付

着
量

表
示

記
号

が
Z
4
5
若

し
く

は
Z
6
0
に

該
当

す
る

溶
融

亜
鉛

め
っ

き
鋼

材
、

A
Z
1
5
0
、

A
Z
1
7
0
、

A
Z
1
8
5
若

し
く

は
A

Z
2
0
0
に

該
当

す
る

溶
融

5
5
％

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

―
亜

鉛
合

金
め

っ
き

鋼
材

又
は

Y
2
5
、

Y
2
7
、

Y
35

、
Y

4
5
若

し
く

は
Y

6
0
に

該
当

す
る

溶
融

亜
鉛

―
５

％
ア

ル
ミ
ニ

ウ
ム

合
金

め
っ

き
鋼

材
 

１
 

こ
の

表
に

お
い

て
「
溶

融
亜

鉛
め

っ
き

」
と

は
、

日
本

工
業

規
格

H
8
6
4
1
に

規
定

す
る

溶
融

亜
鉛

め
っ

き
を

い
う

。
 

２
 

こ
の

表
に

お
い

て
「
溶

融
亜

鉛
め

っ
き

鋼
材

」
と

は
、

日
本

工
業

規
格

G
3
3
0
2
に

規
定

す
る

溶
融

亜
鉛

め
っ

き
鋼

板
及

び
鋼

帯
を

い
う

。
 

３
 

こ
の

表
に

お
い

て
「
溶

融
5
5
％

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

―
亜

鉛
合

金
め

っ
き

鋼
材

」
と

は
日

本
工

業
規

格
G

3
3
2
1
に

規
定

す
る

溶
融

5
5
％

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

―
亜

鉛
合

金
め

っ
き

鋼
板

及
び

鋼
帯

を
い

う
。

 

４
 

こ
の

表
に

お
い

て
「
溶

融
亜

鉛
―

５
％

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

合
金

め
っ

き
鋼

材
」
と

は
日

本
工

業
規

格
G

3
3
1
7
に

規
定

す
る

溶
融

亜
鉛

―
５

％
ア

ル
ミ
ニ

ウ
ム

合
金

め
っ

き
鋼

板
及

び
鋼

帯
を

い
う

。
 

５
 

こ
の

表
に

お
い

て
「
両

面
付

着
量

」
と

は
、

３
点

平
均

最
小

付
着

量
を

い
う

。
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 別
表

４
 

(い
) 

(ろ
) 

鋼
材

の
厚

さ
 

防
錆

措
置

 

一
般

部
 

最
下

階
(地

階
を

除
く

。
)の

柱
脚

部
 

1
2
m

m
以

上
 

 
ⅰ

 
別

表
2
に

お
け

る
区

分
2
か

ら
区

分
5
ま

で
の

い
ず

れ
か

の
塗

膜
 

ⅱ
 

別
表

3
に

お
け

る
区

分
2
か

ら
区

分
5
ま

で
の

い
ず

れ
か

の
め

っ
き

処
理

 

9
m

m
以

上
 

ⅰ
 

別
表

2
に

お
け

る
区

分
1
か

ら
区

分
5
ま

で
の

い
ず

れ
か

の
塗

膜
 

ⅱ
 

別
表

3
に

お
け

る
区

分
1
か

ら
区

分
5
ま

で
の

い
ず

れ
か

の
め

っ
き

処
理

 

ⅰ
 

別
表

2
に

お
け

る
区

分
3
か

ら
区

分
5
ま

で
の

い
ず

れ
か

の
塗

膜
 

ⅱ
 

別
表

3
に

お
け

る
区

分
3
か

ら
区

分
5
ま

で
の

い
ず

れ
か

の
め

っ
き

処
理

 

6
m

m
以

上
 

ⅰ
 

別
表

2
に

お
け

る
区

分
2
か

ら
区

分
5
ま

で
の

い
ず

れ
か

の
塗

膜
 

ⅱ
 

別
表

3
に

お
け

る
区

分
2
か

ら
区

分
5
ま

で
の

い
ず

れ
か

の
め

っ
き

処
理

 

ⅰ
 

別
表

2
に

お
け

る
区

分
4
又

は
区

分
5
の

い
ず

れ
か

の
塗

膜
 

ⅱ
 

別
表

3
に

お
け

る
区

分
4
又

は
区

分
5
の

い
ず

れ
か

の
め

っ
き

処
理

 

2
.3

m
m

以
上

 
ⅰ

 
別

表
2
に

お
け

る
区

分
4
又

は
区

分
5
の

い
ず

れ
か

の
塗

膜
 

ⅱ
 

別
表

3
に

お
け

る
区

分
4
又

は
区

分
5
の

い
ず

れ
か

の
め

っ
き

処
理

 

ⅰ
 

別
表

2
に

お
け

る
区

分
5
の

塗
膜

 

ⅱ
 

別
表

3
に

お
け

る
区

分
5
の

め
っ

き
処

理
 

ⅲ
 

別
表

3
に

お
け

る
区

分
4
の

め
っ

き
処

理
及

び
別

表
2
に

お
け

る
h
、

i又
は

jの
い

ず
れ

か
の

塗
膜

 

1
 

こ
の

表
に

お
い

て
「
柱

脚
部

」
と

は
、

柱
の

脚
部

を
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

埋
め

込
む

場
合

に
あ

っ
て

は
当

該
鋼

材
の

う
ち

コ
ン

ク
リ
ー

ト
上

端
の

下
方

1
0
cm

か
ら

上
方

1
m

ま
で

の
範

囲
の

全
面

を
い

い
、

柱
の

脚
部

を
コ

ン
ク

リ

ー
ト
に

埋
め

込
む

場
合

以
外

の
場

合
に

あ
っ

て
は

当
該

鋼
材

下
端

か
ら

1
m

ま
で

の
範

囲
の

全
面

を
い

う
。

 

2
 

こ
の

表
に

お
い

て
「
一

般
部

」
と

は
、

最
下

階
(地

階
を

除
く

。
)の

柱
脚

部
以

外
の

部
分

を
い

う
。
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1
-3

. 
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
造

 
 

 

 
Ｓ

基
準
 

Ａ
基

準
 

概
要
 

新
築

認
定

基
準

（
＝

劣
化

対
策

等
級

３
に

加
え

、
一

定
の

基
準

）
に

適
合

す
る

こ
と

。
 

た
だ

し
、

一
部

の
基

準
に

つ
い

て
は

同
等

と
認

め
ら

れ
る

代
替

基
準

に
よ

る
適

合
を

可
と

す
る

。
 

劣
化

対
策

等
級

２
に

加
え

、
一

定
の

基
準

に
適

合
す

る
こ

と
。

 

た
だ

し
、

一
部

の
基

準
に

つ
い

て
は

同
等

と
認

め
ら

れ
る

代
替

基
準

に
よ

る
適

合
を

可
と

す
る

。
 

基
準

 
次

の
(1

)～
(3

)の
い

ず
れ

か
に

適
合

 
次

の
(1

)、
(2

)の
い

ず
れ

か
に

適
合

 

(1
) 

(2
) 

(3
) 

(1
) 

(2
) 

最
小

か
ぶ

り
厚

さ
・
 

水
セ

メ
ン

ト
比
 

新
築

時
の

設
計

図
書

等
※

１
に

よ
り

、

「
最

小
か

ぶ
り

厚
さ

が
別

表
５

の
（
い

）

項
に

掲
げ

る
部

位
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

同
表

の
（
ろ

）
項

（
ⅰ

）
項

に
掲

げ
る

も
の

で
あ

る
場

合
は

水
セ

メ
ン

ト
比

が
4
5
％

以
下

、
（
ろ

）
項

（
ⅱ

）
項

に
掲

げ
る

も
の

で
あ

る
場

合

は
水

セ
メ

ン
ト

比
が

 
5
0
％

以
下

で

あ
る

こ
と

」
が

確
認

で
き

る
こ

と
。

 

新
築

時
の

設
計

図
書

等
※

１
に

よ
り

、

「
最

小
か

ぶ
り

厚
さ

が
別

表
５

の
（
い

）

項
に

掲
げ

る
部

位
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

同
表

の
（
ろ

）
項

（
ⅰ

）
項

に
掲

げ
る

も
の

で
あ

る
場

合
は

水
セ

メ
ン

ト
比

が
5
0

％
以

下
、

（
ろ

）
項

（
ⅱ

）
項

に
掲

げ
る

も
の

で
あ

る
場

合

は
水

セ
メ

ン
ト

比
が

 
5
5
％

以
下

で

あ
る

こ
と

」
が

確
認

で
き

る
こ

と
。

 

左
記

(1
)、

(2
)以

外
で

建
築

基
準

法

施
行

令
第

7
9

条
に

適
合

し
て

い
る

こ

と
。

※
２
 

新
築

時
の

設
計

図
書

等
※

１
に

よ
り

、

「
最

小
か

ぶ
り

厚
さ

が
別

表
５

の
（
い

）

項
に

掲
げ

る
部

位
の

区
分

に
応

じ
、

そ
れ

ぞ
れ

同
表

の
（
ろ

）
項

（
ⅰ

）
項

に
掲

げ
る

も
の

で
あ

る
場

合
は

水
セ

メ
ン

ト
比

が
5
0
％

以
下

、
（
ろ

）
項

（
ⅱ

）
項

に
掲

げ
る

も
の

で
あ

る
場

合

は
水

セ
メ

ン
ト

比
が

 
5
5
％

以
下

で

あ
る

こ
と

」
が

確
認

で
き

る
こ

と
。

 

左
記

(1
)以

外
で

建
築

基
準

法
施

行

令
第

7
9

条
に

適
合

し
て

い
る

こ
と

。
※

２
 

中
性

化
等
 

―
 

（
原

則
、

確
認

不
要

と
す

る
が

、
直

近
の

大
規

模
修

繕
時

等
の

中
性

化

測
定

結
果

が
あ

れ
ば

、
そ

れ
を

確

認
）
 

直
近

の
大

規
模

修
繕

時
等

の
中

性

化
測

定
結

果
又

は
「
サ

ン
プ

ル
調

査

Ａ
」

※
３
に

よ
り

、
中

性
化

深
さ

が
築

年

数
に

応
じ

て
一

定
以

下
※

４
で

あ
る

こ

と
。

 

直
近

の
大

規
模

修
繕

時
等

の
中

性

化
測

定
結

果
又

は
「
サ

ン
プ

ル
調

査

Ｂ
」

※
３
に

よ
り

、
中

性
化

深
さ

が
築

年

数
に

応
じ

て
一

定
以

下
※

４
で

あ
る

こ

と
。

 

―
 

（
原

則
、

確
認

不
要

と
す

る
が

、
直

近
の

大
規

模
修

繕
時

等
の

中
性

化

測
定

結
果

が
あ

れ
ば

、
そ

れ
を

確

認
）
 

直
近

の
大

規
模

修
繕

時
等

の
中

性

化
測

定
結

果
又

は
「
サ

ン
プ

ル
調

査

Ｂ
」

※
３
に

よ
り

、
中

性
化

深
さ

が
築

年

数
に

応
じ

て
一

定
以

下
※

４
で

あ
る

こ

と
。

 

塩
化

物
イ

オ
ン

量
 

塩
化

物
イ

オ
ン

量
が

0
.3

kg
/
m

3
以

下
で

あ
る

こ
と

。
※

５
 

塩
化

物
イ

オ
ン

量
が

0
.6

kg
/
m

3
以

下
で

あ
る

こ
と

。
※

５
 

顕
在

化
し

て
い

る
劣

化
事

象
 

目
視

又
は

計
測

に
よ

り
確

認
さ

れ
た

建
築

物
の

現
況

に
つ

い
て

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

中
性

化
に

よ
る

鉄
筋

の
発

錆
及

び

凍
結

融
解

作
用

に
よ

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

劣
化

そ
の

他
劣

化
対

策
に

関
連

す
る

著
し

い
劣

化
事

象
が

認
め

ら
れ

な
い

こ

と
。

※
６
  
 

 

Ｓ
基

準
に

同
じ

 

 

 

備
考

 

※
１

 
新

築
時

の
設

計
図

書
等

：
 

・
 設

計
図

書
（
構

造
詳

細
図

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
調

合
表

、
施

工
管

理
記

録
等

）
 

・
 建

築
工

事
施

工
計

画
報

告
書

及
び

建
築

工
事

施
工

計
画

報
告

書
（
中

間
）
、

フ
ラ

ッ
ト

3
5
Ｓ

適
合

証
明

書
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Ｓ

基
準
 

Ａ
基

準
 

※
２

 
建

築
基

準
法

施
行

令
第

7
9

条
へ

の
適

合
の

確
認

：
 

次
の

い
ず

れ
か

の
方

法
で

確
認

す
る

こ
と

。
 

・
 検

査
済

証
等

に
よ

り
、

昭
和

3
4

年
1
2

月
2
3

日
以

降
に

建
築

確
認

を
受

け
た

建
築

物
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

こ
と

。
 

・
 確

認
済

証
等

に
よ

り
、

昭
和

3
4

年
1
2

月
2
3

日
以

降
に

建
築

確
認

を
受

け
た

建
築

物
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
、

新
築

時
の

設
計

図
書

等
に

よ
り

、
必

要
な

鉄
筋

の
か

ぶ
り

厚
さ

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

こ
と

。
 

 ※
３

 
サ

ン
プ

ル
調

査
の

実
施

方
法

：
 

①
サ

ン
プ

ル
調

査
A

：
 

・
 サ

ン
プ

ル
は

、
地

上
５

階
建

て
以

下
の

場
合

は
階

数
問

わ
ず

、
地

上
６

階
建

て
以

上
の

場
合

は
最

上
階

に
お

い
て

、
１

箇
所

以
上

採
取

す
る

。
 

・
 コ

ア
採

取
の

方
法

は
JI

S
 A

 1
1
0
7
、

中
性

化
深

さ
の

測
定

方
法

は
JI

S
 A

 1
1
5
2
、

ド
リ
ル

削
孔

法
は

N
D

IS
3
4
1
9

に
準

じ
る

こ
と

。
な

お
、

ド
リ
ル

削
孔

法
に

よ
る

場
合

、
1

箇
所

に
つ

き
3

孔
以

上

を
測

定
し

、
そ

の
平

均
値

を
中

性
化

深
さ

と
し

て
評

価
す

る
。

 

・
 原

則
と

し
て

、
共

用
部

分
で

仕
上

げ
材

の
な

い
箇

所
か

ら
の

採
取

と
す

る
。

や
む

を
得

な
い

場
合

は
こ

の
限

り
で

は
な

い
が

、
仕

上
げ

材
の

施
さ

れ
て

い
る

箇
所

で
サ

ン
プ

ル
調

査
を

実
施

し
た

場

合
は

、
維

持
保

全
計

画
に

よ
り

継
続

的
に

中
性

化
を

測
定

す
る

。
な

お
、

モ
ル

タ
ル

、
タ

イ
ル

等
の

仕
上

げ
材

の
施

さ
れ

て
い

る
箇

所
で

調
査

を
行

う
場

合
、

中
性

化
深

さ
の

測
定

は
JI

S
 A

 1
1
5
2

に
よ

る
こ

と
。

 

②
サ

ン
プ

ル
調

査
B

：
 

・
 サ

ン
プ

ル
は

、
地

上
１

～
３

階
建

て
の

場
合

は
１

以
上

の
階

に
お

い
て

、
地

上
４

～
６

階
建

て
の

場
合

は
最

上
階

と
最

下
階

（
地

上
）
を

含
む

２
以

上
の

階
に

お
い

て
、

地
上

７
階

建
て

以
上

の
場

合

は
最

上
階

・
中

間
階

・
最

下
階

（
地

上
）
を

含
む

３
以

上
の

階
に

お
い

て
、

各
３

箇
所

以
上

採
取

す
る

。
 

・
 コ

ア
採

取
の

方
法

は
JI

S
 A

 1
1
0
7
、

中
性

化
深

さ
の

測
定

方
法

は
JI

S
 A

 1
1
5
2
、

ド
リ
ル

削
孔

法
は

N
D

IS
3
4
1
9

に
準

じ
る

こ
と

。
な

お
、

ド
リ
ル

削
孔

法
に

よ
る

場
合

、
1

箇
所

に
つ

き
3

孔
以

上

を
測

定
し

、
そ

の
平

均
値

を
中

性
化

深
さ

と
す

る
。

ま
た

、
測

定
結

果
の

う
ち

、
最

も
中

性
化

が
進

行
し

て
い

る
箇

所
の

中
性

化
深

さ
に

つ
い

て
評

価
す

る
。

 

・
 原

則
と

し
て

、
共

用
部

分
で

仕
上

げ
材

の
な

い
箇

所
か

ら
の

採
取

と
す

る
。

や
む

を
得

な
い

場
合

は
こ

の
限

り
で

は
な

い
が

、
仕

上
げ

材
の

施
さ

れ
て

い
る

箇
所

で
サ

ン
プ

ル
調

査
を

実
施

し
た

場

合
は

、
維

持
保

全
計

画
に

よ
り

継
続

的
に

中
性

化
を

測
定

す
る

。
な

お
、

モ
ル

タ
ル

、
タ

イ
ル

等
の

仕
上

げ
材

の
施

さ
れ

て
い

る
箇

所
で

調
査

を
行

う
場

合
、

中
性

化
深

さ
の

測
定

は
JI

S
 A

 1
1
5
2

に
よ

る
こ

と
。

 

 ※
４

 
中

性
化

の
評

価
方

法
：
 

別
表

６
、

別
表

７
、

別
表

８
、

別
表

９
の

（
い

）
項

に
掲

げ
る

築
年

数
、

及
び

（
ろ

）
項

に
掲

げ
る

か
ぶ

り
厚

さ
（
サ

ン
プ

ル
を

採
取

し
た

場
所

に
係

わ
ら

ず
、

当
該

建
物

の
最

も
か

ぶ
り

厚
さ

が
小

さ
い

耐
力

壁
、

柱
又

は
は

り
の

か
ぶ

り
厚

さ
）
に

応
じ

て
、

中
性

化
深

さ
の

測
定

結
果

が
同

表
に

示
す

値
を

超
え

て
い

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
。

建
設

時
に

一
定

の
品

質
管

理
が

な
さ

れ
て

い
る

と
推

定
で

き
る

場

合
（
建

設
住

宅
性

能
評

価
等

に
よ

り
、

ＪＡ
Ｓ

Ｓ
５

等
の

水
準

に
適

合
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

で
き

る
場

合
）
で

、
Ｓ

基
準

へ
の

適
否

を
評

価
す

る
場

合
は

別
表

６
、

Ａ
基

準
へ

の
適

否
を

評
価

す
る

場
合

は

別
表

７
を

用
い

る
。

そ
の

他
の

場
合

で
、

Ｓ
基

準
へ

の
適

否
を

評
価

す
る

場
合

は
別

表
８

、
Ａ

基
準

へ
の

適
否

を
評

価
す

る
場

合
は

別
表

９
を

用
い

る
。

な
お

、
か

ぶ
り

厚
さ

等
が

別
表

６
～

９
に

よ
ら

な

い
場

合
で

あ
っ

て
、

中
性

化
深

さ
が

S
基

準
、

A
基

準
と

同
等

以
下

で
あ

る
こ

と
を

確
認

で
き

る
場

合
に

あ
っ

て
は

各
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
す

る
。

 

  ※
５

 
塩

化
物

イ
オ

ン
量

の
評

価
方

法
：
 

検
査

済
証

が
あ

る
住

宅
、

ま
た

は
過

去
の

調
査

結
果

や
新

築
時

の
設

計
図

書
等

に
よ

り
塩

化
物

イ
オ

ン
量

が
基

準
値

以
下

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
住

宅
で

、
か

つ
、

目
視

調
査

に
よ

り
鉄

筋
腐

食

を
伴

う
ひ

び
割

れ
や

さ
び

汁
等

が
な

い
場

合
は

サ
ン

プ
ル

調
査

は
不

要
で

あ
る

。
そ

れ
以

外
の

場
合

は
、

サ
ン

プ
ル

調
査

に
よ

り
確

認
す

る
。
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Ｓ

基
準
 

Ａ
基

準
 

コ
ア

採
取

の
方

法
は

JI
S
 A

 1
1
0
7
、

塩
化

物
イ

オ
ン

量
の

測
定

方
法

は
JI

S
 A

 1
1
5
4

に
準

じ
る

こ
と

。
な

お
、

測
定

に
あ

た
っ

て
の

試
料

は
、

JI
S
 A

 1
1
5
4

に
記

載
し

て
い

る
通

り
、

ド
リ
ル

削
孔

粉
を

用

い
て

も
良

い
が

、
そ

の
場

合
は

下
記

の
点

に
留

意
す

る
こ

と
。

 

・
 ド

リ
ル

の
孔

径
が

1
0
～

3
0
m

m
程

度
で

あ
る

こ
と

。
 

・
 表

面
か

ら
か

ぶ
り

程
度

の
深

さ
ま

で
で

採
取

す
る

こ
と

 

・
 粉

を
確

実
に

全
量

採
取

す
る

こ
と

 

・
 2

0
g

以
上

の
試

料
を

採
取

す
る

こ
と

 

・
 分

析
は

JI
S
 A

 1
1
5
4

に
よ

る
こ

と
 

・
  

※
６

 
劣

化
事

象
の

評
価

方
法

：
 

イ
ン

ス
ペ

ク
シ

ョ
ン

に
よ

り
、

劣
化

事
象

が
確

認
さ

れ
な

い
こ

と
。

（
劣

化
事

象
が

確
認

さ
れ

た
場

合
は

、
そ

の
補

修
を

行
う

こ
と

。
）
イ

ン
ス

ペ
ク

シ
ョ

ン
に

替
え

て
、

既
存

住
宅

の
住

宅
性

能
表

示
制

度
に

基

づ
く

現
況

検
査

等
を

活
用

す
る

こ
と

も
可

能
と

す
る

。
 

 

  別
表

５
 

(い
) 

 
(ろ

) 

部
位

 
最

小
か

ぶ
り

厚
さ

 

(ⅰ
) 

 
(ⅱ

) 

直
接

土
に

接
し

な
い

部
分

 
耐

力
壁

以
外

の
壁

又
は

床
 

屋
内

 
２

cm
 

３
cm

 

屋
外

 
３

cm
 

４
cm

 

耐
力

壁
、

柱
又

は
は

り
 

屋
内

 
３

cm
 

４
cm

 

屋
外

 
４

cm
 

５
cm

 

直
接

土
に

接
す

る
部

分
 

壁
、

柱
、

床
、

は
り

又
は

基
礎

の
立

上
り

部
分

 
４

cm
 

５
cm

 

基
礎

（
立

上
り

部
分

及
び

捨
て

コ
ン

ク
リ
ー

ト
の

部
分

を
除

く
）
 

６
cm

 
７

cm
 

注
 

外
壁

の
屋

外
に

面
す

る
部

位
に

タ
イ

ル
貼

り
、

モ
ル

タ
ル

塗
り

、
外

断
熱

工
法

に
よ

る
仕

上
げ

そ
の

他
こ

れ
ら

と
同

等
以

上
の

性
能

を
有

す
る

処

理
が

施
さ

れ
て

い
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

屋
外

側
の

部
分

に
限

り
、

(ろ
)項

に
掲

げ
る

最
小

か
ぶ

り
厚

さ
を

１
cm

減
ず

る
こ

と
が

で
き

る
。
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 別
表

６
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
別
表
７

 

(い
) 

(ろ
) 

 
(い

) 
(ろ

) 

築
年

数
 

か
ぶ

り
厚

さ
：
2
0
m

m
 

か
ぶ

り
厚

さ
：
3
0
m

m
 

か
ぶ

り
厚

さ
4
0
m

m
 

 
築

年
数

 
か

ぶ
り

厚
さ

：
2
0
m

m
か

ぶ
り

厚
さ

：
3
0
m

m
か

ぶ
り

厚
さ

4
0
m

m
 

～
1
0

年
以

下
 

2
m

m
 

5
m

m
 

7
m

m
 

～
1
0

年
以

下
6
m

m
 

9
m

m
 

1
2
m

m
 

1
1
～

2
0

年
以

下
 

3
m

m
 

7
m

m
 

1
0
m

m
 

1
1
～

2
0

年
以

下
8
m

m
 

1
3
m

m
 

1
7
m

m
 

2
1
～

3
0

年
以

下
 

3
m

m
 

8
m

m
 

1
3
m

m
 

2
1
～

3
0

年
以

下
1
0
m

m
 

1
6
m

m
 

2
1
m

m
 

3
1
～

4
0

年
以

下
 

4
m

m
 

1
0
m

m
 

1
5
m

m
 

3
1
～

4
0

年
以

下
1
2
m

m
 

1
8
m

m
 

2
5
m

m
 

4
1
～

5
0

年
以

下
 

4
m

m
 

1
1
m

m
 

1
7
m

m
 

4
1
～

5
0

年
以

下
1
4
m

m
 

2
1
m

m
 

2
8
m

m
 

5
1
～

6
0

年
以

下
 

5
m

m
 

1
2
m

m
 

1
8
m

m
 

5
1
～

6
0

年
以

下
1
5
m

m
 

2
3
m

m
 

3
0
m

m
 

6
1
～

7
0

年
以

下
 

5
m

m
 

1
3
m

m
 

2
0
m

m
 

6
1
～

7
0

年
以

下
1
6
m

m
 

2
5
m

m
 

3
3
m

m
 

7
1
～

8
0

年
以

下
 

6
m

m
 

1
4
m

m
 

2
1
m

m
 

7
1
～

8
0

年
以

下
1
7
m

m
 

2
6
m

m
 

3
5
m

m
 

8
1
～

9
0

年
以

下
 

6
m

m
 

1
5
m

m
 

2
2
m

m
 

8
1
～

9
0

年
以

下
1
8
m

m
 

2
8
m

m
 

3
7
m

m
 

9
1
～

1
0
0

年
以

下
6
m

m
 

1
5
m

m
 

2
4
m

m
 

9
1
～

1
0
0

年
以

下
1
9
m

m
 

2
9
m

m
 

3
9
m

m
 

   別
表

８
 

 
 

 
 

 
 

 
 

別
表
９

 

(い
) 

(ろ
) 

 
(い

) 
(ろ

) 

築
年

数
 

か
ぶ

り
厚

さ
：
3
0
m

m
 

か
ぶ

り
厚

さ
4
0
m

m
 

 
築

年
数

 
か

ぶ
り

厚
さ

：
3
0
m

m
 

か
ぶ

り
厚

さ
4
0
m

m
 

～
1
0

年
以

下
 

3
m

m
 

6
m

m
 

 
～

1
0

年
以

下
 

9
m

m
 

1
2
m

m
 

1
1
～

2
0

年
以

下
 

4
m

m
 

8
m

m
 

 
1
1
～

2
0

年
以

下
1
3
m

m
 

1
7
m

m
 

2
1
～

3
0

年
以

下
 

5
m

m
 

1
0
m

m
 

 
2
1
～

3
0

年
以

下
1
6
m

m
 

2
1
m

m
 

3
1
～

4
0

年
以

下
 

6
m

m
 

1
2
m

m
 

 
3
1
～

4
0

年
以

下
1
8
m

m
 

2
5
m

m
 

4
1
～

5
0

年
以

下
 

7
m

m
 

1
3
m

m
 

 
4
1
～

5
0

年
以

下
2
1
m

m
 

2
8
m

m
 

5
1
～

6
0

年
以

下
 

8
m

m
 

1
5
m

m
 

 
5
1
～

6
0

年
以

下
2
3
m

m
 

3
0
m

m
 

6
1
～

7
0

年
以

下
 

8
m

m
 

1
6
m

m
 

 
6
1
～

7
0

年
以

下
2
5
m

m
 

3
3
m

m
 

7
1
～

8
0

年
以

下
 

9
m

m
 

1
7
m

m
 

 
7
1
～

8
0

年
以

下
2
6
m

m
 

3
5
m

m
 

8
1
～

9
0

年
以

下
 

1
0
m

m
 

1
8
m

m
 

 
8
1
～

9
0

年
以

下
2
8
m

m
 

3
7
m

m
 

9
1
～

1
0
0

年
以

下
1
0
m

m
 

1
9
m

m
 

 
9
1
～

1
0
0

年
以

下
2
9
m

m
 

3
9
m

m
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２
．

耐
震

性
 

2
-1

. 
木

造
 
 

 

 
Ｓ

基
準
 

Ａ
基

準
 

概
要
 

新
築
認
定
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

 

又
は
次
に
適
合
す
る
こ
と
。
 

耐
震

等
級

(
倒

壊
等

防
止

)
等

級
１

以
上

で
あ

る
こ

と
を

以
下

の
い

ず
れ

か
及

び
構

造
耐

力
に

影
響

の

あ
る
劣
化
事
象
等
が
見
ら
れ
な
い
こ

と
に
よ
り
確
認
 

・
新
耐
震
基
準
適
合
 

・
耐
震
診
断
に
よ
り

I
w
≧
1
.
0
 

 

新
築
認
定
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。
 

又
は
次
に
適
合
す
る
こ
と
。
 

耐
震

等
級

(
倒

壊
等

防
止

)
等

級
１

以
上

で
あ

る
こ

と
を

以
下

の
い

ず
れ

か
及

び
構

造
耐
力
に
影
響
の
あ
る
劣
化
事
象
等
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
よ
り
確
認
 

・
新
耐
震
基
準
適
合
 

・
耐
震
診
断
に
よ
り

I
w
≧
1
.
0
 

 

 

基
準
 

次
の

(1
)～

(3
)の

い
ず

れ
か

に
適

合
す

る
こ

と
。

 

(1
) 

確
認

済
証

・
添

付
図

書
及

び
検

査
済

証
等

※
１
に

よ
り

新
築

時
の

耐
震

性
を

確
認

で
き

、
耐

震
性

に
影

響
の

あ
る

増
改

築
等

が
行

わ
れ

て
い

な
い

場
合

で
、

 
次

の
①

～
③

の
い

ず
れ

か
に

適
合

す
る

こ
と

。
 

①
 

安
全

限
界

時
の

層
間

変
形

1
/
4
0

以
下

 

②
 

免
震

建
築

物
 

 

(2
) 

確
認

済
証

・
添

付
図

書
及

び
検

査
済

証
が

あ
る

場
合

で
耐

震
性

に
影

響
の

あ
る

増
改

築
が

行
わ

れ
て

い
な

い
場

合
、

又
は

確
認

済
証

・
添

付
図

書
が

あ
る

場
合

で
、

現
地

調
査

に
よ

り
図

書
と

現
況

に
相

違
が

な
い

こ
と

が
確

認
で

き
る

場
合

で
、

住
宅

の
着

工
時

期
※

２
が

昭
和

5
6

年
6

月
1

日
以

降
で

あ
る

こ
と

。
 

 

(3
) 

耐
震

等
級

(倒
壊

等
防

止
)等

級
１

以
上

※
３

 

 

次
の

(1
)、

(2
)の

い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
こ
と
。

 

(1
) 

Ｓ
基

準
に

示
す

(1
)～

(3
)の

い
ず

れ
か

  

 (2
) 

住
宅

の
着

工
時

期
※

２
が

昭
和

5
6

年
6

月
1

日
以

降
で

あ
り

、
耐

震
性

に
影

響
の

あ
る

増
改

築
等

が
行

わ
れ

て
い

な
い

こ
と

。
 

 

 

備
考
 

※
１

 
検

査
済

証
等

：
 

検
査

済
証

の
他

、
建

設
住

宅
性

能
評

価
書

、
旧

住
宅

金
融

公
庫

融
資

の
現

場
審

査
判

定
通

知
書

、
フ

ラ
ッ

ト
3
5

の
適

合
証

明
書

等
の

建
設

段
階

で
検

査
等

を
受

け
た

こ
と

を
確

認
で

き
る

書
類

を
含

む
。

 
 ※

２
 

住
宅

の
着

工
時

期
：
 

原
則

と
し

て
、

確
認

済
証

又
は

行
政

庁
に

よ
る

建
築

確
認

台
帳

記
載

事
項

証
明

書
等

の
建

築
確

認
日

に
よ

る
。

 
 ※

３
 

評
価

方
法

基
準

第
５

の
１

の
１

－
１

耐
震

等
級

(倒
壊

等
防

止
)。

以
下

、
「
１

．
耐

震
性

」
に

つ
い

て
同

じ
。

 

 
 

具
体

的
に

は
a,

b
の

い
ず

れ
か

、
か

つ
c 

ａ
 

建
築

基
準

法
施

行
令

第
３

章
第

１
節

か
ら

第
３

節
及

び
第

７
節

の
２

（
た

だ
し

、
木

造
の

住
宅

に
係

る
も

の
に

限
る

）
に

適
合

す
る

こ
と

。
 

b 
耐

震
改

修
法

告
示

（
平

成
1
8

年
国

土
交

通
省

告
示

第
1
8
4

号
）
に

基
づ

く
耐

震
診

断
法

に
よ

り
Iw

値
≧

1
.0

で
あ

る
こ

と
。

 

ま
た

は
耐

震
改

修
法

告
示

附
則

お
よ

び
同

告
示

別
添

第
1

た
だ

し
書

き
の

規
定

に
基

づ
き

、
同

告
示

の
耐

震
診

断
に

代
わ

る
も

の
と

し
て

認
め

ら
れ

て
い

る
方

法
に

よ
り

、
こ

れ
と

同
等

の
耐

震
性

が
認

め
ら

れ
る

こ
と

。
（
例
）
日
本
建
築
防
災
協
会
「
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
と
補
強
方
法
」
、
プ
レ
ハ
ブ
建
築
協
会
「
木
質
系
工
業
化
住
宅
の
耐
震
診
断
法
」
等

 

c 
部

材
も

し
く

は
接

合
部

の
腐

朽
も

し
く

は
蟻

害
に

よ
る

断
面

欠
損

又
は

折
損

、
壁

、
柱

、
床

等
の

著
し

い
傾

斜
そ

の
他

の
構

造
耐

力
に

関
連

す
る

劣
化

事
象

等
が

認
め

ら
れ

な
い

こ
と
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2
-2

. 
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
造

・
鉄

骨
造

 
 

 

 
Ｓ

基
準
 

Ａ
基

準
 

概
要
 

新
築
認
定
基
準
の
項
目
又
は
次
に
適

合
す
る
こ
と
。
 

耐
震

等
級
(
倒

壊
等

防
止

)
等

級
１
以

上
で

あ
る

こ
と

を
以

下
の

い
ず

れ
か

及
び

構
造

耐
力

に
影

響
の

あ
る
劣
化
事
象
等
が
見
ら
れ
な
い
こ

と
に
よ
り
確
認
 

・
新
耐
震
基
準
適
合
 

・
耐
震
診
断
に
よ
り

I
s
≧
0
.
6
、
q
≧
1
.
0
 

新
築
認
定
基
準
の
項
目
又
は
次
に
適
合
す
る
こ
と
。
 

耐
震

等
級

(
倒

壊
等

防
止

)
等

級
１

以
上

で
あ

る
こ

と
を

以
下

の
い

ず
れ

か
及

び
構

造
耐
力
に
影
響
の
あ
る
劣
化
事
象
等
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
よ
り
確
認
 

・
新
耐
震
基
準
適
合
 

・
耐
震
診
断
に
よ
り

I
s
≧
0
.
6
、
q
≧
1
.
0
 

 

基
準
 

次
の

(1
)～

(3
)の

い
ず

れ
か

に
適

合
す

る
こ

と
。

 

(1
) 

確
認

済
証

・
添

付
図

書
及

び
検

査
済

証
等

※
１
に

よ
り

新
築

時
の

耐
震

性
を

確
認

で
き

、
耐

震
性

に
影

響
の

あ
る

増
改

築
等

が
行

わ
れ

て
い

な
い

場
合

で
、

次
の

①
～

③
の

い
ず

れ
か

に
適

合
す

る
こ

と
。

 

①
 

安
全

限
界

時
の

層
間

変
形

1
/
1
0
0

以
下

 

②
 

免
震

建
築

物
 

 

(2
) 

確
認

済
証

・
添

付
図

書
及

び
検

査
済

証
が

あ
る

場
合

で
耐

震
性

に
影

響
の

あ
る

増
改

築
が

行
わ

れ
て

い
な

い
場

合
、

又
は

確
認

済
証

・
添

付
図

書
が

あ
る

場
合

で
、

現
地

調
査

に
よ

り
図

書
と

現
況

に
相

違
が

な
い

こ
と

が
確

認
で

き
る

場
合

で
、

住
宅

の
着

工
時

期
※

２
が

昭
和

5
6

年
6

月
1

日
以

降
で

あ
る

こ
と

。
 

 (3
) 

耐
震

等
級

(倒
壊

等
防

止
)等

級
１

以
上

※
３
 

次
の

(1
)、

(2
)の

い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
こ
と
。

 

(1
) 

Ｓ
基

準
に

示
す

(1
)～

(4
)の

い
ず

れ
か

  

 (2
) 

住
宅

の
着

工
時

期
※

２
が

昭
和

5
6

年
6

月
1

日
以

降
で

あ
り

、
耐

震
性

に
影

響
の

あ

る
増

改
築

等
が

行
わ

れ
て

い
な

い
こ

と
。

 

 

 

 

備
考
 

※
１

 
検

査
済

証
等

：
 

検
査

済
証

の
他

、
建

設
住

宅
性

能
評

価
書

、
旧

住
宅

金
融

公
庫

融
資

の
現

場
審

査
判

定
通

知
書

、
フ

ラ
ッ

ト
3
5

の
適

合
証

明
書

等
の

建
設

段
階

で
検

査
等

を
受

け
た

こ
と

を
確

認
で

き
る

書
類

を
含

む
。

 

※
２

 
住

宅
の

着
工

時
期

：
 

原
則

と
し

て
、

確
認

済
証

又
は

行
政

庁
に

よ
る

建
築

確
認

台
帳

記
載

事
項

証
明

書
等

の
建

築
確

認
日

に
よ

る
。

 

※
３

 
評

価
方

法
基

準
第

５
の

１
の

１
－

１
耐

震
等

級
(倒

壊
等

防
止

) 

 
 

具
体

的
に

は
a,

b
の

い
ず

れ
か

、
か

つ
c 

ａ
 

建
築

基
準

法
第

2
0

条
第

1
項

各
号

に
定

め
る

基
準

に
適

合
す

る
こ

と
。

 

b 
耐

震
改

修
法

告
示

（
平

成
1
8

年
国

土
交

通
省

告
示

第
1
8
4

号
）
に

基
づ

く
耐

震
診

断
法

に
よ

り
Is

値
≧

0
.6

、
か

つ
q
≧

1
.0

で
あ

る
こ

と
。

 

ま
た

は
耐

震
改

修
法

告
示

附
則

お
よ

び
同

告
示

別
添

第
1

た
だ

し
書

き
の

規
定

に
基

づ
き

、
同

告
示

の
耐

震
診

断
に

代
わ

る
も

の
と

し
て

認
め

ら
れ

て
い

る
方

法
に

よ
り

、
こ

れ
と

同
等

の
耐

震
性

が

認
め

ら
れ

る
こ

と
。

(例
)
日
本
建
築

防
災
協
会
「
既
存
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
建
築
物
の
耐
震
診
断
基
準

※
４
」
､
プ
レ
ハ
ブ
建
築
協
会
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
系
工
業
化
住
宅
の
耐
震
診
断
法
」
等

 

c 
鉄

骨
造

の
住

宅
の

場
合

、
部

材
も

し
く

は
接

合
部

の
腐

食
に

よ
る

著
し

い
断

面
欠

損
又

は
著

し
い

座
屈

、
壁

、
柱

、
床

等
の

著
し

い
傾

斜
そ

の
他

の
構

造
耐

力
に

関
連

す
る

劣
化

事
象

等
が

認
め

ら

れ
な

い
こ

と
 

 
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
住
宅
の
場
合
、

部
材

も
し

く
は

接
合

部
の

著
し

い
ひ

び
割

れ
、

火
災

の
跡

、
壁

、
柱

、
床

等
の

著
し

い
傾

斜
そ

の
他

の
構

造
耐

力
に

関
連

す
る

劣
化

事
象

等
が

認
め

ら
れ

な
い

こ
と

 

※
４

 
こ

の
耐

震
診

断
基

準
に

は
、

第
１

次
診

断
、

第
２

次
診

断
、

第
３

次
診

断
が

あ
り

、
そ

れ
ぞ

れ
の

診
断

法
の

適
用

に
あ

た
っ

て
は

、
対

象
建

物
の

構
造

特
性

に
応

じ
て

適
切

な
診

断
法

を
選

定
す

る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
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３
．

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

対
策

 

 
Ｓ

基
準
 

Ａ
基

準
 

概
要

 

次
の

(1
)、

(2
)の

い
ず

れ
か

に
適

合
す

る
こ

と
。

 

 
(1

) 
断

熱
等

性
能

等
級

４
※

１
 

(2
) 

一
次

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
量

等
級

４
※

２
 

＋
 

断
熱

等
性

能
等

級
３

※
1
 
 

 

次
の

(1
)、

(2
)の

い
ず

れ
か

に
適

合
す

る
こ

と
。

 

(1
) 

次
の

①
～

④
の

い
ず

れ
か

に
適

合
す

る
こ

と
。

さ
ら

に
開

口
部

の
一

定
の

断
熱

措
置

が
さ

れ

て
い

る
こ

と
。

 

①
断

熱
等

性
能

等
級

３
※

1
 

②
一

次
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

量
等

級
４

※
2
 

＋
 

壁
・
床

は
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
対

策
等

級
２

※
3
 

＋
 

屋
根

又
は

天
井

は
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
対

策
等

級
３

※
3
 

③
一

次
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

量
等

級
４

※
2
（
太

陽
光

発
電

設
備

は
評

価
対

象
外

※
４
）
に

適
合

し
、

か
つ

次
の

a、
b

の
い

ず
れ

か
に

適
合

す
る

こ
と

。
 

a
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
対

策
等

級
２

※
3
 

b
断

熱
等

性
能

等
級

２
※

1
 

④
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
対

策
等

級
３

※
3
 

(2
) 

改
修

タ
イ

プ
に

適
合

す
る

こ
と

。
 

※
１

 
評

価
方

法
基

準
第

５
の

５
の

５
－

１
断

熱
等

性
能

等
級

。
以

下
、

「
３

．
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
対

策
」
に

つ
い

て
同

じ
。

 

※
２

 
評

価
方

法
基

準
第

５
の

５
の

５
－

２
一

次
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

量
等

級
。

以
下

、
「
３

．
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
対

策
」
に

つ
い

て
同

じ
。

 

※
３

 
平

成
2
5

年
時

点
の

評
価

方
法

基
準

第
５

の
５

の
５

－
１

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

対
策

等
級

。
以

下
、

「
３

．
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
対

策
」
に

つ
い

て
同

じ
。

 

※
４

 
太

陽
光

発
電

設
備

に
よ

る
設

計
一

次
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

量
の

削
減

量
は

評
価

対
象

外
と

す
る

。
以

下
、

「
３

．
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
対

策
」
、

Ａ
基

準
③

に
お

い
て

同
じ

。
 

 

基
準

 
次

の
(1

)～
(2

)の
い

ず
れ

か
に

適
合

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
増

築
又

は
改

築
を

し
な

い
部

分
に

つ
い

て
は

結
露

対
策

の
基

準
は

適
用

し
な

い
。

 

(1
) 

断
熱

等
性

能
等

級
４

 

 

【
断

熱
等

性
能

等
級

４
の

概
要

】
 

次
の

①
～

③
に

適
合

す
る

こ
と

※
１
。

 

①
 

外
皮

平
均

熱
貫

流
率

 

地
域

区
分

に
応

じ
、

外
皮

平
均

熱
貫

流
率

が
次

の
基

準
値

以
下

で
あ

る
こ

と
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(Ｗ

/
㎡

・
K

) 
 

地
域

 

区
分

※
２
 

1
，

2
 

(Ⅰ
) 

3
 

(Ⅱ
) 

4
 

(Ⅲ
) 

5
-
7 

(Ⅳ
,Ⅴ

)

8
 

(Ⅵ
) 

基
準

値
 

0
.4

6 
0
.5

6 
0
.7

5 
0
.8

7 
－

 

②
 

冷
房

期
平

均
日

射
熱

取
得

率
 

地
域

区
分

に
応

じ
、

冷
房

期
の

平
均

日
射

熱
取

得
率

が
次

の
基

準
値

以
下

で
あ

る
こ

と
。

 
地

域
 

区
分

※
２
 

1
-
4 

(Ⅰ
-
Ⅲ

) 

5
 

(Ⅳ
a)

6
 

(Ⅳ
b
)

7
 

(Ⅴ
) 

8
 

(Ⅵ
) 

基
準

値
 

－
 

3
.0

 
2
.8

 
2
.7

 
3
.2

 

③
 

結
露

対
策

 

次
の

a～
d

に
適

合
す

る
こ

と
。

 

a 
グ

ラ
ス

ウ
ー

ル
、

ロ
ッ

ク
ウ

ー
ル

、
セ

ル
ロ

ー
ズ

フ
ァ

イ
バ

ー
等

の
繊

維
系

断
熱

材
等

そ

次
の

(1
)、

(2
)の

い
ず

れ
か

に
適

合
す

る
こ

と
。

 

(1
) 

次
の

①
～

④
の

い
ず

れ
か

に
適

合
（
部

分
評

価
※

５
も

可
）
す

る
こ

と
。

さ
ら

に
開

口
部

の
一

定

の
断

熱
措

置
※

４
が

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

増
築

又
は

改
築

を
し

な
い

部
分

に
つ

い
て

は
結

露
対

策
の

基
準

は
適

用
し

な
い

。
 

 ①
断

熱
等

性
能

等
級

３
 
（
Ｓ

基
準

(2
)参

照
）
 

②
一

次
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

量
等

級
４

に
適

合
※

３
し

、
壁

、
床

は
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
対

策
等

級
２

（
「
熱

貫
流

率
等

に
よ

る
基

準
」
に

限
る

）
、

屋
根

又
は

天
井

に
つ

い
て

は
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
対

策
等

級
３

（
「
熱

貫
流

率
等

に
よ

る
基

準
」
に

限
る

）
の

基
準

に
適

合
す

る
こ

と
。

 

 

 
 
 
 
【
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
対

策
等

級
２

（
熱

貫
流

率
等

に
よ

る
基

準
）
の

概
要

】
 

（
「
熱

貫
流

率
等

に
よ

る
基

準
」
に

限
る

こ
と

と
し

、
「
開

口
部

の
断

熱
性

能
等

に
関

す
る

基

準
」
を

除
く

。
）
 

熱
橋

と
な

る
部

分
に

よ
る

低
減

を
勘

案
し

た
熱

貫
流

率
が

、
そ

れ
ぞ

れ
住

宅
の

種
類

、

部
位

及
び

地
域

の
区

分
に

応
じ

、
表

１
に

掲
げ

る
基

準
値

以
下

で
あ

る
こ

と
。

ま
た

は
各

部

位
の

断
熱

材
の

熱
抵

抗
が

、
住

宅
の

種
類

及
び

地
域

の
区

分
に

応
じ

、
表

２
の

基
準

値

以
上

で
あ

る
こ

と
。
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Ｓ

基
準
 

Ａ
基

準
 

の
他

こ
れ

ら
に

類
す

る
透

湿
抵

抗
の

小
さ

い
断

熱
材

を
使

用
す

る
場

合
は

、
防

湿
材

等

を
室

内
側

に
施

工
し

て
防

湿
層

を
設

け
る

こ
と

。
た

だ
し

、
次

の
ⅰ

～
ⅴ

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

場
合

は
、

防
湿

層
の

設
置

を
省

略
で

き
る

。
 

ⅰ
 

地
域

区
分

が
８

(Ⅵ
)地

域
で

あ
る

場
合

 

ⅱ
 

コ
ン

ク
リ
ー

ト
躯

体
又

は
土

塗
壁

の
外

側
に

断
熱

層
が

あ
る

場
合

 

ⅲ
 

床
断

熱
に

お
い

て
、

断
熱

材
下

側
が

床
下

に
露

出
す

る
場

合
又

は
湿

気
の

排
出

を
妨

げ
な

い
構

成
と

な
っ

て
い

る
場

合
 

ⅳ
 

断
熱

層
が

単
一

の
材

料
で

均
質

に
施

工
さ

れ
る

場
合

で
、

透
湿

抵
抗

比
が

地
域

区
分

に
応

じ
て

、
次

表
の

値
以

上
と

な
る

場
合

。
 

地
域

区
分

※
２
 

透
湿

抵
抗

比
 

1
-
3
(Ⅰ

、
Ⅱ

) 
５

以
上

（
屋

根
ま

た
は

天
井

の
場

合
に

あ
っ

て
は

６
以

上
）
 

4
(Ⅲ

) 
３

以
上

（
屋

根
ま

た
は

天
井

の
場

合
に

あ
っ

て
は

４
以

上
）
 

5
-
7
(Ⅳ

、
Ⅴ

) 
２

以
上

（
屋

根
ま

た
は

天
井

の
場

合
に

あ
っ

て
は

３
以

上
）
 

ⅴ
 

ⅰ
～

ⅳ
と

同
等

以
上

の
結

露
の

発
生

の
防

止
に

有
効

な
措

置
 

b
 

屋
根

又
は

外
壁

を
断

熱
構

造
と

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

断
熱

層
の

外
気

側
へ

の
通

気
層

を
設

け
、

断
熱

層
に

繊
維

系
断

熱
材

等
を

使
用

す
る

場
合

は
、

断
熱

層
と

通
気

層

の
間

に
防

風
層

を
設

け
る

こ
と

。
た

だ
し

、
次

の
ⅰ

～
ⅵ

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

場
合

は
、

通
気

層
の

設
置

を
省

略
で

き
る

。
 

ⅰ
 

当
該

部
位

が
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
造

等
で

あ
る

な
ど

躯
体

の
耐

久
性

能
を

損
な

う
お

そ
れ

の
な

い
場

合
 

ⅱ
 

地
域

区
分

が
3

か
ら

8
の

地
域

で
、

防
湿

層
が

0
.0

8
2
m

2
・
s・

P
a／

n
g

以
上

の
透

湿
抵

抗
を

有
す

る
場

合
 

ⅲ
 

断
熱

層
の

外
気

側
に

軽
量

気
泡

コ
ン

ク
リ
ー

ト
パ

ネ
ル

(A
L
C

パ
ネ

ル
)又

は
こ

れ
と

同
等

以
上

の
断

熱
性

及
び

吸
湿

性
を

有
す

る
材

料
を

用
い

る
場

合
で

、
防

湿
層

が

0
.0

1
9
m

2
・
s・

P
a／

n
g

以
上

の
透

湿
抵

抗
を

有
す

る
場

合
 

ⅳ
 

a
の

ⅲ
又

は
ⅳ

に
該

当
す

る
場

合
 

ⅴ
 

ⅰ
～

ⅳ
と

同
等

以
上

の
結

露
の

発
生

の
防

止
に

有
効

な
措

置
 

ｃ
 

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト
造

等
の

住
宅

の
床

、
間

仕
切

壁
等

が
断

熱
層

を
貫

通
す

る
部

分
(乾

式
構

造
に

よ
る

界
壁

、
間

仕
切

壁
等

の
部

分
及

び
玄

関
床

部
分

を
除

く
。

)に
お

い
て

は
、

所
定

の
断

熱
補

強
を

行
う

こ
と

。
 

ｄ
 

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト
造

等
の

住
宅

を
内

断
熱

工
法

に
よ

り
施

工
す

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、

断
熱

材
を

コ
ン

ク
リ
ー

ト
躯

体
に

全
面

密
着

さ
せ

る
な

ど
、

室
内

空
気

が
断

熱
材

と
コ

ン
ク

リ
ー

ト
躯

体
の

境
界

に
流

入
し

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
。

 

 (2
)一

次
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

量
等

級
４

へ
の

適
合

※
３
が

さ
れ

た
上

で
、

断
熱

等
性

能
等

級
３

に
適

合
す

る
こ

と
。

 

 

住
宅

の
種

類
 

部
位

 

熱
貫

流
率

の
基

準
値

(単
位

：
W

／
m

2
・
k)

 

地
域

の
区

分
※

３
 

1
，

2
(Ⅰ

)
3

(Ⅱ
)

4
(Ⅲ

)
5
-
6

(Ⅳ
)

7
-
8 

(Ⅴ
-
Ⅵ

) 

R
C

造
及

び
組

積
造

の
住

宅
そ

の
他

こ
れ

ら
に

類
す

る
住

宅
 

壁
 

0
.8

1
1
.1

6
1
.1

6
1
.5

3
 

床
外

気
に

接
す

る
部

分
 

0
.6

1
1
.1

0
1
.1

0
1
.2

8
 

そ
の

他
の

部
分

 
0
.7

0
1
.2

2
1
.2

2
1
.8

8
 

上
記

以
外

の
住

宅
 

壁
 

0
.5

3
1
.0

3
1
.0

3
1
.2

9
 

床
外

気
に

接
す

る
部

分
 

0
.4

1
0
.9

2
0
.9

2
1
.1

5
 

そ
の

他
の

部
分

 
0
.4

9
1
.0

1
1
.0

1
1
.2

6
 

 表
２

 住
宅

の
種

類
 

部
位

 

断
熱

材
の

熱
抵

抗
の

基
準

値
(単

位
：
m

2 ・
K

／
W

) 

地
域

の
区

分
※

２
 

1
，

2
(Ⅰ

)
3

(Ⅱ
)

4
(Ⅲ

)
5
-
6

(Ⅳ
)

7
-
8 

(Ⅴ
-
Ⅵ

) 
R
C

造
及

び
組

積

造
の

住
宅

そ
の

他

こ
れ

ら
に

類
す

る
住

宅
 

壁
 

1
.0

 
0
.6

0
.6

0
.4

 

床
外

気
に

接
す

る
部

分
 

1
.2

 
0
.5

0
.5

0
.3

 

そ
の

他
の

部
分

 
0
.8

 
0
.4

0
.4

0
.1

 

上
記

以
外

の
住

宅

壁
真

壁
造

 
 

1
.0

1
.0

0
.7

 

大
壁

造
 

2
.1

 
0
.8

0
.8

0
.6

 

床
外

気
に

接
す

る
部

分
 

2
.6

 
0
.8

0
.8

0
.6

 

そ
の

他
の

部
分

 
2
.1

 
0
.7

0
.7

0
.5

 

 【
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
対

策
等

級
３

（熱
貫

流
率

等
に

よ
る

基
準

）
の

概
要

】
 

熱
橋

と
な

る
部

分
に

よ
る

低
減

を
勘

案
し

た
熱

貫
流

率
が

、
地

域
の

区
分

に
応

じ
、

表
１

に
掲

げ
る

基
準

値
以

下
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
は

各
部

位
断

熱
材

の
熱

抵
抗

が
、

住
宅

の
種

類
及

び
地

域
の

区
分

に
応

じ
、

表
２

の
基

準
値

以
上

で
あ

る
こ

と
。

 

表
１

 

部
位

 

熱
貫

流
率

の
基

準
値

(単
位

：
W

／
m

2
・
k)

地
域

の
区

分
※

２
 

1
，

2
 

(Ⅰ
) 

3
 

(Ⅱ
) 

4
-
8 

(Ⅲ
-
Ⅵ

) 
屋

根
又

は
天

井
 

0
.2

4 
0
.5

2 
0
.6

7 

表
２

 

住
宅

の
種

類
 

部
位

 

断
熱

材
の

熱
抵

抗
の

基
準

値
(単

位
：
m

2 ・
K

／
W

) 

地
域

の
区

分
※

２
 

1
，

2
(Ⅰ

) 
3

(Ⅱ
) 

4
-
8 

(Ⅲ
-
Ⅵ

) 
R
C

造
及

び
組

積
造

の
住

宅
 

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

住
宅

 
屋

根
又

は
天

井

2
.9

 
1
.6

 
1
.1

 

木
造

住
宅

 
4
.3

 
1
.7

 
1
.2

 
上

記
以

外
の

住
宅

 
5
.2

 
2
.0

 
1
.5
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Ｓ

基
準
 

Ａ
基

準
 

【
断

熱
等

性
能

等
級

３
の

概
要

】
 

次
の

a～
c

に
適

合
す

る
こ

と
。

 

a 
外

皮
平

均
熱

貫
流

率
 

地
域

区
分

に
応

じ
、

外
皮

平
均

熱
貫

流
率

が
次

の
基

準
値

以
下

で
あ

る
こ

と
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(Ｗ

/
㎡

・
K

) 

地
域

 

区
分

※
２
 

1
，

2
 

(Ⅰ
) 

3
 

(Ⅱ
) 

4
 

(Ⅲ
) 

5
，

6
 

(Ⅳ
) 

7
 

(Ⅴ
) 

8
 

(Ⅵ
) 

基
準

値
 

0
.5

4 
1
.0

4 
1
.2

5 
1
.5

4 
1
.8

1 
－

 

 

b
 

冷
房

期
平

均
日

射
熱

取
得

率
 

地
域

区
分

に
応

じ
、

冷
房

期
の

平
均

日
射

熱
取

得
率

が
次

の
基

準
値

以
下

で
あ

る
こ

と
。

 

 
地

域
 

区
分

※
2
 

1
-
4 

(Ⅰ
-
Ⅲ

) 

5
 

(Ⅳ
a)

 

6
 

(Ⅳ
b
) 

7
 

(Ⅴ
) 

8
 

(Ⅵ
) 

基
準

値
 

－
 

4
.0

 
3
.8

 
4
.0

 
4
.5

 

 

c 
結

露
対

策
 

次
の

ⅰ
、

ⅱ
に

適
合

す
る

こ
と

。
 

ⅰ
 

グ
ラ

ス
ウ

ー
ル

、
ロ

ッ
ク

ウ
ー

ル
、

セ
ル

ロ
ー

ズ
フ

ァ
イ

バ
ー

等
の

繊
維

系
断

熱
材

等

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

透
湿

抵
抗

の
小

さ
い

断
熱

材
を

使
用

す
る

場
合

は
、

防
湿

材
等

を
室

内
側

に
施

工
し

て
防

湿
層

を
設

け
る

こ
と

。
た

だ
し

、
次

の
イ

か
ら

ホ
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
場

合
は

、
防

湿
層

の
設

置
を

省
略

で
き

る
。

 

イ
 

地
域

区
分

が
８

(Ⅵ
)地

域
で

あ
る

場
合

 

ロ
 

コ
ン

ク
リ
ー

ト
躯

体
又

は
土

塗
壁

の
外

側
に

断
熱

層
が

あ
る

場
合

 

ハ
 

床
断

熱
に

お
い

て
、

断
熱

材
下

側
が

床
下

に
露

出
す

る
場

合
又

は
湿

気
の

排
出

を
妨

げ
な

い
構

成
と

な
っ

て
い

る
場

合
 

ニ
 

断
熱

層
が

単
一

の
材

料
で

均
質

に
施

工
さ

れ
る

場
合

で
、

透
湿

抵
抗

比
が

地
域

区
分

に
応

じ
て

、
次

表
の

値
以

上
と

な
る

場
合

。
 

地
域

区
分

※
２
 

透
湿

抵
抗

比
 

1
-
3
(Ⅰ

、
Ⅱ

) 
４

以
上

（
屋

根
ま

た
は

天
井

の
場

合
に

あ
っ

て
は

５
以

上
）
 

4
(Ⅲ

) 
２

以
上

（
屋

根
ま

た
は

天
井

の
場

合
に

あ
っ

て
は

３
以

上
）
 

5
-
7
(Ⅳ

、
Ⅴ

) 
２

以
上

 

ホ
 

イ
～

ニ
と

同
等

以
上

の
結

露
の

発
生

の
防

止
に

有
効

な
措

置
 

ⅱ
 

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト
造

等
の

住
宅

を
内

断
熱

工
法

に
よ

り
施

工
す

る
場

合
に

あ
っ

て

は
、

断
熱

材
を

コ
ン

ク
リ
ー

ト
躯

体
に

全
面

密
着

さ
せ

る
な

ど
、

室
内

空
気

が
断

熱
材

と

コ
ン

ク
リ
ー

ト
躯

体
の

境
界

に
流

入
し

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
。

 

  

 

③
 
一

次
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

量
等

級
４

（
た

だ
し

、
太

陽
光

発
電

設
備

は
評

価
対

象
外

）
に

適

合
※

４
し

、
か

つ
次

の
a、

b
の

い
ず

れ
か

に
適

合
す

る
こ

と
。

 

a 
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
対

策
等

級
２

 

b
 
断

熱
等

性
能

等
級

２
 

 

【
断

熱
等

等
級

２
の

概
要

】
 

次
の

ⅰ
、

ⅱ
に

適
合

す
る

こ
と

。
 

ⅰ
 

外
皮

平
均

熱
貫

流
率

 

地
域

区
分

に
応

じ
、

外
皮

平
均

熱
貫

流
率

が
次

の
基

準
値

以
下

で
あ

る
こ

と
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(Ｗ
/
㎡

・
K

) 

地
域

 

区
分

※
２
 

1
，

2
 

(Ⅰ
) 

3
 

(Ⅱ
) 

4
 

(Ⅲ
) 

5
，

6
 

(Ⅳ
) 

7
 

(Ⅴ
) 

8
 

(Ⅵ
) 

基
準

値
 

0
.7

2 
1
.2

1 
1
.4

7 
1
.6

7 
2
.3

5 
－

 

 ⅱ
 

結
露

対
策

 

 
グ

ラ
ス

ウ
ー

ル
、

ロ
ッ

ク
ウ

ー
ル

、
セ

ル
ロ

ー
ズ

フ
ァ

イ
バ

ー
等

の
繊

維
系

断
熱

材
等

そ

の
他

こ
れ

ら
に

類
す

る
透

湿
抵

抗
の

小
さ

い
断

熱
材

を
使

用
す

る
場

合
は

、
防

湿
材

等

を
室

内
側

に
施

工
し

て
防

湿
層

を
設

け
る

こ
と

。
た

だ
し

、
次

の
イ

か
ら

ホ
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
場

合
は

、
防

湿
層

の
設

置
を

省
略

で
き

る
。

 

イ
 

地
域

区
分

が
８

(Ⅵ
)地

域
で

あ
る

場
合

 

ロ
 

コ
ン

ク
リ
ー

ト
躯

体
又

は
土

塗
壁

の
外

側
に

断
熱

層
が

あ
る

場
合

 

ハ
 

床
断

熱
に

お
い

て
、

断
熱

材
下

側
が

床
下

に
露

出
す

る
場

合
又

は
湿

気
の

排
出

を
妨

げ
な

い
構

成
と

な
っ

て
い

る
場

合
 

ニ
 

断
熱

層
が

単
一

の
材

料
で

均
質

に
施

工
さ

れ
る

場
合

で
、

透
湿

抵
抗

比
が

地
域

区
分

に
応

じ
て

、
次

表
の

値
以

上
と

な
る

場
合

。
 

地
域

区
分

※
２
 

透
湿

抵
抗

比
 

1
-
3
(Ⅰ

、
Ⅱ

) 
４

以
上

（
屋

根
ま

た
は

天
井

の
場

合
に

あ
っ

て
は

５
以

上
）
 

4
(Ⅲ

) 
２

以
上

（
屋

根
ま

た
は

天
井

の
場

合
に

あ
っ

て
は

３
以

上
）
 

5
-
7
(Ⅳ

、
Ⅴ

) 
２

以
上

 

ホ
 

イ
～

ニ
と

同
等

以
上

の
結

露
の

発
生

の
防

止
に

有
効

な
措

置
 

 

④
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
対

策
等

級
３
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Ｓ

基
準
 

Ａ
基

準
 

 
(2

) 
改

修
タ

イ
プ

 

 
以

下
の

早
見

表
に

掲
げ

る
基

準
に

適
合

し
て

い
る

こ
と

。
 

タ
イ

プ
名

断
熱

仕
様

 
高

効
率

化
等

設
備

 

開
口

部
※

 
床

外
壁

屋
根

 

(天
井

)
暖

房
給

湯
換

気
そ

の
他

 

タ
イ

プ
Ａ

全
居

室
 

全
開

口
部

 

住
宅

全
体

 

（
い

ず
れ

か
１

種
類

）
 

―
 

―
 

―
 

―
 

タ
イ

プ
B

主
た

る
居

室
 

全
開

口
部

以
上

―
―

 
―

 
い

ず
れ

か
の

高
効

率
化

等
設

備
 

１
種

類
以

上
 

タ
イ

プ
C

そ
の

他
 

居
室

1
室

 

全
開

口
部

以
上

―
―

 
―

 
い

ず
れ

か
の

高
効

率
化

等
設

備
 

２
種

類
以

上
 

※
開

口
部

に
は

窓
、

居
室

に
面

す
る

玄
関

ド
ア

、
勝

手
口

ド
ア

を
含

む
。

「
主

た
る

居
室

」
と

は
、

就
寝

を

除
き

日
常

生
活

上
在

室
時

間
が

長
い

居
室

等
の

こ
と

を
い

い
、

居
間

、
ダ

イ
ニ

ン
グ

、
台

所
を

指
す

。

「
そ

の
他

居
室

」
と

は
、

主
た

る
居

室
以

外
の

居
室

で
、

寝
室

・
子

供
室

、
和

室
等

が
該

当
す

る
。

 

【
早

見
表

に
お

け
る

改
修

メ
ニ

ュ
ー

の
仕

様
例

】
 

項
目

 
仕

様
・
メ

ニ
ュ

ー
例

 

断
熱

仕
様

 
原

則
と

し
て

、
「
住

宅
に

係
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

使
用

の
合

理
化

に
関

す
る

設
計

、
施

工
及

び
維

持
保

全
の

指
針

」
附

則
５

に
適

合
す

る
も

の
 

高 効 率 化 等 設 備

暖
房

 
高

効
率

熱
源

機
（
効

率
が

1
0
％

以
上

向
上

す
る

集
中

ボ
イ

ラ
、

組
込

型
エ

ア
コ

ン
等

 

給
湯

 
高

効
率

給
湯

器
（
潜

熱
回

収
型

給
湯

器
、

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

給
湯

器
、

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

・
ガ

ス

瞬
間

式
併

用
給

湯
器

）
、

太
陽

熱
給

湯
器

 

換
気

 
熱

交
換

型
換

気
設

備
（
ダ

ク
ト
式

第
１

種
換

気
設

備
の

場
合

に
限

る
）
 

そ
の

他
家

庭
用

コ
ー

ジ
ェ

ネ
レ

ー
シ

ョ
ン

設
備

 

 

備
考

 

 ※
１

 
住

宅
に

係
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

使
用

の
合

理
化

に
関

す
る

設
計

、
施

工
及

び
維

持
保

全
の

指
針

（
平

成
2
5

年
国

土
交

通
省

告
示

第
9
07

号
。

）
附

則
5

に
掲

げ
る

基
準

に
適

合
し

て
い

る
場

合

は
、

断
熱

等
性

能
等

級
４

の
外

皮
平

均
熱

貫
流

率
及

び
冷

房
期

平
均

日
射

熱
取

得
率

の
基

準
に

適
合

し
て

い
る

も
の

と
み

な
す

こ
と

が
で

き
る

。
 

 ※
２

 
( 

)内
は

H
1
1

年
基

準
に

お
け

る
地

域
区

分
 

 ※
３

 
設

備
仕

様
が

特
定

で
き

な
い

場
合

の
扱

い
に

つ
い

て
 

現
況
の
確
認
に
よ
り
設
備
仕
様
（
種
類
・
性
能
）
が
特
定
で
き
な
い
場
合
は
、
別
表
１
１
，
別
表
１
２
の
該
当
す
る
設
備
の
数
値
を
用
い
て
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
算
定
す

る
。

 
 

※
４

 
「
開

口
部

の
一

定
の

断
熱

措
置

」
に

つ
い

て
 

全
居

室
の

開
口

部
又

は
床

面
積

の
２

％
以

下
（
②

に
つ

い
て

は
４

％
以

下
）
を

除
く

全
開

口
部

に
つ

い
て

、
以

下
の

①
、

②
（
「
住

宅
に

係
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

使
用

の
合

理
化

に
関

す
る

設
計

、
施

工

及
び

維
持

保
全

の
指

針
」
（
平

成
2
5

年
国

土
交

通
省

告
示

第
9
0
7

号
）
附

則
５

(3
)の

開
口

部
比

率
の

区
分

（
ろ

）
の

基
準

）
に

適
合

す
る

こ
と

。
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 ①
開

口
部

の
熱

貫
流

率
が

地
域

区
分

に
応

じ
、

次
の

表
に

掲
げ

る
基

準
値

以
下

で
あ

る
こ

と
。

 

地
域

区
分

 
1
-
3
 

4
 

5
-
7
 

8
 

熱
貫

流
率

の
基

準
値

 

(単
位

：
W

／
m

2
・
k)

 
2
.3

3 
3
.4

9 
4
.6

5 
 

 ②
開

口
部

の
建

具
、

付
属

部
材

、
ひ

さ
し

、
軒

そ
の

他
日

射
の

侵
入

を
防

止
す

る
部

分
が

、
住

宅
の

種
類

、
地

域
区

分
に

応
じ

次
に

掲
げ

る
基

準
値

以
下

で
あ

る
こ

と
。

 

住
宅

の
種

類
 

地
域

区
分

 
建

具
の

種
類

若
し

く
は

そ
の

組
合

せ
又

は
付

属
部

材
、

ひ
さ

し
、

軒
等

の
設

置
 

一
戸

建
て

の
住

宅
 

1
-
4 

 

5
-
7 

次
の

イ
又

は
ロ

に
該

当
す

る
も

の
 

イ
 
ガ

ラ
ス

の
日

射
熱

取
得

率
が

0
.7

4
以

下
で

あ
る

も
の

 

ロ
 
付

属
部

材
又

は
ひ

さ
し

、
軒

等
を

設
け

る
も

の
 

8
 

次
の

イ
又

は
ロ

に
該

当
す

る
も

の
 

イ
 
ガ

ラ
ス

の
日

射
熱

取
得

率
が

0
.6

8
以

下
の

も
の

に
、

ひ
さ

し
、

軒
等

を
設

け
る

も
の

 

ロ
 
付

属
部

材
を

設
け

る
も

の
 

共
同

住
宅

等
 

1
-
7 

 

8
 

付
属

部
材

又
は

ひ
さ

し
、

軒
等

を
設

け
る

も
の

 

 ※
５

 
部

分
評

価
に

つ
い

て
 

部
分

評
価

と
は

、
住

宅
の

部
分

に
つ

い
て

断
熱

区
画

（
以

下
、

部
分

評
価

区
画

と
い

う
）
を

設
定

し
、

そ
の

区
画

内
に

つ
い

て
基

準
に

適
合

す
る

こ
と

を
言

い
、

次
の

①
～

③
に

よ
る

こ
と

。
 

①
 
部

分
評

価
区

画
は

原
則

と
し

て
、

壁
、

床
、

天
井

等
の

熱
的

境
界

に
囲

ま
れ

た
区

画
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
間

仕
切

り
ド

ア
等

の
内

部
建

具
ほ

か
、

ア
コ

ー
デ

ィ
オ

ン
カ

ー
テ

ン
、

パ
ー

テ
ィ

シ
ョ
ン

な
ど

、
簡

易
な

間
仕

切
り

に
よ

り
熱

的
境

界
の

一
部

を
構

成
し

て
も

よ
い

。
 

②
 
部

分
評

価
区

画
に

は
以

下
を

含
む

こ
と

。
 

a 
Ａ

基
準

(1
)①

、
④

に
よ

る
場

合
 

 
：
 

一
以

上
の

居
室

 

b
 
Ａ

基
準

(1
)②

、
③

に
よ

る
場

合
 

 
：
 

主
た

る
居

室
（
居

間
、

食
堂

、
台

所
）
、

浴
室

、
洗

面
所

及
び

便
所

 

③
 

部
分

評
価

区
画

と
部

分
評

価
区

画
外

の
屋

内
空

間
と

の
境

界
に

つ
い

て
は

、
温

度
差

係
数

を
0
.7

と
す

る
。

ま
た

、
断

熱
性

能
等

を
考

慮
し

て
計

算
に

よ
り

温
度

差
係

数
を

設
定

し
て

も
よ

い
。
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別
表
１
１
 
暖
冷
房
設
備
の
最
低
水
準
値
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別
表
１
２
 
暖
冷
房
設
備
以
外
の
最
低
水
準
値

 

設
備

機
器

の
種

類
 

設
備

仕
様

が
特

定
で

き
な

い
場

合
の

性
能

値
 

（
最

低
水

準
値

）
 

暖
冷

房
設

備
 

 
 

 
ダ

ク
ト
式

セ
ン

ト
ラ

ル
空

調
 

（
ヒ

ー
ト
ポ

ン
プ

式
熱

源
）
 

暖
房

C
O

P
＝

3
.7

6
 

 
冷

房
C

O
P
＝

3
.1

7
 

 
ル

ー
ム

エ
ア

コ
ン

デ
ィ

シ
ョ
ナ

ー
 

暖
房

C
O

P
＝

3
.0

0
 

 
冷

房
C

O
P
＝

2
.5

0
 

 
F
F

式
暖

房
機

 
定

格
能

力
に

お
け

る
 

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
効

率
＝

7
9
.1

％
 

 
温

水
暖

房
 

 
 

 
 

 
床

暖
房

 
 

 

 
 

 
 

上
面

放
熱

率
 

7
0
%
未

満
 

 
 

 
 

敷
設

率
 

5
0
%
 

 
 

 
ガ

ス
熱

源
機

 
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

効
率

＝
7
5
.2

％
 

 
 

 
石

油
熱

源
機

 
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

効
率

＝
7
6
.3

％
 

 
 

 
電

気
式

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

式
熱

源
機

 
C

O
P
＝

3
.4

8
 

 
 

 
電

気
ヒ

ー
タ

ー
式

熱
源

機
 

－
 

 
 

 
断

熱
配

管
 

な
し

 

 
電

気
蓄

熱
式

暖
房

機
 

蓄
熱

効
率

＝
0
.8

5
 

 
電

気
ヒ

ー
タ

ー
式

床
暖

房
 

 
 

 
上

面
放

熱
率

 
7
0
%
未

満
 

 
 

 
敷

設
率

 
5
0
%
 

 
上

記
以

外
 

地
域

区
分

毎
の

標
準

設
備

と
し

、
性

能
値

は
そ

れ
ぞ

れ
の

最
低

水
準

値
と

す
る

 

 
 

設
備

機
器

の
種

類
 

設
備

仕
様

が
特

定
で

き
な

い
場

合
の

性
能

値
 

（
最

低
水

準
値

）
 

換
気

設
備

 
第

1
種

ダ
ク

ト
式

 
S
F
P
＝

0
.9

 

第
3

種
換

気
 

 
 

S
F
P
＝

0
.3

 
 

給
湯

設
備

 
 

 

 
ガ

ス
給

湯
器

 
JI

S
効

率
＝

6
7
.4

％
 

 
石

油
給

湯
器

 
JI

S
効

率
＝

7
2
.9

％
 

 
電

気
ヒ

ー
タ

ー
式

温
水

器
 

－
 

 
電

気
ヒ

ー
ト
ポ

ン
プ

給
湯

機
 

JI
S

効
率

＝
2
.4

 

 
上

記
以

外
の

機
器

 
ガ

ス
給

湯
器

で
JI

S
効

率
＝

6
7
.4

%
と

し
て

扱
う

 

照
明

設
備

 
＊

現
況

の
確

認
で

仕
様

の
確

認
が

可
能

な
た

め
、

設

定
し

な
い

 

そ
の

他
の

設
備

 
＊

設
置

し
て

い
な

い
も

の
と

し
て

扱
う
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別
表
１
３
 
断
熱
材
種
類
ま
で
確
認
で
き
る
場
合
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
別
表
１
４
 
断
熱
材
の
分
類
ま
で
確
認
で
き
る
場
合

 

断
熱
材
の

 

分
類

 
断
熱
材
種
類

 

（
い
）

 
（
ろ
）

 

熱
伝
導
率
λ

 

（
W

/(
m
･
K

)）
 

厚
さ

d 

発
泡
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
系

 

A
種
ビ
ー
ズ
法

ポ
リ
ス
チ
レ
ン
フ
ォ
ー
ム
保
温
板

 
0.

04
3 

10
㎜

 

A
種
押
出
法
ポ

リ
ス
チ
レ
ン
フ
ォ
ー
ム
保
温
板

 
0.

04
0 

20
㎜

 

A
種
フ
ェ
ノ
ー

ル
フ
ォ
ー
ム
保
温
板

 
0.

02
6 

15
㎜

 

A
種
高
発
泡
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
フ
ォ
ー
ム
保
温
板

 
0.

04
2 

25
㎜

 

A
種
硬
質
ウ
レ

タ
ン
フ
ォ
ー
ム
保
温
板
（
ボ
ー
ド
品
）

 
0.

02
4 

7
㎜

 

吹
付
け
硬
質
ウ
レ
タ
ン
フ
ォ
ー
ム
（
現
場
発
泡
品
）

 
0.

02
6 

10
㎜

 

繊
維
系

 
グ
ラ
ス
ウ
ー
ル

 
0.

05
0 

50
㎜

 

ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル

 
0.

03
8 

50
㎜

 

吹
込
み
用

 

繊
維
系

 

吹
込
み
用
グ
ラ
ス
ウ
ー
ル

 
0.

05
2 

10
0
㎜

 

吹
込
み
用
ロ
ッ
ク
ル
ー
ル

 
0.

04
7 

10
0
㎜

 

吹
込
み
用
セ
ル
ロ
ー
ス
フ
ァ
イ
バ
ー

 
0.

04
0 

10
0
㎜

 

 別
表
１
５
 
外
壁
と
床
の
繊
維
系
断
熱
材
に
お
い
て
厚
さ
が
実
測
で
き
る
場
合
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
別
表
１
２
 
断
熱
材
の
分
類

 

実
測
厚
さ

 
計
算
に
用
い
る
厚
さ

d 

50
㎜
未
満

 
実
測
値

 

50
㎜
以

上
75

㎜
未
満

 
50

㎜
 

75
㎜
以

上
10

0
㎜
未
満

 
75

㎜
 

10
0
㎜
以
上

 
10

0
㎜

 

 
 

断
熱
材
の
分
類

 

（
い
）

 
（
ろ
）

 

熱
伝
導
率
λ

 

（
W

/(
m
･
K

)）
厚
さ

d 

発
泡
プ
ラ
ス
チ
ッ

 

ク
系

 
0.

04
3 

10
㎜

 

繊
維
系

 
0.

05
0 

50
㎜

 

吹
込
み
用

 

繊
維
系

 
0.

05
2 

10
0
㎜
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４
．
維

持
管

理
・更

新
の

容
易

性
 

4
-1

. 
一

戸
建

て
の

住
宅

 
 

 

 
Ｓ

基
準
 

Ａ
基

準
 

概
要
 

新
築

認
定

基
準

（
＝

維
持

管
理

対
策

等
級

３
（
ガ

ス
管

除
く

）
に

加
え

、
一

定
の

基
準

）
に

適
合

す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

一
部

の
基

準
に

つ
い

て
は

同
等

と
認

め
ら

れ
る

代
替

基
準

に
よ

る
適

合
を

可
と

す
る

。
 

維
持

管
理

対
策

等
級

２
（
ガ

ス
管

除
く

）
に

加
え

、
一

定
の

基
準

に
適

合
す

る
こ

と
。

 

た
だ

し
、

一
部

の
基

準
に

つ
い

て
は

同
等

と
認

め
ら

れ
る

代
替

基
準

に
よ

る
適

合
を

可
と

す
る

。
 

 

基
準
 

次
の

基
準

に
適

合
す

る
こ

と
。

 
次

の
基

準
に

適
合

す
る

こ
と

。
 

 

専
用

配
管

の
構

造
 

次
の

(1
)～

(5
)に

適
合

す
る

こ
と

。
 

(1
) 

原
則

と
し

て
専

用
の

給
水

管
、

排
水

管
、

給
湯

管
（
以

下
、

「
４

．
維

持
管

理
・
更

新
の

容
易

性
」
に

お
い

て
「
専

用
配

管
」
と

い
う

。
）
が

、
壁

、
柱

、
床

、
は

り
及

び
基

礎
の

立
上

り
部

分
を

貫
通

す
る

場
合

を
除

き
、

コ
ン

ク
リ
ー

ト
内

に
埋

め
込

ま
れ

て
い

な
い

こ
と

。
 

た
だ

し
、

現
状

支
障

な
く

使
用

で
き

て
い

る
場

合
に

限
り

、
将

来
的

に
上

記
を

満
た

す
よ

う
更

新
す

る
こ

と
と

し
、

そ
の

内
容

を
維

持
保

全
計

画
に

記
載

す
る

場
合

は
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

 

(2
) 

床
下

か
ら

屋
外

へ
接

続
す

る
部

分
で

基
礎

下
に

配
管

さ
れ

て
い

る
部

分
を

除
き

、
原

則
と

し

て
、

地
中

埋
設

さ
れ

た
専

用
配

管
の

上
に

コ
ン

ク
リ
ー

ト
が

打
設

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

。
 

た
だ

し
、

現
状

支
障

な
く

使
用

で
き

て
い

る
場

合
に

限
り

、
将

来
的

に
上

記
を

満
た

す
よ

う
更

新
す

る
こ

と
と

し
、

そ
の

内
容

を
維

持
保

全
計

画
に

記
載

す
る

場
合

は
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

 

(3
) 

専
用

排
水

管
（
継

手
及

び
ヘ

ッ
ダ

ー
を

含
む

。
以

下
同

じ
。

）
の

内
面

が
、

清
掃

に
支

障
無

い
よ

う
に

平
滑

で
、

か
つ

当
該

排
水

管
が

清
掃

に
支

障
無

い
よ

う
に

適
切

に
設

置
さ

れ
て

い

る
こ

と
。

 

(4
) 

専
用

排
水

管
に

は
、

掃
除

口
が

設
け

ら
れ

て
い

る
か

、
又

は
清

掃
が

可
能

な
措

置
が

講
じ

ら

れ
た

ト
ラ

ッ
プ

が
設

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
た

だ
し

、
便

所
の

排
水

管
で

便
所

に
隣

接
す

る
排

水
ま

す
に

あ
っ

て
は

、
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

 

(5
) 

設
備

機
器

と
専

用
配

管
の

接
合

部
並

び
に

専
用

配
管

の
バ

ル
ブ

及
び

ヘ
ッ

ダ
ー

（
以

下
、

「
主

要
接

合
部

等
」
と

い
う

。
）
又

は
排

水
管

の
掃

除
口

が
仕

上
げ

材
等

に
よ

り
隠

蔽
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
主

要
接

合
部

等
を

点
検

す
る

た
め

に
必

要
な

開
口

又
は

掃
除

口
に

よ
る

清
掃

を
行

う
た

め
に

必
要

な
開

口
が

当
該

仕
上

げ
材

等
に

設
け

ら
れ

て
い

る
こ

と
。

 

 

次
の

(1
)～

(3
)に

適
合

す
る

こ
と

。
 

(1
) 

原
則

と
し

て
専

用
配

管
が

、
壁

、
柱

、
床

、
は

り
及

び
基

礎
の

立
上

り
部

分
を

貫
通

す
る

場
合

を
除

き
、

コ
ン

ク
リ
ー

ト
内

に
埋

め
込

ま
れ

て
な

い
こ

と
。

 

た
だ

し
、

現
状

支
障

な
く

使
用

で
き

て
い

る
場

合
に

限
り

、
将

来
的

に
上

記
を

満
た

す
よ

う
更

新
す

る
こ

と
と

し
、

そ
の

内
容

を
維

持
保

全
計

画
に

記
載

す
る

場
合

は
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

 

 

(2
) 

床
下

か
ら

屋
外

へ
接

続
す

る
部

分
で

基
礎

下
に

配
管

さ
れ

て
い

る
部

分
を

除
き

、
原

則
と

し

て
、

地
中

埋
設

さ
れ

た
専

用
配

管
の

上
に

コ
ン

ク
リ
ー

ト
が

打
設

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

。
 

た
だ

し
、

現
状

支
障

な
く

使
用

で
き

て
い

る
場

合
に

限
り

、
将

来
的

に
上

記
を

満
た

す
よ

う
更

新
す

る
こ

と
と

し
、

そ
の

内
容

を
維

持
保

全
計

画
に

記
載

す
る

場
合

は
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

 

(3
) 

専
用

排
水

管
の

う
ち

、
改

修
を

行
う

部
分

及
び

厨
房

用
の

排
水

管
の

内
面

が
、

清
掃

に
支

障
無

い
よ

う
に

平
滑

で
、

か
つ

当
該

排
水

管
が

清
掃

に
支

障
無

い
よ

う
に

適
切

に
設

置
さ

れ

て
い

る
こ

と
。
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4
-2

. 
共

同
住

宅
等

 
 

 
Ｓ

基
準
 

Ａ
基

準
 

概
要
 

新
築

認
定

基
準

（
＝

維
持

管
理

対
策

等
級

３
（
ガ

ス
管

除
く

）
に

加
え

、
一

定
の

基
準

）
に

適
合

す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

一
部

の
基

準
に

つ
い

て
は

同
等

と
認

め
ら

れ
る

代
替

基
準

に
よ

る
適

合
を

可
と

す
る

。
 

維
持

管
理

対
策

等
級

２
（
ガ

ス
管

除
く

）
に

加
え

、
一

定
の

基
準

に
適

合
す

る
こ

と
。

 

た
だ

し
、

一
部

の
基

準
に

つ
い

て
は

同
等

と
認

め
ら

れ
る

代
替

基
準

に
よ

る
適

合
を

可
と

す
る

。
 

 

基
準
 

次
の

a～
c

に
適

合
す

る
こ

と
。

 
次

の
a～

c
に

適
合

す
る

こ
と

。
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.
専

用
配

管
の

構
造
 

次
の

(1
)～

(6
)に

適
合

す
る

こ
と

。
 

(1
) 

原
則

と
し

て
専

用
配

管
が

、
壁

、
柱

、
床

、
は

り
及

び
基

礎
の

立
上

り
部

分
を

貫
通

す
る

場

合
、

及
び

P
S

か
ら

住
戸

内
へ

の
引

き
込

み
部

分
が

シ
ン

ダ
ー

コ
ン

ク
リ
ー

ト
等

へ
埋

め
込

ま

れ
て

い
る

場
合

を
除

き
、

コ
ン

ク
リ
ー

ト
内

に
埋

め
込

ま
れ

て
な

い
こ

と
。

 

た
だ

し
、

現
状

支
障

な
く

使
用

で
き

て
い

る
場

合
に

限
り

、
将

来
的

に
上

記
を

満
た

す
よ

う
更

新
す

る
こ

と
と

し
、

そ
の

内
容

を
維

持
保

全
計

画
に

記
載

す
る

場
合

は
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

 

(2
) 

原
則

と
し

て
、

地
中

埋
設

さ
れ

た
専

用
配

管
の

上
に

コ
ン

ク
リ

ー
ト
が

打
設

さ
れ

て
い

な
い

こ

と
。

 

た
だ

し
、

現
状

支
障

な
く

使
用

で
き

て
い

る
場

合
に

限
り

、
将

来
的

に
上

記
を

満
た

す
よ

う
更

新
す

る
こ

と
と

し
、

そ
の

内
容

を
維

持
保

全
計

画
に

記
載

す
る

場
合

は
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

 

(3
) 

専
用

配
管

が
他

住
戸

等
の

専
用

部
分

に
設

置
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
。

 

 

(4
) 

専
用

排
水

管
の

内
面

が
、

清
掃

に
支

障
無

い
よ

う
に

平
滑

で
、

か
つ

当
該

排
水

管
が

清
掃

に
支

障
無

い
よ

う
に

適
切

に
設

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(5
) 

専
用

排
水

管
に

は
、

掃
除

口
が

設
け

ら
れ

て
い

る
か

、
又

は
清

掃
が

可
能

な
措

置
が

講
じ

ら

れ
た

ト
ラ

ッ
プ

が
設

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
た

だ
し

、
便

所
の

排
水

管
で

便
所

に
隣

接
す

る
排

水
ま

す
又

は
共

用
立

管
に

接
続

す
る

も
の

に
あ

っ
て

は
、

こ
の

限
り

で
は

な
い

。
 

(6
) 

設
備

機
器

と
専

用
配

管
の

接
合

部
並

び
に

専
用

配
管

の
バ

ル
ブ

及
び

ヘ
ッ

ダ
ー

（
以

下
、

「
主

要
接

合
部

等
」
と

い
う

。
）
又

は
排

水
管

の
掃

除
口

が
仕

上
げ

材
等

に
よ

り
隠

蔽
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
主

要
接

合
部

等
を

点
検

す
る

た
め

に
必

要
な

開
口

又
は

掃
除

口
に

よ
る

清
掃

を
行

う
た

め
に

必
要

な
開

口
が

当
該

仕
上

げ
材

等
に

設
け

ら
れ

て
い

る
こ

と
。

 

 

次
の

(1
)～

(4
)に

適
合

す
る

こ
と

。
 

(1
) 

原
則

と
し

て
専

用
配

管
が

、
壁

、
柱

、
床

、
は

り
及

び
基

礎
の

立
上

り
部

分
を

貫
通

す
る

場

合
、

及
び

P
S

か
ら

住
戸

内
へ

の
引

き
込

み
部

分
が

シ
ン

ダ
ー

コ
ン

ク
リ
ー

ト
等

へ
埋

め
込

ま

れ
て

い
る

場
合

を
除

き
、

コ
ン

ク
リ
ー

ト
内

に
埋

め
込

ま
れ

て
な

い
こ

と
。

 

た
だ

し
、

現
状

支
障

な
く

使
用

で
き

て
い

る
場

合
に

限
り

、
将

来
的

に
上

記
を

満
た

す
よ

う
更

新
す

る
こ

と
と

し
、

そ
の

内
容

を
維

持
保

全
計

画
に

記
載

す
る

場
合

は
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

 

(2
) 

原
則

と
し

て
、

地
中

埋
設

さ
れ

た
専

用
配

管
の

上
に

コ
ン

ク
リ

ー
ト

が
打

設
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
。

 

た
だ

し
、

現
状

支
障

な
く

使
用

で
き

て
い

る
場

合
に

限
り

、
将

来
的

に
上

記
を

満
た

す
よ

う
更

新
す

る
こ

と
と

し
、

そ
の

内
容

を
維

持
保

全
計

画
に

記
載

す
る

場
合

は
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

 

(3
) 

原
則

と
し

て
、

専
用

配
管

が
他

住
戸

等
の

専
用

部
分

に
設

置
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
。

他
住

戸

等
の

専
用

部
分

を
貫

通
し

て
い

る
場

合
は

以
下

の
対

応
が

図
ら

れ
て

い
る

こ
と

。
 

・
 当

該
部

分
の

点
検

、
清

掃
を

床
面

か
ら

行
う

こ
と

が
で

き
る

こ
と

。
（
便

器
を

取
り

外
し

て
点

検
・

清
掃

で
き

れ
ば

可
）
ま

た
、

管
理

者
の

住
戸

内
へ

の
立

入
が

可
能

で
あ

る
こ

と
。

 

・
 将

来
の

共
用

部
分

の
排

水
立

管
の

改
修

に
合

わ
せ

て
、

専
用

配
管

を
更

新
す

る
こ

と
と

し
、

そ
の

内
容

を
維

持
保

全
計

画
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

・
 浴

室
排

水
管

が
階

下
の

他
住

戸
等

に
設

置
さ

れ
て

い
る

場
合

、
浴

室
の

床
ス

ラ
ブ

防
水

改

修
な

ど
適

切
な

措
置

が
長

期
修

繕
計

画
、

リ
フ

ォ
ー

ム
細

則
等

に
位

置
付

け
ら

れ
て

い
る

こ

と
。

 

(4
) 

専
用

排
水

管
の

う
ち

、
改

修
を

行
う

部
分

及
び

厨
房

用
の

排
水

管
の

内
面

が
、

清
掃

に
支

障

無
い

よ
う

に
平

滑
で

、
か

つ
当

該
排

水
管

が
清

掃
に

支
障

無
い

よ
う

に
適

切
に

設
置

さ
れ

て

い
る

こ
と

。
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次
の

(1
)～

(8
)に

適
合

す
る

こ
と

。
 

(1
) 

原
則

と
し

て
、

共
用

の
給

水
管

、
排

水
管

、
給

湯
管

（
以

下
、

「
４

．
維

持
管

理
・
更

新
の

容
易

性
」
に

お
い

て
「
共

用
配

管
」
と

い
う

。
）
が

壁
、

柱
、

床
、

は
り

及
び

基
礎

の
立

上
り

部
分

を
貫

通
す

る
場

合
を

除
き

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
内

に
埋

め
込

ま
れ

て
い

な
い

こ
と

。
 

た
だ

し
、

現
状

支
障

な
く

使
用

で
き

て
い

る
場

合
に

限
り

、
将

来
的

に
上

記
を

満
た

す
よ

う
更

次
の

(1
)～

(6
)に

適
合

す
る

こ
と

。
 

(1
) 

原
則

と
し

て
、

共
用

配
管

が
壁

、
柱

、
床

、
は

り
及

び
基

礎
の

立
上

り
部

分
を

貫
通

す
る

場
合

を
除

き
、

コ
ン

ク
リ
ー

ト
内

に
埋

め
込

ま
れ

て
い

な
い

こ
と

。
 

た
だ

し
、

現
状

支
障

な
く

使
用

で
き

て
い

る
場

合
に

限
り

、
将

来
的

に
上

記
を

満
た

す
よ

う
更

新
す

る
こ

と
と

し
、

そ
の

内
容

を
維

持
保

全
計

画
に

記
載

す
る

場
合

は
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

 

－68－
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(
続

き
)
 

 

新
す

る
こ

と
と

し
、

そ
の

内
容

を
維

持
保

全
計

画
に

記
載

す
る

場
合

は
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

 

(2
) 

原
則

と
し

て
、

地
中

埋
設

さ
れ

た
共

用
配

管
の

上
に

コ
ン

ク
リ

ー
ト
が

打
設

さ
れ

て
い

な
い

こ

と
。

 

た
だ

し
、

現
状

支
障

な
く

使
用

で
き

て
い

る
場

合
に

限
り

、
将

来
的

に
上

記
を

満
た

す
よ

う
更

新
す

る
こ

と
と

し
、

そ
の

内
容

を
維

持
保

全
計

画
に

記
載

す
る

場
合

は
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

 

(3
) 

共
用

排
水

管
に

は
、

共
用

立
管

に
あ

っ
て

は
最

上
階

又
は

屋
上

、
最

下
階

及
び

３
階

以
内

お
き

の
中

間
階

又
は

1
5
m

以
内

ご
と

に
、

横
主

管
に

あ
っ

て
は

1
5
m

以
内

ご
と

で
あ

っ
て

、

管
の

曲
が

り
が

連
続

す
る

こ
と

、
管

が
合

流
す

る
こ

と
等

に
よ

り
管

の
清

掃
に

支
障

が
生

じ
や

す
い

部
分

が
あ

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
支

障
な

く
清

掃
が

行
え

る
位

置
に

掃
除

口
が

設
け

ら

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(4
) 

主
要

接
合

部
等

又
は

排
水

管
の

掃
除

口
に

お
け

る
点

検
又

は
清

掃
可

能
な

開
口

が
設

置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(5
) 

排
水

管
の

内
面

が
清

掃
に

支
障

無
い

よ
う

に
平

滑
で

、
か

つ
当

該
排

水
管

が
清

掃
に

支
障

無
い

よ
う

に
適

切
に

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(6
) 

横
主

管
が

設
置

さ
れ

て
い

る
場

合
に

お
い

て
は

、
当

該
配

管
が

ピ
ッ

ト
若

し
く

は
１

階
床

下
空

間
内

又
は

ピ
ロ

テ
ィ

等
の

共
用

部
分

に
設

け
ら

れ
、

か
つ

、
人

通
孔

そ
の

他
当

該
配

管
に

人

が
到

達
で

き
る

経
路

(専
用

部
分

に
立

ち
入

ら
な

い
で

到
達

で
き

る
も

の
に

限
る

)が
設

け
ら

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(7
) 

共
用

配
管

が
、

専
用

部
分

に
立

ち
入

ら
な

い
で

補
修

で
き

る
位

置
に

露
出

し
て

い
る

か
、

又

は
専

用
部

分
に

立
ち

入
ら

な
い

で
補

修
が

行
え

る
開

口
を

持
つ

P
S

内
に

設
け

ら
れ

て
い

る

こ
と

。
た

だ
し

、
当

該
住

戸
、

及
び

新
築

時
の

標
準

住
戸

に
お

い
て

、
維

持
管

理
の

円
滑

な

実
施

の
た

め
に

必
要

な
措

置
が

講
じ

ら
れ

て
い

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

(8
) 

次
の

①
、

②
及

び
、

③
又

は
④

の
措

置
を

講
じ

る
こ

と
 

①
排

水
管

の
接

続
替

え
を

容
易

に
行

う
た

め
の

措
置

が
講

じ
ら

れ
て

い
る

こ
と

。
 

②
共

用
排

水
管

の
撤

去
、

接
続

替
え

そ
の

他
更

新
の

た
め

の
空

間
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

③
共

用
排

水
管

の
切

断
工

事
を

軽
減

す
る

措
置

が
講

じ
ら

れ
て

お
り

、
か

つ
、

共
用

排
水

管

が
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

床
等

を
貫

通
す

る
部

分
に

、
共

用
排

水
管

の
撤

去
の

際
の

は
つ

り
工

事

を
軽

減
す

る
措

置
が

講
じ

ら
れ

て
い

る
こ

と
。

 

④
共

用
排

水
管

の
近

傍
等

に
、

別
に

新
た

な
共

用
排

水
管

を
設

置
す

る
こ

と
が

で
き

る
空

間
、

ス
リ
ー

ブ
等

が
設

け
ら

れ
て

い
る

こ
と

。
 

 

(2
) 

原
則

と
し

て
、

地
中

埋
設

さ
れ

た
共

用
配

管
の

上
に

コ
ン

ク
リ

ー
ト
が

打
設

さ
れ

て
い

な
い

こ

と
。

 

た
だ

し
、

現
状

支
障

な
く

使
用

で
き

て
い

る
場

合
に

限
り

、
将

来
的

に
上

記
を

満
た

す
よ

う
更

新
す

る
こ

と
と

し
、

そ
の

内
容

を
維

持
保

全
計

画
に

記
載

す
る

場
合

は
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

 

(3
) 

共
用

排
水

管
に

は
、

共
用

立
管

に
あ

っ
て

は
最

上
階

又
は

屋
上

、
最

下
階

及
び

３
階

以
内

お
き

の
中

間
階

又
は

1
5
m

以
内

ご
と

に
、

横
主

管
に

あ
っ

て
は

1
5
m

以
内

ご
と

で
あ

っ
て

、

管
の

曲
が

り
が

連
続

す
る

こ
と

、
管

が
合

流
す

る
こ

と
等

に
よ

り
管

の
清

掃
に

支
障

が
生

じ
や

す
い

部
分

が
あ

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
支

障
な

く
清

掃
が

行
え

る
位

置
に

掃
除

口
が

設
け

ら

れ
て

い
る

こ
と

。
 

(4
) 

主
要

接
合

部
等

又
は

共
用

排
水

管
の

掃
除

口
に

お
け

る
点

検
又

は
清

掃
可

能
な

開
口

が

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(5
) 

共
用

排
水

管
の

う
ち

、
改

修
を

行
う

部
分

の
内

面
が

清
掃

に
支

障
無

い
よ

う
に

平
滑

で
、

か

つ
当

該
排

水
管

が
清

掃
に

支
障

無
い

よ
う

に
適

切
に

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

 

(6
) 

将
来

的
に

、
他

住
戸

等
の

専
用

部
分

に
設

置
さ

れ
て

い
る

専
用

配
管

の
更

新
を

行
う

場
合

は
、

共
用

排
水

立
管

に
つ

い
て

の
必

要
な

措
置

を
講

じ
て

い
る

こ
と

、
又

は
そ

の
計

画
が

立

案
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
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５
．
高

齢
者

等
対

策
（共

同
住

宅
等

の
場

合
） 

 

 
Ｓ

基
準
 

Ａ
基

準
 

概
要
 

新
築

認
定

基
準

（
＝

高
齢

者
等

配
慮

対
策

（
共

用
部

分
）
等

級
３

の
う

ち
一

部
の

項
目

）
に

適
合

す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

設
置

に
代

え
て

階
段

両
側

手
す

り
設

置
を

可
と

す
る

。
 

新
築

認
定

基
準

（
＝

高
齢

者
等

配
慮

対
策

（
共

用
部

分
）
等

級
３

の
う

ち
一

部
の

項
目

）
に

適
合

す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

設
置

を
除

く
。

 

基
準
 

次
の

(1
)～

(4
)に

適
合

し
て

い
る

こ
と

。
対

象
住

戸
ま

で
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
を

利
用

で
き

な
い

場
合

は

(5
)～

(8
)に

つ
い

て
も

適
合

し
て

い
る

こ
と

。
 

次
の

(1
)～

(3
)に

適
合

し
て

い
る

こ
と

。
対

象
住

戸
ま

で
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
を

利
用

で
き

な
い

場
合

は

(4
)～

(6
)に

つ
い

て
も

適
合

し
て

い
る

こ
と

。
 

 

(1
) 

共
用

廊
下

の
幅

員
：
中

廊
下

1
.6

m
、

片
廊

下
1
.2

ｍ
 

(2
) 

危
険

な
階

段
形

状
の

禁
止

（
最

上
段

の
通

路
等

へ
の

食
い

込
み

部
分

お
よ

び
最

下
段

の

通
路

等
へ

の
突

出
部

分
が

設
け

ら
れ

て
い

な
い

こ
と

。
）
 

(3
) 

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

の
出

入
り

口
の

 
有

効
な

幅
員

が
8
0
0
m

m
以

上
で

あ
る

こ
と

、
及

び
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
ホ

ー
ル

に
一

辺
1
5
0
0
m

m
と

す
る

正
方

形
の

空
間

を
確

保
で

き
る

こ
と

 

(4
) 

建
築

基
準

法
施

行
令

第
2
3

条
～

2
7

条
、

第
1
1
9

条
お

よ
び

第
1
2
6

条
第

1
項

に
適

合

(5
) 

共
用

階
段

の
両

側
に

手
す

り
を

設
置

す
る

こ
と

。
 

(6
) 

共
用

階
段

踏
面

2
4
0
m

m
以

上
、

蹴
上

寸
法

の
２

倍
と

踏
面

寸
法

の
和

が
5
5
0
～

6
5
0
m

m
 

(7
) 

共
用

階
段

の
蹴

込
み

3
0
m

m
以

内
 

(8
) 

共
用

階
段

幅
員

9
0
0
m

m
以

上
 

(1
) 

共
用

廊
下

の
幅

員
：
中

廊
下

1
.6

m
、

片
廊

下
1
.2

ｍ
 

(2
) 

危
険

な
階

段
形

状
の

禁
止

（
最

上
段

の
通

路
等

へ
の

食
い

込
み

部
分

お
よ

び
最

下
段

の

通
路

等
へ

の
突

出
部

分
が

設
け

ら
れ

て
い

な
い

こ
と

。
）
 

(3
) 

建
築

基
準

法
施

行
令

第
2
3

条
～

2
7

条
、

第
1
1
9

条
お

よ
び

第
1
2
6

条
第

1
項

に
適

合
 

(4
) 

共
用

階
段

踏
面

2
4
0
m

m
以

上
、

蹴
上

寸
法

の
２

倍
と

踏
面

寸
法

の
和

が
5
5
0
～

6
5
0
m

m
 

(5
) 

共
用

階
段

の
蹴

込
み

3
0
m

m
以

内
 

(6
) 

共
用

階
段

幅
員

9
0
0
m

m
以

上
 

 
 
 

 ６
．

可
変

性
（共

同
住

宅
及

び
長

屋
の

場
合

） 
 

 
Ｓ

基
準
 

Ａ
基

準
 

基
準
 

次
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
こ

と
。

 

(1
) 

躯
体

天
井

高
さ

※
１
＝

2
,6

5
0
m

m
以

上
 

(2
) 

居
室

天
井

高
さ

※
２
＝

2
,4

0
0
m

m
以

上
 

－
 

 

備
考
 

※
１

 
躯

体
天

井
高

さ
 

・
住

戸
の

構
造

躯
体

等
で

あ
る

床
版

等
の

上
面

か
ら

上
階

の
構

造
躯

体
等

で
あ

る
床

版
等

の
下

面
ま

で
の

空
間

の
内

法
高

さ
と

す
る

。
 

・
異

な
る

躯
体

天
井

高
さ

が
存

す
る

場
合

は
、

床
面

積
の

1
/
2

以
上

が
該

当
す

る
空

間
の

内
法

高
さ

と
す

る
こ

と
。

 

※
２

 
居

室
天

井
高

さ
 

・
認

定
対

象
住

戸
の

床
の

上
面

か
ら

天
井

の
下

面
ま

で
の

空
間

の
内

法
高

さ
と

す
る

。
 

・
天

井
高

さ
が

異
な

る
居

室
が

存
す

る
場

合
は

、
居

室
床

面
積

の
1
/
2

以
上

が
該

当
す

る
空

間
の

内
法

高
さ

と
す

る
こ

と
。
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７
．

住
戸

面
積

の
確

保
 
 

 

基
準
 

次
の

(1
)、

(2
)に

適
合

す
る

こ
と

。
 

(1
) 

少
な

く
と

も
１

の
階

の
床

面
積

（
階

段
部

分
を

除
く

）
が

4
0

㎡
以

上
 

(2
) 

床
面

積
の

合
計

が
下

記
に

適
合

す
る

こ
と

。
 

〔
戸

建
て

住
宅

〕
 
 
 
5
5

㎡
以

上
（
１

人
世

帯
の

一
般

型
誘

導
居

住
面

積
水

準
）
 

〔
共

同
住

宅
等

〕
 
 
 
4
0

㎡
以

上
（
１

人
世

帯
の

都
市

居
住

型
誘

導
居

住
面

積
水

準
）
 

 ８
．

居
住

環
境

 
 

 

基
準
 

地
区

計
画

、
景

観
計

画
、

条
例

に
よ

る
ま

ち
な

み
等

の
計

画
、

建
築

協
定

、
景

観
協

定
等

の
区

域
内

に
あ

る
場

合
に

は
、

こ
れ

ら
の

内
容

と
調

和
が

図
ら

れ
る

こ
と

。
 

既
存

建
築

物
へ

の
遡

及
に

つ
い

て
は

、
地

区
計

画
等

の
規

定
内

容
に

準
じ

る
。

 

 ９
．
維

持
保

全
計

画
の

策
定

 
 

 

基
準
 

維
持

保
全

の
期

間
（
3
0

年
以

上
）
に

つ
い

て
、

次
の

(1
)～

(8
)を

維
持

保
全

計
画

と
し

て
定

め
る

こ
と

。
 

(1
) 

以
下

の
う

ち
、

リ
フ

ォ
ー

ム
工

事
を

行
っ

た
部

分
※

の
点

検
の

時
期

・
内

容
。

 

①
 構

造
耐

力
上

主
要

な
部

分
 

②
 雨

水
浸

入
を

防
止

す
る

部
分

 

③
 給

水
・
排

水
の

設
備

 

(2
) 

(1
)の

点
検

は
少

な
く

と
も

1
0

年
ご

と
に

実
施

す
る

こ
と

。
 

(3
) 

イ
ン

ス
ペ

ク
シ

ョ
ン

に
よ

り
判

明
し

た
劣

化
事

象
に

つ
い

て
リ
フ

ォ
ー

ム
時

に
補

修
を

行
わ

な
い

場
合

、
劣

化
の

状
況

に
応

じ
た

当
該

部
分

の
調

査
、

修
繕

及
び

改
良

の
時

期
・
内

容
。

 

(4
) 

点
検

の
結

果
を

踏
ま

え
、

必
要

に
応

じ
調

査
、

修
繕

又
は

改
良

を
行

う
こ

と
。

 

(5
) 

地
震

時
及

び
台

風
時

に
臨

時
点

検
を

実
施

す
る

こ
と

。
 

(6
) 

劣
化

状
況

に
応

じ
て

、
維

持
保

全
の

方
法

に
つ

い
て

見
直

し
を

行
う

こ
と

。
 

(7
) 

計
画

の
変

更
が

あ
っ

た
場

合
に

、
必

要
に

応
じ

て
維

持
保

全
の

方
法

を
変

更
す

る
こ

と
。

 

(8
) 

各
性

能
項

目
に

お
い

て
維

持
保

全
の

強
化

や
将

来
的

な
更

新
等

を
評

価
基

準
適

合
の

条
件

と
し

て
い

る
場

合
は

、
そ

の
具

体
的

な
内

容
。

 

 

備
考
 

※
リ
フ

ォ
ー

ム
工

事
を

行
わ

な
い

部
分

に
あ

っ
て

も
、

可
能

な
限

り
点

検
の

時
期

・
内

容
を

維
持

保
全

計
画

と
し

て
定

め
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

 な
お

、
住
宅

の
品

質
確

保
の

促
進

等
に

関
す

る
法

律
に
基
づ
く
特
別
評
価
方
法
認
定
又
は
第
三
者
機
関
に
よ
る
任
意
評

定
に

よ
り

、
上

記
１

～
６

の
基

準
を

満
た

す
措

置
と

同
等

以
上

の
措

置
で
あ

る
と

認
め

ら
れ

た
も

の
に

つ
い

て
は

、
当
該
基
準
に
適
合
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
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●
既

築
部

分
（
増

改
築

を
実

施
し

な
い

部
分

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）
の

仕
様

の
確

認
方

法
 

既
築

部
分

の
仕

様
に

つ
い

て
、

新
築

時
な

ど
の

図
書

を
活

用
し

確
定

す
る

場
合

は
、

新
築

時
な

ど
の

図
書

の
分

類
に

よ
り

確
定

方
法

が
異

な
る

。
ど

の
書

類
で

確
認

し
た

か
な

ど
を

設
計

内
容

説
明

書
に

チ
ェ

ッ
ク

す
る

こ
と

。
（
新

築
時

な
ど

の
図

書
が

な
い

場
合

は
、

性
能

項
目

ご
と

、
か

つ
、

部
位

・
仕

様
ご

と
に

一
箇

所
以

上
抽

出
し

、
現

地
に

お
い

て
目

視
・
計

測
に

よ
り

確
認

を
行

う
。

） 

 

ア
）
新

築
時

な
ど

に
第

三
者

の
設

計
検

査
及

び
現

場
検

査
を

受
け

て
い

る
図

書
以

下
に

掲
げ

る
図

書
を

活
用

し
仕

様
を

確
定

す
る

場
合

は
、

建
築

士
が

現
地

に
お

い
て

著
し

い
変

更
の

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
こ

と
で

当
該

図
書

に
記

載
さ

れ
て

い
る

情
報

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
当

時
取

得
し

た
各

性
能

項
目

を
活

用
す

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
次

ペ
ー

ジ
別

表
を

参
照

、
以

下
同

じ
）
 

・
建

設
住

宅
性

能
評

価
書

の
添

付
図

書
 

・
フ

ラ
ッ

ト
３

５
Ｓ

適
合

証
明

書
の

添
付

図
書

 

・
公

庫
融

資
現

場
判

定
通

知
書

の
添

付
図

書
 

・
検

査
済

証
の

添
付

図
書

 

 イ
）
新

築
時

な
ど

に
第

三
者

の
設

計
検

査
を

受
け

て
い

る
図

書
 

以
下

に
掲

げ
る

図
書

を
活

用
し

仕
様

を
確

定
す

る
場

合
は

、
建

築
士

が
当

該
図

書
に

記
載

の
内

容
と

当
該

仕
様

に
つ

い
て

性
能

項
目

ご
と

に
住

宅
全

体
で

一
箇

所
以

上
抽

出
し

、
現

地
で

の
目

視
・
計

測
や

施
工

記
録

書
等

の
内

容
と

相
違

が
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

。
そ

の
結

果
、

図
書

ど
お

り
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
た

場
合

は
、

当
該

図
書

に
記

載
さ

れ
て

い
る

情
報

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

な
お

、
確

認
方

法
に

つ
い

て
設

計
内

容
説

明
書

に
記

載
す

る
こ

と
と

す
る

。
審

査
に

お
い

て
内

容
に

疑
義

が
生

じ
た

場
合

等
、

詳
細

な
確

認
が

必
要

と
判

断
し

た
場

合
は

、
評

価
機

関
等

よ
り

当
該

確
認

資
料

の
提

出
を

求
め

ら
れ

る
た

め

留
意

さ
れ

た
い

。
 

・
設

計
住

宅
性

能
評

価
書

の
添

付
図

書
 

・
確

認
済

証
の

添
付

図
書

 

・
フ

ラ
ッ

ト
３

５
Ｓ

設
計

検
査

通
知

書
の

添
付

図
書

 

・
型

式
住

宅
認

定
、

工
業

化
住

宅
認

定
に

用
い

ら
れ

た
図

書
（
当

該
認

定
書

通
り

に
施

工
さ

れ
た

こ
と

が
確

認
で

き
仕

様
が

特
定

で
き

る
場

合
）
 

・
低

炭
素

住
宅

認
定

申
請

に
用

い
ら

れ
た

添
付

図
書

 

・
長

期
優

良
住

宅
認

定
申

請
に

用
い

ら
れ

た
添

付
図

書
（
※

２
）
（
新

築
時

に
長

期
認

定
を

受
け

て
い

る
物

件
は

原
則

と
し

て
「
変

更
認

定
申

請
」
を

行
う

こ
と

と
な

っ
て

い
る

。
）
 

（
例

）
断

熱
材

の
仕

様
に

つ
い

て
、

あ
る

一
面

の
壁

が
図

書
ど

お
り

で
あ

る
こ

と
を

確
認

で
き

れ
ば

、
そ

の
他

の
天

井
、

床
な

ど
の

部
位

に
つ

い
て

も
新

築
時

等
の

図
書

ど
お

り
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 ウ
）
上

記
図

書
が

な
い

場
合

（
確

認
済

証
な

ど
が

な
い

図
書

等
の

場
合

）
 

建
築

士
が

当
該

図
書

に
記

載
の

内
容

と
当

該
仕

様
に

つ
い

て
性

能
項

目
ご

と
、

か
つ

、
部

位
・
仕

様
ご

と
に

一
箇

所
以

上
抽

出
し

、
現

地
に

お
い

て
目

視
・
計

測
や

施
工

記
録

書
等

の
内

容
と

相
違

が
な

い

こ
と

を
確

認
す

る
。

そ
の

結
果

、
図

書
ど

お
り

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

た
場

合
は

、
当

該
図

書
に

記
載

さ
れ

て
い

る
情

報
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
確

認
方

法
に

つ
い

て
設

計
内

容
説

明
書

に
記

載
す

る
こ

と
と

す
る

。

審
査

に
お

い
て

内
容

に
疑

義
が

生
じ

た
場

合
等

、
詳

細
な

確
認

が
必

要
と

判
断

し
た

場
合

は
、

評
価

機
関

等
よ

り
当

該
確

認
資

料
の

根
拠

を
求

め
ら

れ
る

た
め

留
意

さ
れ

た
い

。
 

（
例

）
断

熱
材

の
仕

様
に

つ
い

て
、

壁
、

床
、

天
井

な
ど

部
位

ご
と

に
断

熱
仕

様
の

異
な

る
全

て
の

箇
所

に
つ

い
て

図
書

ど
お

り
で

あ
る

こ
と

を
確

認
で

き
れ

ば
、

新
築

時
等

の
図

書
ど

お
り

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
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別
表
 
新
築
時
の
図
書
等
を
活
用
し
性
能
を
確
認
す
る
場
合
（
参
考
）

 

           ※
第

三
者
の

現
場

検
査

を
受

け
た

図
書

が
あ

る
場

合
に
お
い
て
、
図
書
と
現
地
を
照
合
し
、
著
し
い
変
更
が
な
け
れ
ば

、
当

時
取

得
し

た
上

記
性

能
項

目
を

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

※
第

三
者
の

設
計

検
査

を
受

け
た

図
書

が
あ

る
場

合
に
お
い
て
は
、
現
地
に
て
性
能
項
目
ご
と
に
住
宅
全
体
の
一
箇
所

を
抽

出
検

査
し

、
図

書
と

同
様

の
仕

様
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き

た
場

合
は
、

当
時

取
得

し
た

上
記

性
能

項
目

を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

※
無

印
部
分

に
つ

い
て

の
性

能
が

確
認

で
き

る
情
報
が
図
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
で
、
性
能
項
目
ご
と
の
部
位
・
仕
様

ご
と

に
一

箇
所

以
上

抽
出

検
査

し
、

図
書

と
同

様
の

仕
様

で

あ
る

こ
と
が

確
認

で
き

た
場

合
は

、
新

築
時

の
図
書
の
情
報
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

※
省

エ
ネ
ル

ギ
ー

対
策

等
級

等
、

過
去

の
等

級
で
同
等
性
が
認
め
ら
れ
る
も
の
は
活
用
可
能
で
あ
る
。
 

 

等
級

３
等

級
２

等
級

１
等

級
３

等
級

３
等

級
４

等
級

３
等

級
５

等
級

４
等

級
３

住
宅

性
能

評
価

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

フ
ラ

ッ
ト

３
５

S
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

公
庫

融
資

（
割

増
・
基

準
金

利
）

○
○

○
○

○
○

建
築

基
準

法
○

○
○

認
定

低
炭

素
住

宅
○

○
○

○
○

認
定

長
期

優
良

住
宅

○
○

○
○

○
○

○
○

○
省

エ
ネ

住
宅

ポ
イ

ン
ト

○
○

○
○

○
住

ま
い

給
付

金
○

○
○

○
○

○
○

○
贈

与
税

の
非

課
税

措
置

○
○

○
○

○
○

○
○

各
種

制
度

高
齢

者
等

（
共

用
部

）
構

造
温

熱
５

－
１

温
熱

５
－

２

長
期

優
良

住
宅

認
定

基
準

備
考

劣
化

維
持

管
理

設 計 検 査 あ り

現 場 検 査 あ り

－73－


	空白ページ



